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MTサ ミ ッ トの30年

     梶 博行

静岡大学学術院情報学領域 教授

 私 ご と で恐 縮 だ が 、 この3月 に 大 学 の 定年 を迎 え る

こ と にな り、編 集 委 員 会 か らMT研 究 の 思 い 出 で も書

く よ うに との ご指 示 を い た だい た 。AAMT関 係 で は こ

の10年 あ ま りAAMTIJapio特 許 翻 訳 研 究会 の 委 員 と

して 活 動 して きた が 、AAMTの 最 も重 要 なイ ベ ン トの

一 っ で あ る機 械 翻 訳 サ ミ ッ トとの 関 わ りも長 い の で
、

そ の30年 を振 り返 っ て み た い。

 周 知 の とお り、 第1回MTサ ミッ トは1987年9月

に 箱 根 で 開催 され た。IAMTの 傘 下 にAAMT、 EAMT、

AMTAを 設 置 し、 これ ら3地 域 の 協 会 が持 ち回 りで

MTサ ミッ トを開 催 す る こ とが 決 ま った の は ワ シ ン ト

ンDCで の 第3回MTサ ミッ トに お い て で あ り、 第1

回 の 会議 は 長 尾 真 先 生 の リー ダ ー シ ップ の 下 、 当時 の

日本 電 子 工 業 振 興 協 会 の機 械 翻 訳 シ ステ ム調 査 専 門委

員 会 が 中 心 とな っ て 開 催 した。 筆 者 は 、 当時 、 こ の委

員 会 の 委 員 を 務 め て お り、 先 輩 委 員 に教 えて いた だ き

な が ら準備 に 加 わ った 。いわ ゆ る学 会 とは 異 な り、MT

シス テ ム の ユ ー ザ 、 研 究 者 、 開 発 者 、 さ ら に政 策 関係

者 が 意 見 を 交 換 し議 論 す る場 を 提 供 す る とい う会 議 の

目的 も この 準備 委 員 会 で 決 め られ た 。 サ ミ ッ トと い う

名 称 に もそ の こ とが 込 め られ て い る。

 第1回MTサ ミッ トは 文字 どお り機 械 翻 訳 分 野 の 主

要 な メ ンバ ー が 一 堂 に 会 した 会議 で 、ALPAC報 告 に

も関 わ っ たMartin Kay博 士 、 MT研 究 の歴 史 と技 術

に 関 す る大 部 の 書 物 を著 作 したW.John Hutchins博

士 、 当時 、世 界 の 注 目を集 め た 第5世 代 コ ン ピュ ー タ

プ ロ ジ ェ ク トの リー ダー 淵 一 博 博 士 が 基 調 講 演 を行 っ

た。 日米 欧 の リー ダー た ち に よ るパ ネ ル 討 論 や プ ロ ジ

ェ ク トの 報 告 に加 えて 、商 用 シ ステ ム の 開発 者 とユ ー

ザ が ペ ア で 講 演 す るMTサ ミ ッ トら しい セ ッシ ョン が

設 け られ た。 当時 、 メー カー で 日英 機 械 翻 訳 シ ス テ ム

の 研 究 開 発 を 担 当 して い た筆 者 は そ の セ ッ シ ョンの 講

演 者 の 一 人 と して 発 表 した。

 第2回MTサ ミ ッ トは2年 後 に ミュ ンヘ ン で 開催 さ

れ た が 、 箱 根 サ ミッ トと同様 に 日本 か ら多 くの 方 が 参

加 した 。 筆 者 も 自社 の シ ステ ムの そ の 後 の改 良や 実 用

化 へ の 取 り組 み に つ い て講 演 した。 日本 の 各社 が シ ス

テ ム の デ モ の た め に 大挙 して 参加 した こ と も、 各 祉 の

機 械 翻 訳 に 対 す る 期 待 の 大 き さ を 物 語 っ て い る。

AAMTが 初 め て 主催 した 第4回MTサ ミッ トは1993

年 に神 戸 で 開催 され た。 機 械 翻 訳 に対 す る期 待 にか げ

りが み られ る 時 代 に な って い た が 、EDRの 電 子 化 プ ロ

ジェ ク ト、CICCの 近隣 諸 国 間 の機 械 翻訳 プ ロ ジ ェ ク

ト、ATRの 自動 翻 訳 電話 プ ロ ジ ェ ク トな ど世界 か ら も

注 目 され るプ ロジ ェ ク トが 活 発 に 行 われ て いた 時 代 で 、

グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケー シ ョンの た め の国 際 協 力 をテ

ー マ に した 意 義 深 い 会議 にな った こ とを記 憶 して い る。

 そ の 後 、MTサ ミ ッ トは3地 域 の持 ち回 りに よ る隔

年 開 催 の 会 議 と して 定着 して い く。 筆 者 は少 し疎 遠 に

な っ て い た が 、AAMT第2代 会長 ・田 中穂 積 先生 の 下

で1999年 に開 催 され た 第7回 シ ンガ ポー ル サ ミ ッ ト

に プ ロ グ ラム 委 員 と して関 わ る こ とに な っ た。 前 々回

あ た りの 会 議 か ら投 稿ベ ー スの 一 般 論 文 のセ ッシ ョン

も設 け られ る よ うに な っ てい た が 、機 械 翻 訳が 再 び 冬

の 時 代 を迎 え て い た こ とや 開 催 地 の 地 理的 条件 か ら、

論 文 が 集 ま るの か 懸 念 され た 。 プ ロ グ ラム 委員 長 ・辻

井 潤 一 先 生 の 発 案 で 、新 世 紀 のMT、 音 声 翻訳 、制 限

言 語 、 ロー カ ライ ゼ ー シ ョン な ど多 数 の 特別 セ ッシ ョ

ン を設 け、 そ れ ぞ れ の 分野 の リー ダー に 招 待講 演 をお

願 い した 。 こ うして 魅力 の あ る会 議 に す る こ とで 、 一

般 論 文 の 投 稿 数 も増 え 、 日本 で の 開 催 と ほ ぼ 同 数 の

200人 余 りの 参 加 者 を 得 て 、成 功 裏 に会 議 を終 え る こ
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とが で き た。

 AAMT/Japio特 許 翻 訳研 究 会 で は 、そ の 活 動 の 一 環

と して 、MTサ ミッ ト併 設 の 特 許 翻 訳 ワー ク シ ョップ

を 開催 して き た。 第10回 プ ー ケ ッ トサ ミ ッ トか ら横

山 晶 一 先 生 を 中 心 に 回 を 重 ね て き た が 、 昨 年 の 第15

回 マ イ ア ミサ ミ ッ トで の 第6回 ワー ク シ ョ ップ(対 象

範 囲 を広 げ 、特 許 ・科 学 技 術 文 献 翻 訳 ワー クシ ョップ

に改 名)に 筆 者 は オ ー ガ ナ イ ザ の 一人 と して参 加 した。

特 許 や 科 学 技 術 文献 の 機械 翻 訳 に 関 わ っ て い る 人 は 世

界 的 に はそ れ ほ ど多 くな く、 論 文 や 参加 者 を 集 め る の

に 毎回 苦 労 して い るが 、 そ れ だ け に ワー ク シ ョ ップ を

発 展 させ 、AAMTIJapio研 究 会 の 活 動 を 発 信 して い く

こ とが 重 要 で あ る とい え る。

 マ イ ア ミサ ミ ッ トで は30年 の長 さを 痛感 した。 基

調 講 演 で は ニ ュー ラル ネ ッ トワー クMTな ど最 新 の話

題 が 取 り上 げ られ 、ス ピー カ も若 手 が 起 用 され て い た 。

SMTの 発 展 に 貢 献 したPhilipp Koehn博 士 が 】AMT

賞 を受 賞 した こ とか ら も、MTが 新 しい 時代 を迎 え て

い る とい え る。 同 時 に 、ユ ー ザ 、研 究開 発 者 、政 策 関

係 者 が集 うMTサ ミ ッ トの 伝 統 が 受 け継 が れ て お り、

MTサ ミッ トの 草 創 期 に 関 わ っ た一 人 と して喜 ば し く

感 じた。 さて 、次 の第16回MTサ ミ ッ トはAAMTの

主 催 に よ り2017年9月 に 名 古 屋 で 開 催 され る。24年

ぶ りの 日本 で のMTサ ミ ッ トが どん な会 議 に な るの か

楽 しみ で あ る。
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葺 磁 穣 脚胴 、 ・ ・  滋
    ・  誇 レ  聚
     一 一 翻爆軸聯織煕齪繍 憂

     MT Summit XV参 加 報 告 ・ワー ク シ ョ ップ 開 催 報 告

           須藤克仁

日本電信電話(株)コ ミュニケーション科学基礎研究所

T

1.概 要

 本 稿 で は 、2015年 秋 に 開催 され たMT Summit XV、

及 び筆 者 が オ ー ガ ナ イ ザ を 努 め た併 設 ワー ク シ ョップ

PSLT 2015に つ い て 報 告 す る。

2.MT Summit XV参 加 報 告

 MT Summit XV (第15回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト)は 、

2015年10月30日 ～11月3日 に米 国 マ イ ア ミのHyatt

Regency Miamiに て 開 催 され た。会 期初 日及 び 最 終 日

は チ ュー トリア ル と ワー ク シ ョ ップ 、本 会 議 は 中3日

間 で あ った。本 会 議 に は約200名 の 機 械 翻 訳 関 係 者(研

究者 、機 械 翻 訳 ソ フ ト業者 、翻 訳 業者 、 翻 訳 者 等)が

参加 した 。 開 催 地 の 関係 もあ り米州 か らの 参加 者 が 多

数 を 占め 、 日本 か ら20名 程度 の 参加 が あ った もの の

そ の他 ア ジア 諸 国 か らの 参加 は少 数 で あ った。

 本 会 議 は 、 研 究 者 ・商 用 ユ ー ザ及 び 翻 訳 者 ・政 府 ユ

ー ザ の3つ の パ ラ レル セ ッシ ョン と 、計5件 の 招 待 講

演 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン、 及 び 技 術 展 示 を 行 う

Technology showcaseで 構 成 され て い た。

 招 待 講 演 は以 下 の5件 で あ っ た。

 ・ニ ュー ヨー ク大 学 のKyunghyun Cho氏 に よ るニ

ュ ー ラル ネ ッ トワー ク機 械 翻 訳 に 関 す る講 演

 ・ジ ョン ズ ・ホ プ キ ン ス大 学(元NAIST助 教)の

Kevin Duh氏 に よ る ニ ュ ー ラル ネ ッ ト機 械 翻 訳 の た

め の 自然 言 語 のモ デ ル 化 に関 す る講 演

 ・欧 州 委 員 会(EC)のSpyridon Pilos氏 に よ るEC

で の機 械 翻 訳 プ ロジ ェ ク トに関 す る講 演

  GoogleのMacduff Hughes氏 に よる 今 後10年

の機 械 翻訳 の展 望 に 関す る講 演

薮 げ

三露裁'凄 垂

爵 一

     ,、.噺 '`ヅ鰯o

   .    1拶 鋤
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馬警置
   '弩 寒  r、 淑
               ≧

  招待講演時 満席の聴衆

噸
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 ・ジ ョン ズ ・ホ プ キ ン ス 大学 のMatt Post氏 に よ る

話 し言 葉 翻 訳 サ マ ー ワー ク シ ョ ップ に 関す る講 演

 全 体 的 に研 究 者 寄 りの 講 演 が 多 か った が,現 時点 で

の 最 先 端技 術 で あ るニ ュー ラル ネ ッ トワー ク機 械 翻 訳

に 関す る話題 は 研 究 者 以 外 の 参 加 者 か ら も注 目を集 め

て お り、 活 発 に 議 論 され てい た。

 パ ネ ル デ ィ スカ ッシ ョンはDavid Rumsey(ATA)、

JostZetzsche(翻 訳 者)、 Jose Palomares(Venga)の3

氏 に よ り、 翻 訳 者 と機 械 翻 訳 の関 係 、 主に機 械 翻 訳 が

翻 訳 者 に と って 有 用 で あ るか ど うか につ い て の議 論 が

行 わ れ た。 従 来 の 翻 訳 メモ リの利 用 に加 え、 後 編 集 や

コ ン ピ ュ ー タ 補 助 翻 訳(computer aidedtranslation)

の 導 入 に よ って 今 後 翻 訳 者 の仕 事 のや り方 には 変 化 が

訪 れ るだ ろ うと い う認 識 が示 され た。 筆 者 に と って 興

味 深 か った 議 論 と して は 、機 械 翻 訳 を利 用 した 人手 の

翻 訳 の 生 産 性 の 評 価 の あ り方 と して 単純 に時 間 だ け で

測 る こ とは 望 ま し くな い の で は な い か 、 人 手翻 訳 と機

械 翻 訳 が 協 調 して い け る はず だ が 秘 匿す べ き情 報 の 管

理 につ い て は課 題 が あ る 、 とい っ た もの が あ っ た。

 一 般 講 演 で は 、筆 者 は 大 部 分研 究 トラ ック を聴 講 し

て い た。ACLやEMNLP等 の 国 際 会 議 に お い て は 二
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ユー ラル ネ ッ トワー ク機 械 翻 訳 に 関 す る論 文が 急 速 に

そ の数 を増 や して い るが 、機 械 翻 訳 サ ミ ソ トで は件 数

に比 して 内容 が 多岐 に渡 る印 象 を受 けた 。 ま た 、翻 訳

後 編 集 に 関す る研 究 発 表 が 聴 衆 か らの 質 疑 の活 発 さ と

い う面 で 目立 っ て い た こ とが 印 象 に 残 って い る。以 下 、

筆 者 が 注 目 した 論 文 をい くっ か 簡 単 に 紹 介 す る。

 まず 、機 械 翻 訳 の フ レー ズの 分 散 表 現 に 関 す る発 表

が2件(蘇 州 大 学 のWang氏 ら、 NICTの 美 野 氏 ら)

あ り、 ニ ュー ラル ネ ッ トワー クを利 用 した 句 の 類 似 度

を利 用 して 句 に 基 づ く統 計 翻 訳 を 改 善 して い る。 対 応

す る両 言 語 の 句 の 分 散 表 現 を 一 致 させ る よ う学 習 す る、

と い う意 味 で は 両者 は非 常 に 似 通 っ て い るが 、Wang

氏 らが 再 帰 型(recursive)ニ ュー ラル ネ ッ トワー ク に

基 づ く手 法 で あ る の に 対 し、 美 野 氏 らは 回 帰 結 合 型

(recurrent)ニ ュ ー ラル ネ ッ トワー ク を利 用 して い る。

単 に 表 層 の み で 句 を 区 別 す る とデ ー タ の 不 足 や ノイ ズ

の 混 入 に 弱 くな っ て しま うた め 、似 た 意 味 の 句 を分 散

表 現 で 近 い領 域 に 射 影 し、 そ の情 報 を利 用 して頑 健 性

を 向 上 させ る ア プ ロー チ と して 興味 深 い。

 ま た 、複 雑 な形 態 素 変化 の起 こ る言 語 に 対 す る機 械

翻 訳 に 関 す る発 表 が2件(コ ロン ビア 大 学 のKholy

氏 ら、 ア ム ス テル ダ ム 大学 のTran氏 ら)あ っ た。 詳

細 は割 愛 す る が 、性 ・数 ・時 制 に よ る形 態 素 変化 は 日

英 の 間 で も正 し く対応 付 け る こ とが 容 易 で な く、 単 に

内容 語 が 一致 して いれ ば よ い と い う段 階 か らさ らに進

ん で い くた め に こ う した技 術 が 必 要 で あ ろ う。

 今 回 の研 究論 文 の 中 で異 色 と感 じた の は ニ ュー ヨー

ク 市 立大 学 のZhai氏 らに よ る 、従 来 の パ イ プ ラ イ ン

型 処 理 で は な くend・to・endの 処理 に よ って 統 計 翻訳

の モ デ ル 化 を行 う研 究 で あ る。 句 に 基 づ く統 計 翻 訳 で

は 通 常 複 数 の モ デ ル を段 階 を踏 ん で 学 習 す るが 、Zhai

氏 らの 研 究 で は 、 簡 単 な 初 期 モ デル か ら始 め て 、 対 訳

デ ー タに 対 す る強 制(forced)デ コー デ ィ ン グ結 果 か ら

の 対 訳 句 抽 出 と構 造 化 パ ー セ プ トロン に よ るモ デ ル 更

新 の 繰 り返 しに よ って 一 挙 にモ デ ル を学 習す る方 法 を

提 案 して い る。 現 在 は 従 来型 の手 法 と同程 度 の 結 果 が

得 られ た に過 ぎな い が 、統 計翻 訳 の複 雑 さを 解 決 す る
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中岩 会 長 に よ る 次回MT Summitの 告 知

一 つ の試 み と して 興 味 深 か っ た
。

 技 術 展 示 で は 、 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の デ モ(Systran

やMicrosoft等)、 機 械 翻 訳 を 自社 サ ー ビス に 組 み 込

ん で い る 企 業 の 技 術 紹 介(IBM、 SDL、 eBay等)、 な

ど計20ブ ー ス な どが 技 術 や 製 品 の紹 介 を行 っ て い た。

多 くの 参 加 者 を集 め て い た の はMicrosoftのSkype

Translatorで あ り、接 話 マ イ ク を利 用 しては いた もの

の 、 騒 が しい 会場 で英 語 ・ドイ ツ語 の 音 声 翻 訳 が か な

りの 精 度 で動 作 して い た こ とが印 象 的 で あ った 。

 本 会 議 最 終 日に はIAMTに よ るIAMT Award of

Honorの 表 彰 が あ り、フ レー ズベ ー ス機 械 翻 訳 を牽 引

し、Mosesの 開 発 を主 導 して い るジ ョン ズ ・ホ プ キ ン

ス 大 学 のPhilipp Koehn教 授 に授 与 され た。 ま た 、次

回 のMT Summitは 、2017年9月 に 名 古 屋 大 学 で 開

催 され る こ と がAAMT中 岩 浩 巳会長 か ら告 知 され た。

 会 議 を通 じて筆 者 が 強 く感 じた の は 、機 械 翻 訳 は 産

業 上 の 応 用 が 明 確 に存 在 す る技 術 で あ っ て 、応 用 に よ

っ て 重 視 され るポ イ ン トが 大 き く異 な る 、 とい うこ と

で あ る。 特 に 機 械 翻 訳 サ ミ ッ トやAMTA、 EAMT等

の 会議 で は 機 械 翻 訳 の 研 究 者 ・開 発 者 だ け で な く翻 訳

者 や 翻 訳 業 者 か らの 参 加 者 も多 く、応 用 の視 点 か ら機

械 翻訳 を 見 つ め 直 せ る こ と を再確 認 した。 研 究 トラ ッ

ク だ け に 注 目す る と必 ず しも完成 度 の 高 い研 究 が並 ん

で い る とい うわ け で は な い の だ が 、応 用 、特 に翻 訳 後

編 集 や コ ン ピ ュー タ補助 翻 訳 の利 便 性 向上 の た め の研

究 や ユ ー ザ か らの 問題 提 起 とい っ た 内容 は機 械 翻 訳 専

門 の会 議 で あ る か ら こそ の もの で あ る と感 じた 。
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3.ワ ー クシ ョップ 開催報 告

AAMTIJapio特 許 翻 訳研 究 会 の 活 動 の 一 環 と して 、

2005年 の 第1回 か ら数 えて6回 目の ワー クシ ョ

ップ を 、機 械 翻 訳 サ ミッ トに併 設 す る形 で 会議 初 日の

10月30日 に開 催 した。今 回 は 特 許 翻 訳 に 限 定せ ず幅

広 く技 術 文 書 に 関 す る機 械 翻訳 の 課題 を扱 う とい う観

点 か ら、特 許 ・技術 文書 翻 訳 ワー ク シ ョ ップ(Workshop

on Patent and Scientific Literature Translation:

PSI」T 2015)と 題 した。ワー ク シ ョ ップco・chairは 梶

博行 先 生(静 岡 大学 学 術 院 教 授)と 須 藤 の2名 が担 当

した。 参加 者 数 は20名 強 で あ っ た。

セ ッシ ョ ン1:MT in Patent Organizations

 本 セ ッ シ ョンで は 、 公的 な知 財 担 当機 関 にお け る機

械 翻 訳 の 活 用 につ い て の2件 の 招 待 講 演 をお 願 い し

た。 公 的機 関 に お い て機 械 翻 訳 が有 効 に 活用 され 、 必

要 な 知 的 財 産 の 情 報 に 簡 単 に ア ク セ ス で きる よ うに な

る こ とは 技 術 や 産 業 の発 展 に重 要 で あ り、 この数 年 で

の 大 きな 進 展 を知 る こ とが で き 非 常 に 有 益 で あ っ た。

 1件 目 の 招 待 講 演 は 世 界 知 的 財 産 機 構(World

Intellectual Property Organization:WIPO)の

BrunoPouliquen氏 に よ る、WIPOの 機 械 翻 訳 に つ い

て の 講 演 で あ った。WIPOで は 多 言 語 の 特 許 文 書 か ら

自動 的 に 対 訳 コー パ ス を構 築 し、 統 計 的機 械 翻 訳 に よ

って 発 明 の 名 称 と概 要 の機 械 翻 訳 を行 い 、 他 言 語 で の

特 許 検 索 を可 能 に す るサ ー ビス を提 供 して い る。 多 言

語 デ ー タの 規 模 が 膨 大 で あ る こ とか ら、 学 習 は す べ て

自動 化 して い る、 また 高 速 ・省 メモ リな 翻 訳 を実 現 す

るた め の デ ー タ選 択 や 、 ドイ ツ語 ・日本 語 等 一 部 言 語

で の 事 前 並 べ 替 え等 も行 って い る、 とい った 、 シ ステ

ム を運 用 す る 上 で の様 々な 工 夫 が 紹 介 され た 。2件 目

は特 許 庁 の加 藤 啓 氏 に よ る 、特 許 庁 で の機 械 翻 訳 に関

す る取 り組 み につ いて の講 演 で あ っ た。 特 許 庁 で は機

械 翻 訳 の 評 価 基準 の策 定 、 また 中国 語 特 許 へ の対 応 を

見据 えた 日中対 訳 用 語 辞 書 の 整 備 な どを進 め て い る。

また2015年 か らは 中 国 ・韓 国 の特 許 に 対応 した特 許

検 索 シ ステ ム を公 開 して い る こ と、米 国 ・欧 州 ・中 国 ・

韓 国 の 各 特 許 庁 と の 情 報 共 有 を 行 うOPD(Open

Portal Dossier)に お い て 日本 語 か ら英 語 へ の機 械 翻

訳 が 活 用 され て い る こ とな どが 紹 介 され た 。

セ ッ シ ョン2:Effective Use of Patent MT

 本 セ ッ シ ョンで は機 械 翻 訳 の 活 用 に よ る翻 訳 者 支援

をテ ー マ と し、Iconic Translation Machines Ltd.の

John Tinsley氏 に招 待 講 演 を お願 い した。実 際 の ビジ

ネ ス と して 考 え た 場 合 に は 生 産性 や ユ ー ザ に と って の

使 いや す さが 重 要 で あ り、 後 編 集 に渡 す機 械 翻 訳 が い

か に あ るべ きか 、とい うこ とに つ い て 考 え させ られ た。

講 演 で は 、Googleの よ うに タ ー ゲ ッ トを絞 らな い 機

械 翻 訳 とは 対極 的 に 、 分 野 適 応 をす る こ とで 特 許 の よ

うな 特殊 な 分 野 の機 械 翻 訳 の 精 度 改 善 が 可 能 で 、 後 編

集 に よ る翻 訳 の 生 産性 の 大 きな 向 上 に っ な が る 、 と実

例 を示 しな が ら説 明 が あ った 。 彼 らの シ ステ ム で は 、

用 語 辞 書や キ ー ワー ド抽 出 、 ル ー ル ベ ー ス翻 訳 、統 計

翻 訳 な どの様 々 な モ ジ ュー ル を組 み 合 わ せ 、後 編 集 を

含 め た ワー クフ ロー の 生 産性 が 高 ま る よ うに調 整 が 行

わ れ て い る。 生 産 性 の 評 価 に はTAUSのDynamic

QualityFramework(DQF)を 利 用 し、後 編 集 が 直 接

翻 訳 よ りも生 産 性 が 高 ま る こ とを確 認 して い る。また 、

参 照 訳 に 対 す る 翻 訳 編 集 率(Translation Edit Rate:

TER)が40%を 下 回 る く らい に な る と後 編 集 の効 率

が よ くな るな どの 分 析 結 果 が 示 され た。

セ ッシ ョン3:Challenges for Advanced Patent MT

 本 セ ッシ ョン では 、特 許 機 械 翻 訳 の さ らな る 改 善 に

つ い て 、1件 の招 待講 演 と2件 の 技術 論 文の 講 演 が 行

われ た。 これ ま での セ ッシ ョン で は機 械 翻 訳 の使 われ

方 が議 論 の対 象 で あ っ た が 、 本 セ ッシ ョ ンは機 械 翻 訳

の 改 善 の た め の技 術 が焦 点 とな っ た。

 最 初 に 、独 ハ イ デ ル ベ ル ク大 学 のStefan Riezler教

授 に よ る 、ユ ー ザ フ ィー ドバ ッ クに 基 づ く統 計 翻 訳 の

改 善 につ い て の講 演 をお 願 い した。 翻 訳 後 編 集 結 果 を

利 用 して統 計翻 訳 を 改 善 す る研 究 は これ まで に も様 々
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行われているが、彼らの研究では、従来研究が前提 と

していた専門翻訳者の後編集結果ではなく、ユーザの

局所的なフィー ドバ ック(例 えば翻訳結果に対する品

質推定値,実 験では参照訳に対する文単位BLEU値)

のみを利用する方法を提案 している。基本的な考え方

は構造化パーセプ トロンと同様で、フィー ドバックで

与えられる損失が小さくなるようにモデルパラメータ

を更新するというものである。この手法により、議会

議事録からニュースへの分野適応を行った場合の翻訳

精度が改善することが示 された。

 技術論文の1件 目は、京都大学のJohn Richardson

氏らによる、機能語の翻訳誤 り訂正の研究であった。

機械翻訳において前置詞や関係詞といった機能語は し

ば しば正しく翻訳できないことがあるため、構文木か

ら構文木への翻訳における出力構文木に対する編集操

作によって機能語の誤 り訂正を行 う手法が提案された。

 技術論文の2件 目は、筑波大学のZi Long氏 らによ

る、日中パテン トファミリからの専門用語対訳知識獲

得の研究であった。 日本語 と中国語の間で対訳用語獲

得を行 う場合の、それぞれを単語分割 して対応する用

語を探すとい う既存手法に対し、本研究では中国語側

を文字単位で分割し、単語分割の誤 りや曖昧性によっ

て対訳用語の検出漏れを減らす手法を提案 した。

セ ソシ ョン4:Beyond Patent Translation

 最 終 セ ッ シ ョンは 特 許 以 外 の技 術 文書 の 機 械 翻 訳 に

向 けて の 取 り組 み を テ ー マ と して 、1件 の招 待 講 演 と

2件 の技 術 論 文の 講 演 が 行 わ れ た。

 招 待 講 演 は 、 科 学 技術 振 興機 構(JST)の 中澤 敏 明氏

に よ る、 中 国 と 日本 の 間 で の機 械 翻 訳 を通 じた科 学 技

術 情 報 交 換 の 実 現 に 向 け た 取 り組 み につ いて の紹 介 で

あ っ た 。JSTと 京 都 大 学,中 国 科 学 技 術 信 息研 究 所

(ISTIC)が 共 同 で 進 め て い る 日中 間 の機 械 翻 訳 の た め

の 言 語 資 源 や 言 語 解 析 エ ンジ ン 、機 械 翻 訳 エ ン ジ ン の

整 備 ・開 発 を行 うプ ロ ジ ェク トの計 画 と現 状 につ い て

の 説 明 と、2015年10月 に 開催 され た第2回 ア ジ ア

言 語 ワー ク シ ョップ(WAT)の 結 果 紹 介 が 行 われ た。

 技 術 論 文 の1件 目は 、愛 媛 大 学 の 野 口敬 輔 氏 に よ る 、

大 量 の 特許 分 野 対 訳 デ ー タ を利 用 した 他 分 野 へ の分 野

適 応 に つ い て の研 究 で あ った 。 特 許 分 野 で は 比較 的 容

易 に 非 常 に 大 量 の 対 訳 デ ー タが 得 られ るた め 、 共 変 量

シ フ トを 用 い た デ ー タ重 み 付 け を利 用 して 新 聞 分野 に

近 い 特 許 対 訳 デ ー タ 中の 文 を選 択 し、 新 聞 分 野 の翻 訳

を 改 善 す る手 法 が 提 案 され た 。

 技 術 論 文 の2件 目は 、静 岡 大学 の綱 川 隆 司先 生 に よ

る、特 許 文 書 中 の 専 門 用 語 のWikif"ication(Wikipedia

エ ン トリへ の 対 応 付 け)に つ い て の研 究 で あ った。 本

研 究 で は 、 日本 語 の 特 許 文書 中 の 専門 用 語 に対 して 適

切 な 日本 語 版Wikipediaエ ン トリが 存在 しな い 場 合

で も対 応 す る英 語 版Wikipediaエ ン トリへ 対 応 付 け

で き る よ うに、 日本 語 の 専 門用 語 の英 訳 候 補 を統 計 翻

訳 の フ レー ズ テ ー ブ ル か ら生 成 して 対 応 す る英 語 版

Wikipediaエ ン トリを探 す 、とい う方 法 が提 案 され た。

 本ワークショップでは様々な立場の招待講演者か ら

の講演があり、特許 ・技術文書翻訳の現状や課題につ

いて議論された。Pouliquen氏 の講演で指摘されたよ

うに、現状の特許機械翻訳はassimilation(同 化:他国

語を母語に翻訳し自らが理解できるようにすること)

の目的であれば、いくつかの言語対で実用に耐える水

準の翻訳が可能にな りつつある一方、dissemination

(異化:母 語を他国語に翻訳 し、他国語話者に理解して

もらえるようにすること)の 目的では、読者が特定さ

れないゆえに比較的高水準の翻訳が求められることか

ら、まだ少 し先の未来の話であろう。国際出願や詳細

な技術調査の観点では高水準の翻訳が求められること

は間違いなく、人手での翻訳は欠かせない。昨今の機

械翻訳、統計翻訳の急速な進化によって、特許のよう

な対訳資源が豊富かつ文体が整っている分野において

は翻訳後編集や コンピュータ補助翻訳等が人手での翻

訳の生産性を大きく向上できる可能性が高く、また各

種技術文書も同様の期待がある。そのため、本ワーク

ショップの領域は非常に有用なものであ り、本ワーク

ショップは今後も継続 して開催すべきものと考える。
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1.は じ め に

 ア ジ ア 翻 訳 ワー ク シ ョ ッ プ(Workshop on Asian

Translation, WAT)は ア ジア 言 語 を 中心 と した 評 価 型

機 械 翻 訳 ワー ク シ ョ ップ で あ り、2014年 に第1回

(WAT2014)が 開 催 され 【1】、2015年10月16日 に 第

2回(WAT2015)が 開 催 され た[2】。 WAT2015で は機

械 翻 訳評 価 に 参加 した 各 チ ー ム に よ る翻 訳 シ ステ ム の

説 明 の ほ か 、Institute for Infocomm Research in

SingaporeのResearch Directorで あ るHaizhou Li

氏 、及 び 情報 通信 研 究機 構 ユ ニ バ ー サ ル コ ミュニ ケ ー

シ ョ ン研 究所 多 言 語 翻 訳研 究 室 長 で あ る隅 田英 一 郎 氏

に よ る招 待 講 演 も行 わ れ 、50名 を超 え る参 加 者 が 集 ま

り盛 況 で あ っ た。

 WAT2015で 新 た に行 っ た こ とは 以 下 の こ とで あ る。

 ・中→ 日、 韓→ 日の 特 許 文 翻 訳 サ ブ タ ス クの 追 加

 ・特許 庁 に よ る特 許 文 献機 械 翻 訳 の 品 質 評 価 手 順 に

基 づ い た 人 手 翻 訳

 本稿 で はWAT2015の 概 要 や 結 果 な どを ま と め て報

告 す る。 な お 評価 結 果 の 詳 細 や 各 参 加 チ ー ムの 翻 訳 シ

ス テ ム の 説 明 な どはWAT2015の ウ ェブ サ イ トで確 認

す る こ とが で き る1。 ま た投 稿 され たす べ て の 論 文 は

ACLAnthologyに 掲 載 され て い る の で 、参 考 に して い

た だ きた い2。

2.デ ー タ セ ッ ト

 WAT2015で はWAT2014に 引 き続 き 、 ア ジ ア学 術

論 文 抜 粋 コー パ スASPEC3を 用 い た 日⇔ 英 、日⇔ 中 の

科 学 技 術 論 文 翻 訳 の ほか 、新 た に特 許 庁 よ り提 供 され

たJPO特 許 対 訳 コー パ ス(JPO Patent Corpus, JPC)

1http;〃lotus
.kuee.kyoto-u,ac.jpハNAT/

2http:〃aclanthology
.info/events/ws-2015#W15-50

3 http:/notus
.kuee.kyoto-u.ac.jp/ASPEC/

を 用 い た 中 → 日、 韓 → 日の 特 許 文翻 訳 サ ブ タス クが 追

加 され た。JPCは 、2012年 と2013年 に 公 開 され た 中

国語 と 日本 語 の 特 許 文 書 の 明 細 書(CJ)、 及 び2011年 、

2012年 、2013年 に 公 開 され た 韓 国 語 と 日本語 の特 許

文 書 の 明細 書(KJ)の 対 訳 文 の 一 部 で あ る。 各 コー パ

ス に含 まれ る 分 野 の割 合 は 、 化 学 、 電 気 、機 械 、物 理

が それ ぞれ25%ず つ で あ り、デ ー タ量 は 訓 練 デー タが

100万 文 、 開 発 デ ー タ、 開 発 試 験 デ ー タ、 試験 デ ー タ

が それ ぞれ2000文 ず つ で あ る。 各 対 訳 文 は対 訳 特 許

文 書 か ら内 山 ・井佐 原 の 方 法 【3】に よ り対 訳 文 と して の

類 似 度 が 高 い順 に 自動 的 に抽 出 され た もの で あ る。 た

だ し試 験 デ ー タの み 人 手 で ス ク リー ニ ン グを行 い、 対

訳 コー パ ス と して の 質 を 高 め て い る。

3.ベ ー ス ラ イ ン シ ス テ ム

 比較 対 象 とな るベ ー ス ライ ン シ ステ ム と して 、 ブ リ

ー ソフ トウ ェア の 統 計 的 機 械 翻 訳 ツー ルMoses 、市 販

の ル ー ル ベ ー ス翻 訳 ソ フ トウ ェア 、 オ ン ライ ン 翻訳 サ

ー ビス を 用 い た
。 統 計 的 機 械 翻 訳 手 法 は フ レー ズベ ー

ス 、 階 層 フ レー ズ ベ ー ス 、String・to・Tree(日 英 、 日

中 の み)、Tree・to・String(英 日、中 日の み)の4つ を

用 意 した。 各 翻 訳 手 法 の パ ラ メー タ設 定 な どは 、WAT

の ペ ー ジ で 公 開 され て い る4。ル ー ル ベ ー ス機 械 翻 訳 と

してThe翻 訳V15(日 英 、英 日)、ATLAS V14(日 英 、

英 日)、PATTranser 2009(日 英 、英 日)、J北 京7(日

中、 中 日)、 蓬 莱2011(日 中 、 中 日)、Jソ ウル9(韓

日)、高 麗(韓 日)を 利 用 した。 オ ン ライ ン翻 訳 サ ー ビ

ス と して はGoogle翻 訳 及 びBing翻 訳 を利 用 した。な

お ル ー ル ベ ー ス機 械 翻 訳 及 び オ ン ラ イ ン翻 訳 サ ー ビス

の シ ステ ムIDは 匿名 化 され て お り、特 定 で きな い よ

4

http:/notus.kuee.kyoto・u.ac.jp/WAT/haseline/baselineSystems.html
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うに して い る。

4.翻 訳 評 価

 翻 訳 評価 は 自動評 価 と人 手評 価 を 行 い 、 人 手 評価 は

さ らに2つ の 方 法 で 行 った 。

4.1 自 動 評 価

 WATで は 自動 評価 サ ー バ ー を 用 意 し、参 加 チ ー ム が

機 械 翻 訳結 果 の 自動 評 価 結 果 を い つ で も確 認 で きる よ

うに して い る。 自動 評 価 シ ス テ ム は ワー ク シ ョ ップ終

了 後 も利 用 可能 で あ り、 引 き続 き 翻 訳 結 果 の提 出 ・修

正 を受 け付 け て い る。

 自動 評価 尺 度 と して はBLEU[4】 及 びRIBES[5】 を用

い て い る。 日本 語 と 中国 語 に 関 して は 単語 分割 基 準 の

違 い に よ りス コ アが 変 化 す る た め 、 い くつ か の 単語 分

割 ツー ル を使 っ て翻 訳 結 果 を 単語 に 分割 し、 それ ぞ れ

の 基 準 で の ス コ ア を算 出 す る(詳 細 はWATの ウェ ブ

サ イ ト5参照)。

4.2 人 手 評 価

 人 手 評 価 はWAT2014と 同 様 、 ク ラ ウ ドソー シ ン グ

を 利 用 す る こ と で コ ス トを 削 減 し た(Pairwise

Crowdsourcing Evaluation)。 ク ラ ウ ドソー シ ン グ評

価 は フ レー ズベ ー ス 統 計 的 機 械 翻 訳 シ ステ ム をベ ー ス

ライ ン と して 、 各 翻 訳 シス テ ム の 結 果 を 文 ご と にベ ー

ス ライ ン と一 対 比 較 し、 そ の 勝 敗 数 を ス コ ア化 す る こ

とで 行 う。WAT2014で は 各 文 ペ ア につ き3名 の 評価

者 で 評 価 を 行 い 、 評価 対 象 シス テ ム の 翻 訳 が ベ ー ス ラ

イ ン よ りも良 い とい う判 断 を+1、 悪 い とい う判断 を一1、

同 程 度 を0と した と き、 全 て の 評 価 者 の 判 断 を足 し合

わ せ て 正 の値 となれ ば 最 終 判 断 を 勝 ち 、 負 の 値 な らば

負 け 、0な らば 同 程度 と した。WAT2015で は5名 の

評価 者 で 評価 を行 い 、 全 て の評 価 者 の 判 断 を足 し合 わ

せ て+2以 上 とな れ ば 最 終 判 断 を勝 ち 、-2以 下 な らば

負 け 、そ れ 以 外(-1以 上1以 下)な らば 同 程 度 とす る

こ とで評 価 の信 頼 性 を 高 め た。 こ の 基 準 の 変 更 に よ り

同 程 度 と 判 断 さ れ る 割 合 が 増 え る こ と に な り 、

WAT2014とWAT2015の 結 果 を 直接 比 較 す る こ とは

5 http:〃lotus
,kuee.kyoto・U.acjpハSAT/evaluationノ

で き ない が 、【2】で は ク ラ ウ ドソー シ ン グ評 価 デ ー タ を

サ ン プ リン グす る こ とで 、WAT2014と 同 じ設 定 と し

た 比 較 も行 っ てい る。

 評 価 者 を増 や した もの の 、 ク ラ ウ ドソー シ ン グ に よ

る評 価 で は 評 価 者 が 翻 訳 の 専 門家 で は な い た め 、 依 然

と して 評 価 結 果 が 不 安 定 で あ る な どの 問題 が あ る。 そ

こでWAT2015で はサ ブ タ ス ク ご とに ク ラ ウ ドソー シ

ン グ評 価 上位3チ ー ム(韓 → 日の み 特 別 に4チ ー ム)

の 翻 訳 結 果 に 対 し て 、 専 門 家 に よ る 評 価(JPO

Adequacy Evaluation)も 行 っ た。 専 門 家 に よ る評 価

の 基 準 と して 、 特 許 庁 が 公 開 して い る 「特 許 文 献機 械

翻 訳 の 品 質 評 価 手 順 」6の 中 の 「内容 の伝 達 レベ ル の 評

価 」に従 っ て行 っ た。これ は 機 械 翻 訳 結 果 が原 文 の 実 質

的 な 内容 を どの 程 度 正 確 に 伝 達 して い る か を 、 人 手 翻

訳 の 内容 に 照 ら して 、 下 記5段 階 の 評 価 基 準 で 主 観

的 に 評価 す る もの で あ る。

・5:す べ て の 重 要 情 報 が 正 確 に 伝 達 さ れ て い る
。

(100%)

-4:ほ とん どの 重 要 情 報 は 正 確 に 伝 達 され て い る
。

(80%～)

-3:半 分 以 上 の 重 要 情 報 は 正確 に伝 達 され て い る
。

(50%～)

-2:い く つ か の 重 要 情 報 は 正 確 に伝 達 され て い る
。

(20%^')

-1:文 意 が わ か らな い
、 も しくは 正 確 に 伝 達 され て い

る重 要 情 報 は ほ とん どな い。(～20%)

 ク ラ ウ ドソー シ ン グ評 価 は テ ス トセ ッ トの 中か らラ

ン ダ ム に選 択 され た400文 を対 象 と して い る が 、内容

の 伝 達 レベ ル の 評 価 で はそ の うち の さ らに200文 に対

象 を絞 って 行 った 。

5.参 加 チ ー ム リス ト

 表1にWAT2015に 翻 訳 結 果 を提 出 した チ ー ム と、

各 チ ー ム が 参 加 した サ ブ タ ス ク の一 覧 を示 す 。 国 外 か

ら3チ ー ム が 参 加 し、 企 業 か ら4チ ー ム が 参加 した。

6

https;〃www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/chousa/tokkyohonyaku _hyou

ka.htm
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6.評 価 結 果

 図1に 内容 の伝 達 レベ ル の 評 価 結 果(Adequacy)

を示 す。 全 体 的 に 見 る と、以 下 の よ うな傾 向が あ る こ

とが わ か る。

・日本語 「か ら」 の翻 訳 よ りも 、 日本 語 「へ 」 の 翻 訳

の 方 が精 度 が 高 い

・日⇔ 中 よ りも 、 日⇔ 英 の 方 が 精 度 が 高 い

・韓→ 日は非 常 に精 度 が高 く、 実 用 レベ ル と言 え る

 ま た 図2に2種 類 の 自動 評 価(BLEU、 RIBES)と

2種 類 の 人 手評 価(Adequacy、 Crowd)の 結 果 を ま と

め た グ ラ フ を示 す 。Crowdは 日⇔ 英 評 価 に お い て は

Adequacyと 正 の相 関 を持 っ て い るが 、 日⇔ 中評 価 に

お い て は 必ず し も正 の相 関 を持 って は い な い 。 これ は

ク ラ ウ ドソー シ ン グ評 価 者 の 多 くが 日本 人 で あ り、 日

⇔ 英 よ りも 日⇔ 中 評 価 が難 しい た め で あ る 可能 性 が

あ る。 ま た ク ラ ウ ドソー シ ン グ評 価 者 は 文 字 の 全 角 半

角 の違 い な ど、 文意 に影 響 しな い よ うな 点 を評 価 して

い る 可能 性 が あ り、 これ が 結 果 に反 映 され て い る(特

に韓 → 日のSystem C)と も考 え られ る。

 2つ の 自動 評 価 手法 は 、 内容 の 伝 達 レベ ル の 評 価 と

概 ね相 関 して い る と言 え るが 、 韓 → 日のSystem Dの

評価 にお い て大 き く乖 離 して い る。 この 現 象 の 正 確 な

原 因 は ま だ特 定 で き て いな いが 、 可 能 性 の 一 つ と して

挙 げ られ る の が 、不 必 要 な 語 順 変 更 で あ る。 韓 国 語 と

日本語 は語 順 の変 更が ほ とん ど不 要 で あ る上 に、 そ も

そ もの翻 訳 精 度 が 高 い た め 、 ち ょ っ と した 語 順 変 更 誤

りが 人手 評 価 に悪 影 響 を与 え る可 能 性 が 高 い 。 つ ま り

文 の 途 中 の翻 訳 は 参照 訳 と完 全 に一 致 してい るが 、 先

頭 に 来 る べ き も の が末 尾 に来 て しま った りす る と、 全

体 的 な意 味 が 不 明 とな り、 自動 評 価 で は高 い ス コ ア と

な るが 人 手評 価 で は誤 っ た翻 訳 と判 断 され る ので あ る。

一般 的 に 「自動 評 価 ス コ ア は高 けれ ば高 い ほ ど人 手 で

見 た 時 の翻 訳 精 度 も 高 いが 、 自動 評 価 ス コ アが 低 いか

ら とい っ て悪 い翻 訳 とは限 ら な い」 と言 われ るが 、今

回 得 られ た結 果 は 「自動 評 価 ス コ ア が高 くて も 良 い翻

訳 とは 限 らな い 」とい うもの で あ り、非 常 に興 味深 い。

今 後 さ らに分 析 を進 め る予 定 で あ る。

 なお本稿では述べていない他の評価指標や、全参加

チームの全評価結果などは[2】にまとめられているの

で、参考にしていただきたい。

7.ま とめ と今 後 の展 望

 本稿ではWAT2015の 概要や結果などについて概説

した。12チ ームが参加 し、様々な手法での翻訳結果が

集まり、これらを分析することで様々な知見が得られ

た。提出された翻訳結果は近 日中に一般公開する予定

である。

 WATは 今後も毎年開催する予定であり、WAT2016

では新たな言語対を追加できる見通 しが立っている。

なお今回は行えなかったが、文脈を考慮 した翻訳評価

も今後行っていきたいと考えている。
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表1:WAT2015に 翻訳結果 を提出 したチーム と参加 タスクー覧

チ ー ムID

BJTUNLP

EHR

Kyoto-U

NAIST

Haver

NICT

ntt

Sense

TMU

TOSHIBA

WASUIPS

WEBLIO-EJ1

組織名

北京交通大学
Ehara NLP Research Laboratory

京都大学

奈良先端科学技術大学院大学

NAVER

情報通信研究機構
NTTコ ミュニ ケー シ ョン科 学 基 礎 研 究所

ザールラン ト大学&南 洋理工大学

首都大学東京

東芝

早稲田大学

ウ ェ ブ リオ

科学技術論文

JE

!

!

!

!

!

!

EJ

1

!

!

!

!

!

!

JC

!

!

!

CJ

!

!

!

1

!
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機械翻訳事始め[VI]

     坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

 今 回 は 、 日本 で 初 め て、 機 械 翻 訳 の 国 家 プ ロ ジ ェ ク

トと して 、1982年 度 か ら90年 度 にか けて 、 科 学 技 術

庁 の 科 学 技 術 振 興 調 整 費 で 行 わ れ た 、「日英 科 学 技 術 文

献 の 速 報 シ ステ ム に関 す る研 究 」に つ い て 、文 献1)と

文 献2)を も とに 、 報 告 します 。

い て 昭 和57会 計 年 度(1982年 度)か ら3年 間(そ の

後 予 算 な どの 都 合 で4年 間 に 修 正 され た)に わ た っ て 、

「日本 科 学 技 術 文 献 速 報 シ ス テ ム に 関 す る研 究 」(通

称:MUプ ロ ジ ェ ク ト)を 発 足 させ る こ とを 決定 した 。

2.科 技庁の研究 の背景 と成果

1.は じ め に

 言語の機械翻訳は長年の夢であった し、現在もそ う

である。言語は人間の頭脳活動の最も具体的な表れで

あり、言語活動は人間の頭脳活動のメカニズムが解明

されない限 り、十分に解明されるところにはならない

だろう。 したがって、言語の機械翻訳とい う問題に直

接取 り組むことは無謀であるということができる。 し

か し1950年 代の終わりごろか ら始められた機械翻訳

の研究は、途中う余曲折はあったものの、多 くのこと

を明 らかにしてきていた。 したがって、これを総合化

してしっかりしたシステムを作れば、ある程度使える

システムが作れるだろうという期待をここ十年間くら

い前から持っていたのである。 しかしそれを具体的に

示すためには、いくつかの条件が必要であった。それ

は、強力な計算機処理能力を使えること、かなりの人

数の研究者による数年間の集中した研究開発作業が必

要なこと、そのための研究費と研究体制をどうするか

という問題であり、これは1大 学の1研 究室ではでき

るものではなかった。

 一方、機械翻訳に対する社会的要請は、ここ数年非

常に大きくなってきてお り、また、日本の科学技術活

動の実態 を諸外国に知らせることが、国としても必要

となってきた。幸いにも国はこのような状況をよく認

識し、科学技術会議は科学技術振興調整費の一部を用

 科学技術の高度化に伴い、研究者がより創造的かつ

効率的な研究活動を進めていく上で、膨大な量の最新

の科学技術情報を随時利用することが不可欠となって

きた。 このような科学技術情報の うち外国語で書かれ

た文献(海 外科学技術文献)が 全体の70%を 占めてお

り、これらの文献を利用する際には翻訳の需要が非常

に強く、文献量の増大によりこれら文献の翻訳の機械

化が求められている。

 また、わが国の科学技術の発展に伴い、またこれ ら

が国際的にも認められてきたことから、わが国の科学

技術文献の海外への提供が強 く求められてきているが、

言語の障害により十分にこれに対応できない状況であ

る。

 これ らの問題を解決するために、近年進歩の著しい

情報技術を利用 した日英科学技術文献の速報システム

の実現が望まれている。

 このため、科学技術庁は科学技術会議の方針に沿っ

て昭和57年 ～60年 度の4年 間にわたり、科学技術振

興調整費により、「日英科学技術文献の速報システムに

関する研究」を実施 しました。本研究は、諸外国との

科学技術文献交流促進の必要性に鑑み、それら文献(抄

録)の 翻訳を効率的に行 うために、科学技術用語辞書

データベースを用いて科学技術文献を翻訳するための

構文パターン方式による日英(英 日)言 語処理 ソフ ト
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ウェアの開発、科学技術分野の専門用語を収集、整理

し、コンピュータで利用可能な形に編集 した日英科学

技術用語辞書データベースの開発、そして、これらを

統合 して利用する翻訳システムの開発、を目標に進め

られ ました。

 そのうち、構文パターン変換方式による日英(英 日)

言語処理 ソフ トウェアの開発においては、強力な機械

翻訳用 ソフ トウェアシステムGRADEを 開発 し、これに

よって日英 ・英 日翻訳文法を作成 し、また、形態素解

析と形態素生成の各サブシステムを開発 しました。 日

英科学技術用語辞書データベースの開発においては、

名詞辞書 として7万 語の日英翻訳辞書、2万 語の英日

翻訳辞書、動詞辞書として5千 語に及ぶ翻訳辞書を作

成 した。 また、総合システムの開発では言語処理シス

テムと翻訳辞書を統合 して 日英 ・英 日翻訳を行 う総合

システムの開発を行った。

                 昭和62年3月

      科学技術庁科学技術振興局長 藤咲浩二

3.研 究 の趣 旨

(D科 学技術は、ますます高度なものとなり、その知

  識の質 ・量ともに加速度的に増大している。研究

  者がより創造的かっ広範な分野にわたる膨大な量

  の最新の科学技術情報を随時利用することが不可

  欠となっている。

(2)わ が国においては、科学技術文献サービスは、日

  本科学技術情報センター、通商産業省工業技術院

  情報計算センター、農林水産省農林水産研究情報

  センター、大学等で行われているが、こうした機

  関では近年の科学技術の高度化、研究活動の活発

  化により取り扱 う文献の数が極めて膨大なものと

  なっている。

  そして、外国語で書かれた文献(海 外科学技術文

  献)が 、全体の70%を 占めるとい う状況にある。

(3)従 来このような海外科学技術文献を国内で利用す

  る際には翻訳の需要は非常に強 く、多くの文献が

  翻訳され、利用されている。またこれらの文献を

  データベース化する際には専門の翻訳技術者によ

  りアブス トラク ト等の翻訳を行ってきた。

  しか し、量の増大によりこうした作業の機械化、

  省力化が求められている。

(4)一 方、わが国の産業活動、科学技術活動が益々高

  度化 し、国際化するに伴い、わが国の科学技術情

  報は益々国際的に利用されつつあり、科学技術情

  報活動の国際化が必須の問題 となってきている。

(5)と くに、近年わが国の高度な科学技術水準に注目

  した欧米先進国や、わが国が研究協力等で重要な

  役割を演じている発展途上国等から、わが国の科

  学技術文献の提供が強く要請 されているが、言語

  が障壁 となって十分これに対応できない状況にあ

  り、対応策が求められている。

(6)こ うした問題を解決するために近年進歩の著しい

  情報技術を活用 した日英科学技術文献の速報シス

  テムの実現が望まれる。

  本研究は、現在実用化 されているコンピュータ技

 術を前提に構文パターン変換方式による速報シス

  テムを構築することによ り最終的には、科学技術

  文献アブス トラク トの翻訳作業を支援することを

  ね らい とする。

4.研 究概 要

 諸外国との科学技術文献交流促進の必要性に鑑み、

それら文献(抄 録)の 翻訳を効率的に行 うため

① 科学技術用語辞書データベースを用いて科学技術

  文献を翻訳するための構文パターン変換方式によ

  る日英(英 日も含む。以下同 じ)言 語処理 ソフ ト

  ウェアの開発。

② 科学技術分野の専門用語を収集、整理 し、コンピ

  ュータで利用可能な形に編集 した 日英科学技術用

  語辞書データベースの開発。

③ これらを統合 して利用 しうる翻訳システムの開発、

  を行 う。
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(1)言 語処理システムの開発

① 構文バターン変換方式の開発

 既存のコンピュータ技術を前提に、科学技術文献を

言語処理する構文パターン変換方式の手法を開発する。

② 日英言語処理ソフ トウェアの開発

 構文パターン変換方式の手法を利用 して、日本語か

ら英語へ、また英語から日本語へ科学技術文献を言語

処理するためのソフ トウェアを開発する。

(2)日 一英科学技術用語辞書データベースの開発

① 日一英専門用語集の分析、対訳シソーラスの作成、

  既存文献からの対訳語の抽出及びこれらの辞書デ

  ータへの編成

 科学技術分野全般の日一英専門用語集の分析、対訳

シソーラスの作成及び既存文献からの対訳語抽出を行

い、これ らのデータを日一英科学技術用語辞書作成の

ための入力データに編成 し、データベース化する。

② 科学技術用語辞書作成 ・管理システムの開発

 日英科学技術用語辞書データベースの設計を行い、

当該辞書データベースを作成 ・管理するシステムを開

発する。

③ 翻訳のための動詞辞書の作成

 文章に現れ る動詞、形容詞等の翻訳辞書を作成する。

(3)総 合 システムの開発

① ファイル管理システム及び編集 ソフ トウェアの開

  発

 ファイル管理、更新を行 うソフトウェア及び入出力

時の編集 を行 うソフ トウェアを開発する。

② 総合運用管理システムの開発

 以上を総合的にシステム化 した利用、運用のための

管理 システムを開発する。

(4)研 究推進

 上記の研究の効率的推進のため研究実施計画、実施

状況等必要な事項について連絡調整を行 うとともに研

究結果の検討を行 う。

 この 目的にそって、科学技術文献の日英翻訳システ

ム、英 日翻訳システムの2つ のシステムを作ることに

なった。文献の分野としては種々検討の末、われわれ

システム開発者が理解 しやすい電気工学分野をとるこ

とに し、 日本語文献としては日本科学技術情報センタ

ーの電気工学分野の文献速報のタイ トルお よび抄録文、

英語文献としては、INSPECの 同 じ分野の抄録を

とることにした。研究開発グループとしては、京都大

学、電子技術総合研究所(ETL)、 日本科学技術情報

センター(JICST)、

 工業技術院筑波情報計算センター(RIPS)の4

者が協力 して研究開発することになった。研究開発の

分担は次のようである。京都大学は機械翻訳用 ソフ ト

ウェアの開発、解析、変換、生成の文法規則の開発、

解析 ・変換 ・生成の文法規則の開発 ・解析 ・変換 ・生

成に用いる辞書情報の種類の決定、各単語に対 してそ

れ らの情報を与える作業基準の作成、変換部分の辞書

データの一部の作成などを担当した。ETLは 形態素

解析、形態素生成のソフ トウェアとその辞書の作成、

解析のための用言辞書の作成を担 当した。JICST

は主として体言辞書の作成を担当した。体言は一般用

語のほかに大量の電気工学分野の専門用語を含む。R

IPSは 京都大学が作る機械翻訳システムに入力部分、

テキス ト出力部分、対話的修正部分、辞書の保守に関

するソフ トウェアなどを付け加え、機械翻訳のための

総合システムを作ることになっている。

 【参 考 文 献 】

 1)長 尾 真 、 辻 井 潤 一 、 中村 順 一 、 坂 本義 行 、鳥 海

剛 、佐 藤 雅 之 、「科 学 技 術 庁 機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トの概

要 」、 「情 報 処 理 」、Vol.26、 No.10,1985.

 2)科 学 技 術 庁 科 学 技 術 振 興 局 、 昭 和57年 度 ～60

年 度 科 学 技 術 振 興 調 整 費 「日英 科 学 技 術 文 献 速 報 シ

ス テ ム に関 す る研 究 」。
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表1 年 次 計 画

研究項目

(D 言語処理システムの開発

① 構文パターン変換方式の開発

② 日英言語処理 ソフ トウェアの開発

(2)

0

②

③

日一英科学技術用語辞書

日一英専門用語集の分析、対訳シ

ソーラスの作成、既存文献からの

対訳後の抽出及び これ らの辞書デ

ータの編成

科学技術用語辞書作成 ・管理シス

テムの開発

翻訳のための動詞辞書の作成

(3) 総合システムの開発

① ファイル管理システム及び編集 ソ

  フ トウェアの開発

② 総合運用管理システムの開発

(4) 研究推進

所 要 経 費(合計)

1982年 度

基本 ・詳細設計

基本 ・詳細設計

1983年 度 1984年 度

システム開発

システム開発

デ ー タの 収 集 ・分 析 ・デ ー タベ ー ス化

基本 ・詳細設計 システム開発

デ ー タ の収 集 ・分 析 ・デ ー タベ ー ス 化

基本 ・詳細設計 システム開発一
基本 ・詳細設計 システム開発一

132百 万 円 163百 万 円 162百 万 円

1985年 度

性能試験

運用試験

161百 万 円
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表2 研究実施体制及び所要経費

(単位:千 円)

研究項 目

(1)言 語処理 システム

 の開発

① 構文パター ン変

  換方式の開発

② 日英言語処理ソフ

   トウェアの開発

(2)日 一英科学技術用

 語辞書データベー

  スの開発

① 日一英専門用語

  集の分析、対訳シ

  ソーラスの作成、

  既存文献か らの

  対訳語の抽出及

  び これ らの辞書

  データへの編成

② 科学技術用語辞

  書作成 ・管理 シ

  ステムの開発

③ 翻訳のための動

  詞辞書の作成

(3)総 合システムの開発

① ファイル管理シス

  テム及び編集ソフ

   トウェアの開発

② 総合運用管理 シ

  ステムの開発

(4)研 究 推 進

合 計

担当機関

通商産業省工業技術

院電子技術総合研究

所(一 部 を京都 大学

に委託)

通商産業省工業技術院

電子技術総合研究所

科学技術庁研究開発

局(日 本科学技術情

報センターに委託)

科学技術庁研究開発

局(日 本科学技術情

報センターに委託)

通商産業省工業技術

院電子技術総合研究

所

通商産業省工業技術

院計画課(情 報 計算

センター)

通商産業省工業技術

院計画課(情 報 計算

センター)

科学技術庁研究調整

局、振興局

1982年 度

78,934

 38,267

(30,587)

 40,667

46,761

4,377

38,544

3,840

4,960

1,920

3,040

1,023

131,678

1983年 度

57,513

46,748

(43,148

10,765

79,262

21,234

29,700

28,328

25,736

18,501

7,235

703

163,214

1984年 度

67,310

 56,541

(48,901)

 10,769

72,313

39,601

13,200

19,512

21,199

16,103

5,096

869

161,691

1985年 度

24,921

 20,150

(19,139)

 4,771

111,061

64,917

5,280

40,864

23,628

10,704

12,924

:・

160,502
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表3研 究推進委員会

委  員

真

昭

男

博

夫

寛

裕

行

夫

剛

浩

雄

郷

雄

博

夫

↓

久

 

輝

敏

 
 
英

 

 
 
義

征

 

 
 
邦

浩

鎮

 
 
静

賢

定

尾

沢

綿

瀬

山

木

薙

本

藤

海

井

島

村

原

一

谷

田

辺

長

相

石

猪

内

柏

草

坂

佐

鳥

中

中

野

藤

淵

水

村

渡

0

所 属

京都大学 工学部教授

NHK 放送技術研究所画像研究部主任研究員

茨城大学 教養部教授

東京大学 工学部教授

(財)日本特許情報機構 常務理事

通商産業省 工業技術院電子技術総合研究所電子計算機部長

筑波大学 文芸 ・言語学系教授

通商産業省 工業技術院電子技術総合研究所 ソフ トウェア部主任研究官

科学技術庁 振興局管理課情報室長

日本科学技術情報センター 参事

常盤大学 人間科学部コミュニケーション学科教授

通商産業省 工業技術院計画課長

日本電信電話公社(株) 基礎研究所情報通信基礎研究部言語処理研究グループリーダー

千葉大学 理学部教授

(財)新世代コンピュータ技術開発機構 常務理事 ・研究所長

東京女子大学 文理学部教授

情報処理振興事業協会 技術センター特別研究員

通商産業省 工業技術院計画課研究情報管理企画室運営班長

(注:○ は推 進 委 員 長 、1986年3月 現 在)
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蕨 ゴ;禦 靴 ・

tad:;x?f嚥嵐鍮 徽 罐.、  _"み 蕪 描

音声翻訳の国家プロジェク ト

   隅田 英一郎

情報通信研究機構(NICT)

 国 家 プ ロジ ェ ク ト 「グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

計 画 」1で は 、2020年 の東 京 オ リン ピ ッ ク ・パ ラ リン

ピ ッ クを 「言 葉 の 壁 」 のな い社 会 の シ ョー ケー ス と し

て 、 多言 語 音 声 翻 訳 シ ステ ム につ い て世 界 に発 信 す る

こ とを 目指 して い る。 本 稿 で は 同計 画 にお け る 多言 語

音 声 翻訳 シ ステ ム の 到 達 点 の イ メー ジ とそ こ へ の道 筋

に つ い て説 明 す る。

に 向 けた イ ノベ ー シ ョン の懸 け橋 ～ 」(平 成26年6月

24日 改 定 閣議 決 定)に お い て 、 「科 学技 術 イ ノベ ー

シ ョンが 取 り組 む べ き課 題 」 と して 「個 々 人が 言 語 や

文 化 の 壁 を超 え るた めの 多言 語 音 声認 識 や 翻訳 技 術 」

が 明 記 され て い る。この他 に も2020年 開催 の 東京 オ リ

ン ピ ッ ク ・パ ラ リン ピ ック を マ イル ス トー ン に 多 くの

施 策 で 多 言 語 対 策 の 加 速 が うた われ て い る。

1.背 景

 2015年 は 多 くの外 国 人 が 日本 を訪 れ 秋 に 「1,500万

人超 え」 を記 録 し、年 内 に2,000万 人2を うか が え る状

況 で あ る。

 一 方 、訪 日外 国 人 と 日本 人 の 間 に は依 然 と して 「言

葉 の壁 」 が立 ちは だか って お り、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

不足 に よ る様 々な 問 題 や 機 会 損 失 が 多数 存 在 して い る。

そ こで 、「言 葉 の壁 」を な く し自 由 で グ ロー バ ル な コ ミ

ュニ ケー シ ョン を実 現 す る た め 、 多言 語 音 声 翻 訳 技術

を 高度 化 す る と とも に社 会 へ 実 装 す る た め の技 術 の確

立 が 必 要 とな る。

 「グ ロー バ ル コ ミュニ ケ ー シ ョン 計 画 ～ 多 言 語 音

声 翻 訳 シ ス テ ム の社 会 実装 ～」(平成26年4月11日 総

務 大 臣 発 表)に お い て は 、世 界 の 「言 葉 の壁 」 を な く

しグ ロー バル で 自由 な 交流 を 実現 す る た め 、 情 報 通 信

研 究 機構(以 下 、NICT)が 開発 した 多 言 語 音 声 翻 訳 技

術 を高 度 化 し、社 会 実 装 を推 進 して い く こ と と して い

る。

 総 合 科 学技 術 ・イ ノベ ー シ ョ ン会 議 が 取 りま と め た

「科 学 技 術 イ ノベ ー シ ョン 総合 戦 略2014～ 未 来 創 造

'http://www .soumu.go.jp/main _Content/000285578.pdf
2「 観 光立 国実現 に向 けた ア クシ ョン ・プ ログ ラム2014」(平 成

26年6月 且7日 観 光立国推 進 閣僚会 議)に お いて は、2020年 ま

でに訪 日外国人旅 行者 数2㎜ 万人 にす る ことを 目標 に掲 げ た。

2.推 進 体 制

 グ ロー バ ル コ ミュニ ケ ー シ ョン 計 画 を遂 行 す る た め

に 、NICTは2014年9月 に先 進 的 音 声 翻 訳研 究 開発 推

進 セ ン ター3をN[CT内 に設 置 し、民 間 企 業研 究 者 の加

入 に よ りオ ー ル ジ ャパ ン の研 究 開 発 体 制 を確 立 した。

 さ らに、2014年12月 に は 、 産 学 官 の 力 を結 集 して

多 言 語 音 声 翻 訳 技 術 の精 度 を 高 め る と と もに 、 そ の成

果 を様 々な 分 野 の ア プ リケー シ ョン に 適 用 して 社 会 実

装 して い くた め に必 要 な検 討 を行 い 、 グ ロー バル コ ミ

ュ ニ ケー シ ョン計 画 の推 進 に 資 す る こ とを 目的 と して 、

グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 開 発 推 進 協 議 会aが 設

立 され た。

3
 http://www2.nict.go.jp/astrec/
a
 http://gcp.nict.go.jp/
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会長 劃金長

幹事会

全体の活動方針等

事 務局

(MCT)

研究側搬部会

多言語音声翻訳システムの研究開発の推進

①多言語音声翻訳 技術の勤向調査
②観究開発、サービス開発ロードマップの策定

⑤音声翻訳に関わる性能評価

⇔
馳

総会、部会等の開催等

㎜ 家蘭艶プロジヱクトチーム

多言語音声翻訳システムの開発

①研究開発のmド マップの作成

②エンジンの開発.提 供

②コーパスの整備 、提供

④ライセンス条件の検酎

雲用化侃進部会

多言語音溝翻訳システムの実用化の促進

①社会実証プロジェクトに向けたサービス開発方
 針の検討

②ベストブラクティス(活用事例)の共有、発信
3;実用化に向けた課題の抽出、解決方策の検討

④周知・広報の推進

(各部会の下に適宜ワーキンググループをm)

    図1 協 議会 の体制

 本推進協議会の設立には、経済界、情報通信事業者、

学識経験者等、産学官の幅広い分野から参加があり、

研究者 ・事業者 ・利用者等が結集 した5。図1の 体制

で連携 してお り、研究開発部会 と実用化促進部会の2

部会で、長期的な技術開発 というシーズの側面 と実際

の利用場面で必要となる改良や周辺技術等ニーズの側

面の両面からの検討を進めている。

3.対 象 分 野

 実用化促進部会で、有識者にご意見をいただき、多

言語音声翻訳技術を社会実装する際の具体的なサービ

スイメージを検討している。主な対象分野は、①医療

分野、②ショッピング分野、③鉄道、タクシー、宿泊

施設を含む観光分野 となっている。この他、分野共通

の必須機能を提供するプラットフォームのあり方にっ

いても議論を行っている。

3.1.医 療

 近年、外国人の旅行者 ・定住者が急増 してお り、医

療機関での外国人対応が課題となっている。医師によ

る診 断 、 看 護 士 に よる ケ ア 、薬 剤 師 に よ る服 薬 指 導 、

等 、病 院 内 の様 々 な場 面 で の利 活 用 が期 待 され て い る。

 一 方 、 医療 は 「命 に係 わ る」 分野 で あ り、誤 認 識 、

誤 訳 の 問題 へ の懸 念 が あ る。 これ に 対 して は 二 つ の 回

答 が あ る。 一 つ は 、本 当 に シ ビア な 条件 で は 、 人 間 の

医療 通 訳 者 に対 面 で対 応 して も ら う、 よ り深 刻 で な い

場合 は 、 医療 通 訳 者 に 電 話 を介 して 対 応 して も ら う、

通 常 の場 面 で は 自動 通 訳 を使 うな ど 、状 況 に よ り棲 み

分 け た運 用 を行 うこ とが 不 可 欠 とな る。 逆 に 、例 え ば

手術 室 の 中 は、 資 格 の 問 題 で 人 間 の 通 訳 者 が 入 りに く

い とこ ろ があ り、 シ ビア な 条 件 で も機 械 の 翻 訳 が 期 待

され る場 合 もあ る。 も う一 つ は 、 医 療 の コ ミュニ ケ ー

シ ョンで は 、 通 訳 は 一 つ の チ ャ ネ ル に す ぎず 、 表 情 、

動 作 、バ イ タル 等 を 見 て トー タル で 判 断 が な され るの

で 、 過 度 な 心 配 は不 要 で あ る。 む しろ 、 言 葉 が 一 言 も

分 か らず 、 言 葉 の チ ャ ネル が 閉 じた状 態 で は コ ミ ュニ

ケ ー シ ョンが成 立 しな い こ とが 多 く、 ホ ス ピ タ リテ ィ

の 低 下 や 医療 過 誤 が 懸 念 され 大 き な課 題 とな っ て い る。

3.2.シ ヨ ツ ピ ン グ

 近年 、百 貨店 、量 販 店 か ら コ ン ビニ まで 、「爆 買 」 と
52015」L20現 在 133会 員
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言 われ る勢 い で海 外 か らの 旅 行 者 に よ る大 量購 入 が急

増 してい る。 シ ョ ッピ ン グ を しな い旅 行 者 は い な い わ

け で 、 こ こで の コ ミュニ ケ ー シ ョン の壁 の解 消 の効 果

は絶 大 で あ る。 これ まで も、 電 話経 由 の 人 間 の通 訳 を

利 用 した り、 指 差 し会 話 帳 を活 用 した り、様 々 な 手段

が 試 み られ て い る。 しか しな が ら、 電話 通訳 に連 絡 す

る まで も な く、 指 差 し会 話 帳 の利 用 が 必 ず し もベ ス ト

でな い場 合(例 え ば 、「トイ レは どこ です か?」)、 指 差

し会 話 帳 にな か った りす る よ うな場 合(例 え ば 、「○ ○

の製 品 は どこで す か?」)な どに、自動 音 声 翻 訳 へ の期

待 が 大 き い。 そ の 場 で 即 応 す るス ピー ド感 が 必 要 な こ

とも多 く、 両 手 の 自由 にな る ウエ ア ラブ ル端 末へ の期

待 も大 きい 分 野 で あ る。 ま た 、 商 品 説 明 のパ ネル や タ

グの 活 用 も重 要 で あ る。 音 声 で な く文字 認 識 やQRコ

ー ドな ど と 自動 翻 訳 の 連 携 も必 要 とな る。 さ らに 、 リ

コ メ ンデ ー シ ョンの シ ステ ムや 在庫 管理 シス テ ム との

連 携 な ど統 合 的 な サ ー ビスが 期 待 され る 分 野 で あ る。

また 、 免 税 制 度 の 改 正 へ の 対応 、 レス トラ ンや 食 品売

り場 で は ハ ラル な ど タ ブー へ の 対応 も関 連 して くる。

3.3.観 光

 普通の人々にとって、最重要な分野が観光である。

言葉の壁の克服は、観光体験を一段上の快適なものに

変えることが期待 されるし、結果、 リピータを増や し

て、日本の観光立国に多いに貢献する。

 人間の観光ガイ ドであれば、例えば英語等の一っの

言語で説明することになるが、自動通訳システムであ

れば、言語の異なる観光客の個々の言語に合わせて、

説明を同時に多言語で配信することも可能になるし、

ガイ ドは日本語 さえできればよいので、観光ガイ ドの

様々な制約がとれ、ガイ ドの利用拡大が期待 される。

 訪 日外国人が、日本国内で観光等のために交通機関

を利用して移動す る場合、タクシー ・電車等の利用が

想定され る。鉄道では、乗換案内、切符 ・[Cカー ドの

払い戻し、忘れ物対応、車内 ・駅内での遅延等の案内

放送などの場面での音声翻訳の活用が期待 される。タ

クシーの中では、 ドライバーは前方を見ている必要が

あるので、翻訳結果の表示や翻訳に係るや りとりにつ

いて工夫が必要となる。鉄道やタクシーで共通の課題

となるのは騒音である。大きい騒音の中で音声認識 を

成立させ るために、マイクなどハー ドウエアの工夫や

ソフ トウエアによる雑音抑圧が重要課題 となる。

 また、個人営業の多いタクシーや小規模な宿泊施設

では運用費用も問題 となる。 このようなビジネスモデ

ルの検討も必要である。

4. 技術 課題

 NICTが 開発 してきた多言語音声翻訳システムは、

短い旅行会話の翻訳を比較的精度よく実現している。

他方で、この多言語音声翻訳システムを実際の社会に

おいて実用 レベルで使 うためには、多言語音声翻訳シ

ステムの性能向上に加えて、実際の社会における実証

実験を通じて得 られた知見をフィー ドバックしながら、

研究開発に取り組む必要がある。 ここで2つ の技術を

例に説明する。

4.1.雑 音抑圧 技術

① 概要

 医療やショッピングや観光地など屋内外の様々な場

面、タクシーや鉄道等の公共交通機関等の騒音下での

多言語音声翻訳システムの利活用では、様々の擾乱が

マイクに入力され、その影響で音声認識精度が劣化 し、

翻訳精度も劣化を引き起こす。

 その悪影響を軽減するため、発話者がマイクに入力

した音声情報か ら雑音成分を抑圧 し、発話者の音声を

より明瞭化 した上で、当該音声情報を多言語音声翻訳

システムへ と入力する雑音抑圧技術の研究開発が不可

欠になる。例えば、小売店、量販店、百貨店、交差点、

乗車券窓口、鉄道、バス、タクシーの走行中の会話が

できることを目指す必要がある。

② 技術課題

 雑音抑圧技術は環境(例:雑 音の種類、大きさ、音

声入力デバイス、認識エンジンの音響モデル)に 大き

く依存する。高雑音環境下では、雑音抑圧を行わなけ
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れば精度高く認識できないが、一方で雑音抑圧量を上

げ過ぎると利用者の音声 自体も抑圧 してしまい、認識

結果の誤 りを増加させる場合もある。このため、利用

環境によって適切な動作パラメータを設定する必要が

ある。音声入カデバイスに内蔵 した複数のマイクによ

り発話者の音声を指向性集音することで雑音下での認

識精度の改善が期待されるが、これを有効にするため

には指向性の向きと範囲を最適化する必要がある。利

用者の音声自体を抑圧せずに、十分な雑音抑圧を達成

するためには、発話 ・騒音を識別 して分離する音源分

離技術、及び発話者の位置と周囲の騒音の位置 ・音量

に基づき、指向性の向きと範囲を制御する適応 ビーム

フォーム技術を、利用者の状況に応 じて リアルタイム

処理する必要があると考えられるが、現状は音声入カ

デバイス毎にチューニングした固定方向 ・固定範囲の

指向性 となっている。発話者の位置 と周囲騒音の位

置 ・音量の変化に追随 して雑音抑圧を実現可能とする

適応集音技術を確立する必要がある。

4.2.効 率 的 に翻 訳 精 度 を 上 げ る半 自動 学 習

   技術

① 概要

 対訳コーパスに基づく自動翻訳技術が進展 したが、

高精度が実現できている専門分野向けシステムにおい

ても、モデルの不完全性等に起因して一定量の翻訳の

誤 りは避けられないのが現状である。自動翻訳技術は

仮名漢字変換システムのように自動的にチューニング

されエラーが削減されることはなく、現状ではログの

オフラインでの分析 とそれに基づく改良が必要であり

迅速には成 し得ないという点に限界がある。こうした

状況において、誤訳と正訳の識別技術、及び、誤訳を

正訳に変える技術の研究開発が不可欠である。初期の

翻訳率が70%の 場合で、10%改 善 して80%と なるよう

な効果が期待される。

② 技術課題

 ア)自 動翻訳結果に信頼度を付与する技術 複数

の機械翻訳結果の出力や翻訳の信頼度に関す

  る自動学習機能を利活用することで、自動翻訳

  結果に信頼度を付与する技術を確立する。また

  翻訳結果に対 してユーザーが評価 をつけるな

  どの外部入力を用いて信頼度を付与する技術

  を創出する。

イ) 自動翻訳結果の信頼度を利用 してシステムを

  改良する技術 入力された翻訳対象の文章 と、

  それに対する信頼度の高い翻訳結果の集合か

  らモデルを生成 し、最初に作 られた翻訳モデル

  と混合 し、自動的に改良する技術を確立する。

  翻訳結果の信頼度の低い文を自動選択 し、人手

  翻訳することで、翻訳量を削減する。ある。こ

  うした状況において、誤訳と正訳の識別技術、

  及び、誤訳を正訳に変える技術の研究開発が不

  可欠である。初期の翻訳率が70%の 場合で、

  10%改 善 して80%と なるような効果が期待 さ

  れる。

ウ)フ ォールバ ック機能を利用 したシステムの改

  良に関する技術 翻訳の信頼性が高くない時

  に、ユーザーが人手翻訳を呼び出す機能(フ ォ

  ールバソク)を 実現することで、フォールバ ソ

  クによって得 られる翻訳 と原文の対を機械翻

  訳の改良に自動的に利用できるような技術を

  開発する。

エ)複 数フィー ドバックを利用 したシステムの改

良に関す る技術 同 じ文章について複数個の

自動翻訳結果を生成 し、どの翻訳結果のどの部

分を集めれば正 しい意味の翻訳 となるかに関

して、自動改良する技術の研究。また、複数の

評価者の評価結果の利活用も検討する。

5.実 証 実 験

 初めに述べたように、政府は、訪 日外国人を増やす

ことを目標としてお り、これを加速する手段の一っと

して多言語音声翻訳システムの研究開発及び社会実装

に取 り組むこととしている。

 都市のインフラとして多言語サポー ト整備の必要性
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が急速に高まっていて、特に災害が発生 した時や病気

になった時な どでも、 日本語を話すことができない外

国人の安心 ・安全を確保するためには 「言葉の壁」を

越えた意思疎通が不可欠であるが、訪 日外国人の使 う

多言語の通訳 ・翻訳サービスを人手で提供するのには

限界がある。 このため、多言語音声翻訳技術を用いた

翻訳サー ビスが病院、ショッピングセンター、観光地、

公共交通機関等の生活拠点に導入され、 日本語を理解

できない外国人でも日本国内で 「言葉の壁」を感 じる

ことなく、我が国の生活で必要なサー ビスを利用でき

るようにすることが必要となる。

 NICTが 開発 してきた多言語音声翻訳システムは、

日英中韓の4か 国語間の短い旅行会話の翻訳を比較的

精度よく実現 している。他方で、この多言語音声翻訳

システムを実際の社会において実用 レベルで使 うため

には、多言語音声翻訳システムの性能向上に加えて、

実際の社会における実証実験を通 じて得られた知見を

フィー ドバ ックしながら、研究開発に取 り組む必要が

ある。

 このため、平成27年 度5月 に総務省委託研究の平成

27年 度情報通信技術の研究開発である 「グローバルコ

ミュニケーション計画の推進 一多言語音声翻訳技術

の研究開発及び社会実証一1.多 言語音声翻訳技術の

研究開発」6への提案が公募 され、パナソニック株式会

社 、日本 電 信 電 話 株 式 会 社 、パ ナ ソニ ッ ク ソ リュー シ

ョ ンテ ク ノ ロ ジー株 式 会 社 、株 式 会仕KDD[研 究所 、

株 式 会 社 み ら い翻 訳 、NICTが 委 託 先 と して選 定 され

た。 さ らに 、 上 記 団 体 に 東 日本電 信 電 話株 式 会 仕 、株

式 会社 日立製 作 所 、パ ナ ソニ ック シ ステ ム ネ ッ トワー

ク ス株 式 会 社 、KDD[株 式 会 社 、富 士 通株 式 会 社 、株

式 会社 富 士通 研 究所 、 エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ ・ア ドバ ン ス

テ ク ノ ロジ株 式 会社 、株 式 会 社 エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ ・デ

ー タ経 営 研 究所 を加 え た14団 体 で
、 「総務 省 委託 研 究

開 発 ・多言 語 音 声翻 訳技 術推 進 コ ン ソー シア ム 」7(以

下 「本 コ ン ソー シ ア ム」)を2015年10月26日 に設 立

した。本 委 託 に よ って 、実 際 の 社 会 で利 用 可 能 で あ り、

か っ 、翻 訳 サー ビス を提 供 す る企業 が 共 通 して利 用 可

能 な 多言 語 音 声 翻 訳 プ ラ ッ トフ ォー ムが 実 現 され る こ

とが期 待 され る とこ ろ で あ る。

6.関 連 の 動 き

 NICTの 音 声 翻 訳 の ス マ ー トフ ォ ン 用 ア プ リ

VoiceTraBが 大 幅 に改 善 され た 。 VoiceTraに 対 す る関 心

は 全 国 で 高 ま っ てお り、 各 地 ・各 分野 で利 用 実験 が 始

ま っ て い る。例 え ば 、沖 縄観 光 協 会 、八 王子 観 光 協 会 、

名 古屋 テ レ ビ塔 を は じめ とす る多 言化 対 応 に積 極 的 な

団 体 、 京急 、 東 京 メ トロ、 りん か い線 、上 信 鉄 道 を は

じめ とす る鉄 道 事 業 会 社 、 交 番 業 務や 警 備 な どの 多 言

灘
駅

貝三
越

  ダド鰍 鱈 、
 …          自治体

一 一 輪 珊 縛 う:
         一 &

禰 署 侮
「噛   回
5墨糠て丁   固

aヒfo「m 5

, 藤,
,       や

D日Y賢 〕naヒempaヒ

nark Caksi?

  ヲクンー嘩り煽
;:  acこで了勢ξ

価
一 a札 コ拙 τ濫 融 欝 Take tedetak di l。。「

製

 ThpY 4cn

Cam vhaハbuろ9ヒn:a

纏紳
観光埴・レストラン

   つ

 こ濠.達

② 鱒
  6幽 ∬ ■ 一而

臨 櫓 デ'←ト 轡 ≡

-ilu;ket.   脚 具 離A耀 稗 臥

              i&F7,3§ ゼ蹴.  、 」  ・秘 ・・

             ∴ 乙読 町 舗 息

〆 一 難 蓬,・ 勲論禦 ・・.雛

   鑑 灘 顧 嘱◎"プ'
         翼タクシー        )einesen5,MI  気胴悪いrX

図2多 言 語 音 声 翻 訳 技 術 イ メ ー ジ

          23



語 化 課 題 を抱 え る 岡 山県 警 を は じめ とす る警 察 、 東 京

マ ラ ソンや 東 京 国際 ユ ー スサ ッカー 大 会 の よ うな 外 国

人 が 多数 参 加 す る ス ポー ツ大 会 な どが あ る。App Store

あ る い はGoogle Playで"VoiceTra"を 検 索 して ダ ウ ン

ロー ドし無 料 で利 用 で き るの で 、VoiceTraを 実 際 に使

っ て 、音 声翻 訳 技 術 の 現 在 の 実 力 を知 り、2020年 の ゴ

ー ル を想 像 して いた だ けれ ば 幸 甚 で あ る
。

 音 声 翻 訳 ソフ トウエ ア を 搭 載 す るハ ー ドウエ ア の研

究 開 発 が 活 発 化 しつ つ あ る。 例 え ば 、 パ ナ ソニ ック株

式 会 社 が 研 究 開 発 を進 め て い る、 日本語 を 多 言語 に翻

訳 して 繰 り返 し拡 声 す る こ とが で きる メ ガ ホ ン型 翻 訳

機(以 下 、 「メ ガ ホ ン ヤ ク⑭」 とい う)が あ る。 災 害時

な どに 外 国 人 も多 数 い る 混 雑 した 現 場 で 、放 送型 の 多

言 語 音 声 翻 訳 を す る こ とを 目的 と してお り、成 田 空港

で 実 証 実 験 を 行 って い る9。外 国 人 対応 を す る 多言 語 ロ

ボ ッ トの研 究 開 発 も複 数io,n、 同 時 に進 ん で い る。 ヤ

マ ハ は 音 声 ア ナ ウン ス に透 か し技 術 で情 報 を載 せ 、多

言 語 情 報 を 、 ユ ー ザ ー の ス マー トフ ォ ン に提 供 す る技

術 とNICTの 音 声 翻 訳 の 連 携 の研 究 開発 を 始 め た12。音

で情 報 を 送 る た め 、電 波 を要 せ ず 配 信 で き る点 が 特 徴

に な っ て い る。

 また 、畑 違 い の株 式 会 社NTTド コモ が 、自動 翻 訳 技

術 の研 究 ・開発 ・販 売 を 目的 と した 株 式 会 社 み らい 翻

訳13が 設 立 した こ と も新 た な ダ イ ナ ミ ック な展 開 が始

ま っ た証 拠 の 一 つ と言 え る。

動 へ と昇 華 して い る。

7.ま と め

 2020年 の オ リン ピ ック ・パ ラ リ ン ピ ッ ク東 京 開催 を

契機 と して 、NICTの 技術 をベ ー ス に次 世 代 の音 声翻

訳 エ ン ジ ンを 開 発 し広 く社 会 実 装す る こ とを 目的 と し

た 国 家 プ ロ ジ ェ ク ト 「グ ローバ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

計 画 」 が 始 ま っ た。NICTの 内 外 の 体 制 が 強 化 ・確 立

され 、 国 費 も措 置 され た。 民間 独 自の活 動 も活 発 に進

み 、「言 葉 の 壁 が な い 世 界 」の実 現 に 向 け て異 次元 の 活

http://www.naajp/jp/press/pdf/20151112-megahonyaku2.pdf
v

 http://www.gizmodo.jp/2015/07/hello_3.html
l

 http://www.travelvision.jp/news-jpn/detail.php?id=69223
2
 http://www.nict.go.jp/press/2015/07/13-1.html
3
 姻 触ww血 £oj画㎞ews_舳20且 鵬29四1㎞
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Initiatives of the Japan Patent Office on Machine Translation

                                            Kei Kato

Patent Information Policy Planning Office, Policy Planning and Coordination Department, Japan Patent Office

1.Introduction

The number of patent applications filed worldwide greatly increased to 2.57 million in 2013, compared with 1.58 million in

2004.Especially, the number of patent applications filed in China has dramatically increased and grew to 32.1%of the total

applications in 2013 from 8.3%in 2004. From a viewpoint of searching patent information, this situation shows that the

needs for searching foreign documents including those of the Chinese languages have increased. That is, as the examiners

judge the novelty of inventions, inventive step, etc. based on the result of prior art search in the patent examination, it is

necessary to search prior art documents including these foreign patent documents precisely as well as efficiently in order to

grant a stable right recognized in the world. Actually, as the rate at which patent documents of the Chinese languages are

cited as prior art in the examination has gradually accelerated at each Intellectual Property(IP)Office, it has become a

challenge common to all IP Offices to improve an access environment such as understanding and searching foreign patent

documents written in languages other than its native language.

    On the other hand, it is not easy to understand and to exhaustively search foreign patent documents around the world.

Needless to say, while translation enables us to understand them in our native languages, translating quite a large number of

documents only by human has some limitations in terms of costs and resources, as the number of patent applications filed

worldwide has increased year by year. Under this situation, the expectation of improvement ofthe environment for searching

foreign documents by utilizing machine translation is getting higher.

    [tis hoped that machine translation will be utilized in order to disseminate patent information to other IP Offices.

Currently, while intellectual property related activities are getting globalized, applications for a patent ofone invention are

more often filed in several countries or regions ofthe world. In case applications for a patent of the same invention are filed

in several countries or regions, examiners in each IP Office need to share examination information(dossier information)

owned by each IP Office in order to eliminate inefficiencies ofconducting duplicate examinations or searches. But ifeach IP

Office provides its examination information in its native language, it is difficult for other IP Offices to utilize such

examination information. In order to promote the international work sharing, it is important to disseminate not only

information in its native language but also one translated into other languages such as English.

      In view of this situation where attention is getting focused on utilizing machine translation in the area of patent

information, the Japan Patent Office(JPO)has taken measures to actually utilize machine translation. In this paper, I will

introduce a search system for the Chinese and Korean documents translation and a service to provide examination

information which the JPO has provided.
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2.Improvement of the Environment for Searching Patent Documents of the Chinese and Korean

languages

2.1The Chinese and Korean Gazette Translation and Search System(CKGS)

As shown in Figure 1, in 1998 the documents to be understood and searched in the Japanese language accounted for 55%of

the total patent documents issued in the world. But recently as the number of patent documents of the Chinese language has

rapidly increased, documents to be understood only in the Chinese and Korean languages have accounted for 65%ofthe total.

In January 2015, the JPO launched a new service of the"Chinese and Korean Gazette Translation and Search System"

(CKGS)which enables users to search in the Japanese language patent and utility model documents of the Chinese and

Korean languages in order to enhance the convenience of the environment for searching them.

slu
a
∈
己
8

も

」名

E
≡

2,200,000

2,000,000

1,800,000

1.600,000

1,400,000

1.200,000

■JP  aUS  ロEP   KR  oCN  口Oth

tOOO,000

800,000

600ρ00

400,000

11111

0

Other

CN

KR

EP

US

JP

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013  Year

Figure 1.Rapid increase in Chinese patent documents. Note:Patent(incl. utility model)documents issued worldwide

are categorized by language and duplicated data are eliminated. Regarding patent documents for the same invention

which have been filed and published at multiple OfE'ices, those documents published in Japanese are counted as JP .[n

case of no Japanese publications, such documents are counted first as US(Eng且ish), secondly as EP(English, French,

German), thirdly as KR(Korean)and last as CN(Chinese), ifeach language is applicable.

    Through the Internet, the CKGS has become available not only to examiners but also to general users. A rule-based

translation method is adopted for this system so that important technical terms can be translated and searched properly . The

system stores patent and utility model documents machine translated from Chinese and Korean to Japanese
, so that Japanese

key words can be used for the full-text search of these documents. As of the end of March 2015, the system can be used to

search about 12million Chinese and Korean patent and utility model documents and it is planned to increase the number of

such searchable documents gradually in the future.

    The JPO has been conducting projects since Fisca且2012to develop a specialized dictionary for patent terms which will

be used for the system's machine translation[1-3], as its initiatives to improve machine translation quality from Chinese to

Japanese. Specifically, corresponding Japanese and Chinese sentences are extracted from the patent family of a same
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invention applied to Japan and China in order to prepare Chinese-Japanese translation corpuses as well as to develop a

specialized dictionary. Currently, about 153 million Chinese-Japanese translation corpuses and the specialized user dictionary

containing more than 2.2 million words have been developed. The user dictionary is installed to the CKGS to improve the

system'stranslation quality.

    Furthermore, measures are taken to enable the system to handle new technical terms as they appear. Specifically, based

on information concerning unknown words which are detected as those not registered in the machine translation dictionary

during the system's machine translation and that concerning incorrect translations and other errors reported by the system's

users, efforts are made to update the dictionary, make additional registrations to the system's translation memory, and tune

the translation engine parameters. With these efforts, the dictionary and the translation engine will be improved so that new

technical terms can be handled as they appear.

    As described above, continued efforts are being made to improve the system's machine translations so that practical

application environment for uses to search Chinese and Korean documents can be provided, and the system's users appreciate

it very much.

2.2 Quality Evaluation of Machine Translations from Chinese to Japanese and Those from

   Korean to Japanese

For realizing machine translations to be widely accepted and used, the quality ofsuch translations plays a very important role.

As a prerequisite to deciding whether to introduce such machine translations, the quality of such translations must be

evaluated properly. A"Survey on How to Evaluate Quality of Patent Document Machine Translations"was conducted in FY

2013to investigate how the quality evaluation method of machine translated patent documents should be[4]. Based on the

survey's results,"Quality Evaluation Procedures for Patent Document Machine Translations"was developed in Fiscal 2014

as a guideline to evaluate the quality ofmachine trans且ation results properly[5】.
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27



    [norder to verify the results ofthe JPO's efforts to improve the system's machine translation quality in accordance with

the"Quality Evaluation Procedures for Patent Document Machine Translations,"machine translations provided by the

Chinese and Korean Gazette Translation and Search Systemwere evaluated in the end of 2014with regard to how accurately

the system could translate technical terms(or the system's translation accuracy of technical terms)and how well the system

could communicate original contents(or the system's original contents communication level).

    With regard to the system's translation accuracy of technical terms, the system's machine translations of Chinese

documents into Japanese were surveyed. A total of 196 technical terms were selected from various fields, and evaluated and

classified into the following 4 grades by human evaluators.

・

・

・

・

  A(Properly Translated Word):Compared with one translated by a human, it is a word translated to a technically

same or similar meaning and generally used.

  B(Acceptably Translated Word):[t is not a translation word generally used as a technical word, but its meaning

is almost correct.

  C(Mistranslated Word):It is a mistranslated word.

  D(Untranslated Word):It is a word not translated or whose trans且ation was erroneously omitted.

      With regard to the system's original contents communication level, the system's machine translations from Chinese

and Korean to Japanese were surveyed.100 machine translated sentences of each of the languages were selected from

various fields, and evaluated and classified into the following s grades by human evaluators.

・

・

…

  5:All contents of its important information are communicated correctly(100%).

  4:Almost all contents of its important information are communicated correctly(80%or more).

  3:No less than halfofthe contents ofits important information are communicated correctly(50%or more).

  2:Several contents of its important information are communicated correctly(20%or more).

  1:Its translations cannot be understood, or almost no contents of its important information are communicated

correctly(less than 20%).

    In order to verify how effective it was to install a Chinese-Japanese dictionary developed by JPO to the system, the

system's machine translations from Chinese to Japanese were evaluated before and after that dictionary with approximately l

million words was installed to it for both surveys on the system's translation accuracy of technical terms and on the system's

original contents communication level. In addition, for the purpose of comparison, the translated sentence using statistic

machine translation(SMT)with 100 million Chinese-Japanese translation corpuses were also evaluated in the same manner.
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    Figure 3 shows the evaluation results of the system's original contents communication level through machine

trans且ations from Chinese and Korean to Japanese. While the system's average original contents communication level for

Korean-Japanese translations is above 4 points, one for Chinese-Japanese translations is merely above 2 points. In addition,

in all the technical fields, the system's original contents communication levels for Korean-Japanese translations are higher

than those for Chinese-Japanese translations. It was concluded that this was due to the fact that the grammatical

characteristics of Korean were closer to those of Japanese than those of Chinese, and the results indicate that continued

efforts must be made to improve the system's translation accuracy of Chinese documents. Furthermore, the system's

translation accuracy of either Chinese or Korean documents varies from one field to another, and measures must also be

taken for individual fields.
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Figure 3. Original contents communication levels through machine translations from Chinese and
Korean to Japanese in various fields. The figures show average evaluation points for respective fields
averaging points of individual machine translations in the respective fields which are evaluated

according to the s ranks of l to s points."A"represents human necessities,"B"performing
operations/transporting,"C"chemistry/metallurgy,"D"textiles/paper,"E"fixed constructions,"F"
mechanical engineering_/lighting/heating/weapons/blasting,"G"physics and"H"electricity.

    Figures 4 and s show how accurately the system can translate Chinese documents'technical terms and how well the

system can communicate their original contents, before and after the Chinese-Japanese dictionary developed by JPO was

installed, respectively. That dictionary being added to the system's translation engine, the system's translation accuracy of

technical terms increased by about 4%, and the system's original contents communication level by about 13%. Specifically,

the translation accuracy of technical terms by the system's machine translation based on a rule-based method is higher than

one by the SMT.

    On the other hand, the original contents communication level by the SMT is evaluated to be higher. Specialized

technical terms are frequently used as key words to search patent documents, and the translation accuracy of such technical

words plays an important role for such searches. However, original contents communication level is also important to

understand documents'contents, and thus efforts must be made to improve the system'stranslation quality.
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M Providing lnformation on Examination in Eng且ish

3.1 Advanced Industrial Property Network(AIPN)/One Portal Dossier(OPD)

The number ofyearly patent applications in the world increased 1.6 times in 10years from 2004 to 2013 , the 80%, which

showed 2.08 million applications in 2013, were filed with five intellectual property offices in Japan, U.S., Europe, China and

the Republic of Korea(or the IPS Offices). Out of these, not a few applications for single inventions were filed in multiple

countries and regions.

    In order to facilitate examination work sharing among examiners in respective IP offices, the JPO has been providing

foreign IPoffices with its information on patent applications and examinations(dossier information)translated from Japanese

to English by machine translation since October 2004 through a network called the Advanced Industrial Property Network

(AIPN). The AIPN enables individual IP offices'examiners to cross check the individual[P offices'information on patent

applications and examinations(dossier information)mutually so that if a same invention is filed to multiple countries and

regions, duplicate searches and examinations on the same invention can be excluded. The AIPN enables Japan's dossier

information to be understood in English, and individual IP offices'examination results to be shared among the individual IP

offices.

    Furthermore, an IT service called the"One Portal Dossier"(OPD)was started in 2013 for the IPS offices'examiners,

which collects the IPS offices'information on examinations together, including the JPO's information on examinations

machine translated by the A[PN, and provides such information in an easy-to-see format . Currently, thisOPD's service is

enhanced, and the JPO's information on examinations is machine translated and provided to general users together with other

IPS offices'dossier information. In 2014alone , through this service, the JPO's examiners browsed about 160,000 cases in the

dossier information of the EPO, the USTPO , the SIPO and the KIPO, and the examiners ofthe EPO, the USTPO, the SIPO

and the KIPO browsed about 210,000 cases in the dossier information of the JPO . Such dossier information helps to make

examinations to be more efficient.
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    The JPO's information on examinations, which is provided through the AIPN/OPD, contains texts machine translated by

atranslation engine based on a ru且e based method.[n general, machine translations from Japanese to English tend to show

low translation accuracy when compared with those from English to Japanese. Notwithstanding, the JPO is constantly

enhancing its machine translation dictionary to improve its service's translation accuracy. Specifically, the JPO collects

untranslated words(unknown words)and registers their translations to its dictionary, as well as analyze feedbacks about

mistranslations in the AIPN from foreign IP offices and incorporate their corrections into its dictionary. Thereby, the JPO is

making efforts to enhance its dictionary.
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Figure 6. Conceptual diagram ofAIPN/OPD.

3.2 Quality Evaluation of Japanese-English Machine Translations

In order to verify the translation accuracy ofmachine translations from Japanese to English which the JPO provides, in 2011

the JPO conducted a survey on translation accuracy evaluation for providing English texts of machine translations of

information related to patent examinations[6]. This survey evaluated 511 sentences extracted from patent gazettes and

reasons for refusal in the fields of electricity, physics and chemistry. Two types of translation methods, that is, the JPO's

machine trans且ation system(A(PN)and commercially available Japanese-English translation software fc)r patent, were

applied to the sentences to obtain their machine translations, and the 2 types of machine translation methods were evaluated

automatically as well as by human evaluators. The human evaluators evaluated the individual machine translations from the

view point of whether the machine translations correctly reflect their originals'meanings, and assigned O to 4 points to each

of them according to a s grade evaluation scheme. Three kinds of evaluation methods, that is, BLEU, NIS and IMPACT were

used for the automatic evaluation.

    Figure 7 shows the results of the human evaluators'evaluation. While the AIPN's average point is 2.5 points, the

commercial product's is 2.O points. In addition, the results indicate that the AIPN's points are higher than the commercial
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product's in all the technical fields. Results obtained by the automatic evaluation methods(BLEU)show trends almost

similar to one obtained by the human evaluator's evaluation(Figure 8). Because of the results mentioned above, it can be

concluded that the JPO's efforts to improve the accuracy of its Japanese-English machine translations have made some

progress. However, it is noticed that the translation accuracy varies from one technical field to another. In addition, different

eva且uation methods produced different results, and a method to evaluate trans且ation accuracy must be reviewed and examined

continually. The JPO is still continuing to make its efforts to improve the quality of its Japanese-English machine translations

even after the 2011survey, and also plans to conduct another survey on the quality evaluation of its Japanese-English

machine translations including the analysis ofevaluation methods in FY 2015in order to verify the results ofthis effort .
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3.3 Launch of External Provision of English Translations of AppeaUTrial Decisions

In order to enhance and strengthen global dissemination of information on appeals/trials, the JPO started to provide English

translations ofappeal/trial decisions etc.(appeaUtrial decisions, decisions on oppositions and Hantei-advisory opinions on the

technical scope of intellectua且property rights)that help in the understanding of the legal interpretation and its operation by

human translation on the JPO website(in Japanese and Eng且ish)from January 2016 . On the other hand, it is difficult to

translate all ofappeal trial decisions only by human translation in terms of costs etc . for the dissemination. Thus, in order to

provide more English translations of appeal/tria且decisions to users globally in addition to those by human translation, the

JPO began providing Japanese-English machine translations of published appeal/trial decisions on the Japan Platform for

Patent Information(J-PlatPat)(in English version)from January 2016(Figure 9) .

    As written appeal/trial decisions include unfamiliaz words, that is, technical terms and phrases specific to appeal/trial

decisions as well as a large number of long sentences, translating sentences in appeal/trial decisions by machine translation is

very challenging. However, the JPO is promoting registrations of terms and phrases specific to appeaUtrial decisions in the

system's translation dictionary. For example , it is confirmed that English translations of decisions on appeals against

examiner's decision of refusal reach a satisfactory level to be understood in outline in its top part where the conclusion is

stated, its latter part where how appeal examiners judge the case is stated, etc. In the future, the IPO will make continued
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efforts to improve the quality of Japanese-English machine translations of appeal/trial decisions through increasing

registrations oftechnical teens and fixed phrases specific to appeal/trial decisions in the system'stranslation dictionary.
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Figure 9. Display screen ofEnglish translations of appeal/trial decisions on J-PlatPat.

4. Conclusion

Demands for machine translations ofpatent information are increasing year by year from the view point ofpatent information

searches and dissemination. While machine translation is a developing technology and is being improved constantly, its

accuracy has not become satisfactory yet, and one of its important issues is how to improve its accuracy. The JPO is

eva且uating the qua且ity of Chinese-Japanese and English-Japanese machine translations in Fiscal 2015, and hencefc)rth it may

be necessary in the future, for example, to consider a new machine translation system including a machine translation engine

based on quality evaluation results to improve machine translation quality. In addition, to improve translation quality,

methods and criteria to evaluate individual machine translation schemes'qualities are also important because they are

preconditions to eva且uating translation quality. With regard to this, a is a common issue among the[P50ffices how to

improve machine translation quality, and the offices plan to have further discussions on making methods and criteria for

machine translation quality evaluations common among the[PS offices.
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映像翻訳の授業活用例

字幕制作を通 したメデ ィア理解

    魚住真司

関西外国語大学 外国語学部

1.は じめ に

 以 下 の 画 像(1)は 、筆 者 がNHK報 道 カ メ ラマ ンだ

った 当時 に取 材 した 米 国 人 カ メ ラマ ンの イ ン タ ビュ ー

映 像 で あ る。

画 像(1)NHK「 イ ブ ニ ン グネ ッ トワー ク きん き 」

        (1990) よ り

 筆者 自身が企画 したレポー トだったので、翻訳作業

も自分で行 うことになった。 ところが、慣れない作業

でできあがった日本語字幕は3行 にわた り、主人公の

口元まで字幕が覆いかぶ さってしまった。テレビ放送

では、一度に見せ ることのできる日本語字幕は、どん

なに込み入った話でも意訳 して2行 に収めなければな

らない。そんな映像翻訳のルールを知ることになるの

は後年、教育者に転じてからの話である。

2.映 像 翻訳 を授業 に

映像翻訳には 「字幕翻訳」と 「吹き替え翻訳」の2

種 類 あ る。 どち ら も映 画 な りテ レ ビ番 組 な りの 英 語 音

声 を、 前 者 は 日本 語 字 幕 を制 作 して映 像 に合 成 させ 、

後 者 は 日本 語 音 声 に 吹 き替 え る(子 供 向 け作 品 の 場 合

は 後 者 が 多 い)。 本 稿 で は筆 者 の授 業 実践 例 と して 、前

者 の 「字 幕 翻 訳 」 を 「映 像 翻 訳 」 とほ ぼ 同義 で話 を進

め て い く こ とに す る。

 映 像 翻 訳 に は 様 々 なル ー ル が あ る が 、そ の基 本 原 則

を あげ て お くな らば 、① 映 像1秒 につ き字 幕 は4文 字

まで(そ れ よ り多 い と大 人 の 目で も追 い きれ ない)、 ②

1行 あ た り13～14文 字 ま で 、 多 くて も一 度 に 見せ る

文 字 列 は2行(14文 字 ×2行 篇28文 字)に と どめ る 、

③ 句 読 点 は 不 要 、か わ りに 半 スペ ー ス を使 う。

 た と えば 、画 像(1)に は 計32文 字 あ る。 逆 算す る

と、この イ ン タ ビュー 映 像 は 、長 さが8秒(32文 字=

4文 字 ×8秒)以 上 な い と、 視 聴 者 は 字 幕 を最 後 ま で

読 み 切 る こ とが で き な い 、 とい うこ とに な る。

 さて 、筆 者 が 勤 務 す る 関 西 外 国 語 大 学 で担 当 した授

業 「メ デ ィア ・ス タデ ィ ー ズII」(メ デ ィ ア学 の 上級

ク ラ ス)は 、 当初 、 英 語 能 力 の 向 上 を 直接 の 目的 と し

て い た わ け で は な か っ た。 そ の 授 業 は 社 会 学 的 見 地 に

立 っ て 、 メ デ ィア が 抱 え る現 代 的 な諸 問題 を理 解 しよ

う とい う もの で あ っ た。 そ の 際 、外 国 語 大 学 だ か らい

う理 由 で 、英 語 教材 の使 用 を思 い 立 った わ けで あ る。

 教科 書 は 米 国 の 大 学 で 実 際 に使 用 され て い る 「マ ス

メ デ ィア 」(Opposing View Pointsシ リー ズ, MASS

MEDIA, Greenhaven,2009.)。 これ と併 用 させ て 、米

国 の テ レ ビ局 が 制 作 した 優 れ た ドキ ュ メ ン タ リー 番 組

を視聴 させ る こ とが 、 学 生 の メデ ィ アへ の 興味 関心 に

つ な が る と筆 者 は 確 信 して い た。 しか し問題 は 、そ れ
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を 「どのような方法で 『視聴』させる」かであった。

 そこで、筆者 自身が過去に苦心 したことのある 「映

像翻訳」を、受講生にも実践させてみてはどうだろう

か一英語音声のテレビ番組を、 日本語字幕の制作を通

して 「噛み しめる」ことで、メディアに対する深い理

解が得 られるに違いない、と考えた。 また、受講生の

中からプロの映像翻訳家を目指す学生が出てくること

を願って、実際に放送現場でも使用されている映像翻

訳補助 ソフ トウェア(カ ンバス社のSST)の 導入を大

学に提言 し協力を得ることができた。

 ところで、このようなIT環 境での英語授業を早く

か ら実現させている藤野(2005)に よると、映像翻訳

を授業に採 り入れるね らいは次の3つ であるという。

  ①豊かな表現力の育成

  ②自主的、意欲的学習態度の育成

  ③AV機 器やPCの 積極的活用。

 外国語大生はいえ、将来ほとんどの卒業生が 日本社

会で活躍することになるわけであるか ら、筆者には藤

野の指摘 した①が特に重要であると思われた。藤野が

述べるように、映像翻訳の授業では 「数多くの翻訳作

業をこなすことによって、生徒が多彩な表現を学び取

り、『固い』専門用語を翻訳することから、感情や状況

を 『柔軟に』表現できる能力の伸長を目指す」のに自

然 とっながるからだ。

 「感情や状況を柔軟に表現」一 これに関 して、画像

(2)を 見てほしい。米公共放送PBSが2007年 に放

送 した ドキュメンタリー番組"News War"の1シ ーン

である。実際に筆者の授業で使用 しているこのビデオ

クリップの、画面下に表示されている英文はクローズ

ド・キャプションの文字を表示 させたものである。ク

ローズ ド・キャプションとは、1970年 代に聴覚障がい

者向けに米国で開発 され、80年 代に広く普及 し、90

年代には13イ ンチ以上のテレビ受信機に搭載が義務

化された字幕表示システムである。宇幕は番組音声を

正確に文字化 したものであり、番組の進行に沿ってど

んどん更新されてゆく仕組みで、今では英語が母語で

ない者の英語習得にも活用されている。

fcf 聖目sし 己nce,

cc朗pa5り, fr"o鵬

I ke this.

妻

教
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as a 切hol電, as a
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画 像(2)PBS「News War」(2007)よ り

 さて 、 上 の シー ンで は 、 男 性 が 右 手 指 で 「ち ょ っ と

だ け 」 とい った よ うな 仕 草 を見 せ な が ら、 次 の よ うに

イ ン タ ビ ュー 相 手 に 語 りか けて い る。

  Our reporting shows that the revenue coming

  to CBS, for instance, as a whole, as a company,

  from the Internet is like this, compared to the

  revenue that's coming from normal advertising.

 直 訳す る な らば 、 次 の よ うに な る だ ろ う。

  「我 々の レポ ー トが示 す と こ ろ で は 会 社 全 体 と

  して のCBSへ の イ ン ター ネ ッ トか らの 収 入 は こ

  れ く らい 通 常 の 広 告 収 入 と比 較 す れ ば 」

 こ の よ うに 、キ ャプ シ ョンで 示 され た 英 文 に忠 実 な 、

機 械 的 な翻 訳 だ と、 「hke this」 は 「これ く ら い」 に な

らざ る を え な い。 しか し、 それ で は字 幕 を 目で 追 い か

けて い る視 聴 者 に とっ て 、親 切 な訳 とは言 え な い。 こ

こは 、た とえ ば 「ほん の 少 し」 とい っ た よ うに 、 重 要

な情 報 が 一 目で 伝 わ る よ うな 「意 訳 」 の 方 が 良 い。

 同 様 に 、 「$1300万 」 と字 幕 が 出 て も 、 日本 の視 聴

者 は そ れ が 一 体 どれ く らい の 金 額 な の か 一 瞬 で は わ か

らな い 。 為 替 レー トの 問題 は あ るに せ よ、や は り 「13

億 円 」 と、 お お よそ で も良 い か ら換 算 した 数 値 を字 幕

で 見せ る べ きで あ ろ う。

 つ ま り映 像 翻 訳 とは 、 限 られ た 時 間 内 に で き るだ け

少 な い 文 字 数 で 、視 聴 者 の番 組 理 解 を促 進 させ る作 業

な の で あ る。そ の た め に は英 語 読 解 力 は もち ろ ん だ が 、

む しろ 日本 語 表 現 力 が試 され る と言 っ て も良 い だ ろ う。
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3.そ の 実 際

 「メデ ィア ・ス タデ ィー ズII」 は2010年 度 か ら半

期週2回 の 授 業 と して 開 講 した。 毎 週1回 を 教科 書 の

日、別 の1回 を 映像 翻 訳 に 専念 させ る こ とに した。 当

初 は 映像 翻 訳 補助 ソフ トSSTを 受 講 生 に使 用 させ る

こ とで プ ロ 並 み の字 幕 制 作 環 境 が 整 っ た が 、使 用 契約

が切 れ た2014年 度 か らはMicrosoft Wordで 翻 訳 作業

を 実施 させ た。 た だ し、SSTで 可 能 だ っ た字 幕 合 成 ま

で はWord単 体 で は で き な い の で 、字 幕 合 成 ま で 完遂

させ る に はMovie Makerな どの 映 像 編 集 ソフ トを併

用 す る こ とに な る。

 さて 、授 業 で使 用 した ドキ ュ メ ン タ リー 番 組 は 、 米

国 の公 共 放 送 ネ ッ トワー クPBSの"Frontline"シ リー

ズ で2008年 に 放 送 され た"News War"(60分 間)で

あ る。 テ レ ビニ ュー スの 歴 史 と、 メデ ィ ア全 般 に共 通

す る現 代 的 な 問題 につ い て 深 く掘 り下 げ た 、各 方 面 か

らの 評 価 が 極 め て 高 い 秀 逸 な 報 道 番 組 で あ る。DVD

が 発 売 さ れ て お り 、 授 業 で の 利 用 を 促 進 す べ く

Teachers'Guideフ ァイ ル も収 録 され てお り、教 育者

に とって 大変 に便 利 な もの で あ る。

 教 員 の 授 業 準備 と して は まず 、 ① この60分 の 中 か

ら1分 ～1分30秒 程 度 の ビデ オ ク リ ップ を 、授 業 回数

分選 定 す る こ とで あ る。 通 常 、授 業 初 期 は受 講 生 た ち

が翻 訳 に 手 間 取 り、思 うよ うに授 業 が進 ま な い の で 、

授 業 回数 分 とは言 っ て も全 部 で10フ ァイル 分 程 度 で

間 に合 う。

 そ して 、 ② そ の授 業 回 数 分 の 映 像 フ ァイ ル をwmv

(ウ ィ ン ドウズ ・メデ ィ ア)な ど の 「身 軽 な 」 フ ァイ

ル 形 式 に 変 換 して 、 あ らか じめ受 講 生 人 数 分 のUSB

メ モ リー に 入 れ て お く。 さ らに 、③ 各 回 の 映像 フ ァイ

ル の 、英 文 ス ク リプ ト(英 語 台本)を 用 意 して お く。

 筆 者 は ク ロー ズ ド ・キ ャ プ シ ョン の 文 字 を 画 面 に 表

示 した ま ま の 映像 を ダ ビン グ して映 像 フ ァイ ル化 した

の で 、 キ ャ プ シ ョン の英 文字 はパ ソコ ン で の フ ァイ ル

再 生 時 に もテ レ ビ と同 じよ うに 表示 され る。 映像 翻 訳

の プ ロな らば 、 これ だ け で も字 幕制 作 は 可 能 で あ ろ う

、調御
酷

 

,灘

繍

が 、 や は り授 業 とな る と紙 に 印刷 され た 英 文 ス ク リプ

トが 欲 しい と こ ろ で あ る。 受 講 生 た ち は そ の紙 に 、 知

らな い英 単語 の 意 味 を調 べ て 書 き込 ん だ り、 難解 な表

現 に 対 して筆 者 が 与 え る ヒン トを メ モす る の に役 立 て

て い る。

 な お 、 英 文 ス ク リプ トの 作 成 に は フ ユー テ ック社 の

FA・400デ コー ダを 利 用 した。 この機 種 は 、 ク ロー ズ

ド ・キ ャプ シ ョンの 文 字 デ ー タ を 、テ キ ス トフ ァイ ル

と して パ ソ コ ンに 取 り出せ る。 この よ うな 機 器 を利 用

す る こ とで 、 授 業 準 備 にか か る時 間 を節 約 した 。

 授 業 は 、 ま ず そ の 回 で 翻 訳 に取 り組 む 映 像 フ ァイ ル

を ク ラス 全 員 で ざ っ と視 聴 す る こ とか ら始 め る。 そ し

て 、 難 解 な 表 現 や マ ス コ ミ業 界 の 専 門 用 語 な らび に 時

代 背 景 な どに つ い て 、 筆 者 が ホ ワイ トボ ー ドを使 って

説 明 す る。 そ の 上 で 、 各 受 講 生 は 自分 のUSBメ モ リ

ー の 中 に 収 め られ た 映 像 フ ァイ ル をそ れ ぞ れ の ペ ー ス

で 再 視 聴 しつ つ 、 また 辞 書 な ども引 きな が ら字 幕 を考

え て い くの で あ る。

轟
             b

画像(3)字 幕を考える受講生たち

 およそ20～30分 ほど経過 したところで、受講生一

人ずつに、おおよそ どのよ うなことが述べられている

のか大意を発表させる。大きな流れをつかんだことを

確認 した上で、さらに20～30分 ほど時間をかけて、

字幕を完成させる。

 完成 した字幕は印刷 させて、それをクラスで鑑賞し

たり、教員が講評を加えた りする。最後に、教員があ

らか じめ制作 しておいた模範字幕の合成された映像フ
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ア イル を皆 で 視聴 す る。 た だ しこの 最 後 の作 業 は 、特

に 授 業 回 数 の 浅 い段 階 にお いて は 、 授 業 時 間(90分)

が 足 りな くな っ て 、 次回 の 授 業 冒頭 に まわ さ ざ る を得

な か った の が 実情 で あ る。 した が って 授 業 初 期 は 、 な

るべ く短 い 映 像 フ ァイ ル(1分 未 満)で のぞ ん だ 方 が

良 い だ ろ う。 ネ イ テ ィ ブが 放 送 で 話 す 英 語 は 、 日本 の

学 生 が 予 想 す る以 上 に ス ピー ドが 速 く、 また 英 語 を母

語 と しな い 者 に とって は 「不 思 議 な 」 言 い 回 しが 散 見

され るの で あ る か ら。

 例 え ば 、 実 際 に授 業 で使 用 した 英 文 ス ク リプ トの 中

に 、 次 の よ うな表 現 が あ り、受 講 生 た ち は 困 惑 した。

  People that are consuming news or other

  information online do so in... in a mode that we

  refer to as"info snacking."

 「情報 をお 菓 子 化 す る」 とは一 体 ど うい う こ とだ ろ

うか。 そ の趣 旨は お お よそ 次 の よ うで あ ろ う。

  「ネ ッ トで 情 報 を 得 る 人 は 『情 報 の つ まみ 食 い』

  を してい るん だ 」

 ま た 、以 下 の よ うな英 文 を 日本 語 字 幕 で短 く表 現 す

る に は ど う した ら良 い だ ろ う。

  They're going to be online reporters, bloggers,

  man on the street, that sort of thing, and

  they're now part of the whole news calculation

  around the world.

 あ る受 講 生 は以 下の よ うに 字 幕 を 付 け た 。

  「プ ロ ガー そ の 辺 の人 そ ん な 人 々 こ そ が 今 や

  世 界 中 の ニ ュー ス に 欠 かせ な い 存 在 な の だ 」

 悪 くは な い。 筆 者 は 次 の よ うに模 範 を 示 した。

  「ネ ッ ト記 者 プ ロ ガー 普 通 の 人 … 世 界 中 で 今

  や こ うい っ た 人 々が ニ ュ ー ス に は 欠 か せ な い の

  だ」

 い か が だ ろ うか。 か な り短 く、思 い切 っ た訳 とな っ

て い るが 、「1秒=4文 字 」ル ー ル を厳 守 す る た め に は 、

これ く らい大 胆 な 意訳 が必 要 と な る。 つ ま り、翻 訳 す

る際 に心 が け る こ とは 、原 文 の趣 旨を 外 さな い 範 囲 で 、

持 て る 日本 語 表現 力 を駆 使 して 、 な ん とか 短 くな る よ

う工 夫 す るの で あ る。

 と ころ で 著 作 権 に つ い て は 授 業 開 始 時 に 、 受 講 生 に

対 して 次 の よ うに 説 明 して あ る。す な わ ち 、①"News

War"の 著 作 権 は 米 公 共 放 送PBS(厳 密 に は

「'Frontline"シ リー ズ を 制 作 して い るボ ス トンのPBS

系 列 局WGBH)に 帰属 す る。 た だ し、② 授 業 で 番 組

映 像 を利 用 す る の は 日本 の 著 作権 法(第35条)で も

米 国 の 著作 権 法(フ ェ ア ユー ス 規 定)で も認 め られ て

い る。 しか しな が ら、③ 受 講 生 が 番組 映 像 を教 室外 に

持 ち 出 す こ とは認 め られ な い。

 従 っ て 、映 像 フ ァイル の入 っ たUSBメ モ リー は 持

ち帰 りを禁 じてお り、毎 回 の授 業 終 了時 に返 却 させ て

い る(つ ま り、 これ らUSBメ モ リー は教 員 側 が用 意

して や る こ と に な る)。それ ゆ え映 像 翻 訳 の予 復 習 は で

きな い が 、教 科 書 の方 で 宿 題 を課 して い る。

4.受 講 生 た ち か らの フ ィー ドバ ック

 この授業の受講生たちは、映像翻訳をどのように思

っているのだろうか。直近(2015年 度秋学期)の 授業

は、15名 の登録者の内、1名 が登録削除、1名 が途中

脱落となった。最後まで出席 した13名 の内、本人の

承諾を得たものの中から教員へのフィー ドバックを、

以下に紹介してみる。

(3年 生 ・女子)

  「…  事前に配布 された英文を時間をかけて訳

  したものを発表するのではなく、一度映像をみて、

  少ない時間で、訳していくことがよかった。映像

  を見てす ぐ訳すので、普通の文字だけの記事を訳

  すより楽 しかった。また実際にその言葉を喋って

  いる人の表情をみて訳せるので、文字だけではわ

  か らない感情も感 じなが ら訳すことができたと思

  う。これが宿題や事前に予習できるものだったら、

  だらけて しまう気がする。見たものをすぐ訳す と

  い う新鮮さが良いんだと思った … 」

 まさに映像翻訳を授業内で実践 した意義が、ス トレ

ー トにフィー ドバックされたと言えよう
。興味深いの

は、「短期決戦」を肯定的にとらえている部分である。
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テレビ放送 という、時間に厳密なメデ ィア(の ビデオ)

を教材に使用 したことで、授業に緊迫感が漂い、通常

の英語授業 とは異質の体験をさせることができたよう

である。

  しか し一方で、次のような感想 も寄せ られた。

(4年 生 ・女子)

  「…  翻訳 しなければいけない文章が長 く、そ

  の分時間 も長 くなってしまい、先生が授業中に話

  している内容を聞 くのがおろそかになって しま う

  のが残念です。先生の話をもっとしっか り聞きた

  いのに、翻訳 もしなくてはいけないので、どちら

  もしっか り両立できるように、工夫 した時間配分

  をしていただきたいです。」

 これは受講生たちが必死になって翻訳 している最中

に、教員が思いついたように番組の内容について解説

を始めた り、政治的 ・経済的背景に話がおよんだ りす

るものであるか ら、翻訳に集中できなくなってしまっ

たのであろう。各受講生の英語能力に差異があること

も関係するのであろうが、このようなことが起こらな

いように、この種の授業では、教員は話をす る時と黙

って翻訳に集中させる時間 とを、意識的に区切ること

が大事であることが良くわかった。

 さらに次のような感想 もある。

(4年 生女子)

  「メディアについて学べると同時に英語力の維持

  にっながったと感 じた …  短時間で翻訳する難

  しさを知 りました。また、そのまま訳すのと翻訳

  することは全く違 うこと、相手に伝わ りやす く訳

  することが課題でした。専門用語が多すぎて、時々

  ついていけなくな り授業に必死で した。」

 本授業は、メディア学 と、(結果 として)英 語授業の

2つ を同時に受講するようなものなので、もちろん容

易ではないだろ う。やはり、メディア界特有の英語表

現や専門用語については、より詳細な事前解説が必要

であった。あるいは、英語授業に特化させる場合は、

教材にもっとやさしい内容の映像を選択すべきだと思

われる。

(4年 男 子)

  「特 に映 像 を 見 な くて も、訳 せ て しま うと ころ が

  気 に な りま した。」

 これ は 、映 像 フ ァイ ル とは また 別 に 、英 文 ス ク リプ

トを渡 して い るの で 、これ を 見 れ ば 訳 せ るで は な い か 、

とい うこ と で あ る。確 か に 、SSTの 契 約 期 間 が終 わ り、

字 幕 制 作 をWordに 切 り替 え てか らは 、 あ えて 「映 像

を 見 なが ら」「番 組 出 演 者 の表 情 を チ ェ ック しな が ら」、

とい う 「手 間 」 をか けな い受 講 生 が い た こ と も事 実 で

あ る。SSTで は 、 ま さ に放 送 現 場 で行 われ てい る よ う

な 、映 像 に直 接 字 幕 を 「打 ち込 ん で い く」 感 覚 の 新鮮

な作 業 とな った が 、Wordは そ の お も しろ さが 伴 わ な

い。 ま た、 映 像 メデ ィア そ の もの に対 す る興 味や 関 心

度 は 、受 講 生 に よ って ま ち ま ち な ので 、仕 方 の 無 い と

こ ろか も しれ な い 。

(3年 男子)

  「…  授 業 中 に先 生 が 他 の 学 生 の して い る事 、

  言 った 事 か ら自分 で 『や っ てみ る』 事 が リアル タ

  イ ムで で き る映 像 翻 訳 の 授 業 は大 学 生 に 合 っ て い

  る と感 じた 。」

 自分 だ っ た ら どん な字 幕 を付 け て こ の番 組 を視聴 者

に 見 て も ら うか 、擬 似 的 で は あ っ て も 一種 の 「ライ ブ

感 」を持 ちな が ら授 業 参 加 で き るの が 映 像 翻 訳 で あ る。

5.お わ りに

 米国におけるメデ ィア状況を理解 させるための手段

として採用 した映像翻訳が、授業回数を重ねるうちに、

映像翻訳自体が英語授業の目的に値することを、複数

の文献と自らの実体験から確認することができた。

 ところで、日本でいち早く映像翻訳を英語教育で実

践してきた染谷(2009)に よれば、「字幕翻訳」授業

の目的は 「原文の意図を正確に理解 し、これを簡潔か

つ的確な日本語で再表現する訓練を通 じて、教養ある

社会人に求められる高度な言語運用力(英 語・日本語)

を養成する」ことにあるとい う。

 日本人学生が将来、英語と日本語の橋渡 し役を果た
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すためには、結局は母語である日本語表現力が問われ

る。その鍛錬がおろそかだと日本社会の要請に十分応

えることはできない。ネイティブ ・スピーカーによる

英語によるディスカッション中心の授業を否定するわ

けではもちろんないが、翻訳 ・反訳(=翻 訳 した 日本

語から再び原文の英語に戻す)の 英語授業が、いま、

再評価 されていることに共感を覚えるのである。

6.参 考文献

太 田直 子 『字 幕 屋 は銀 幕 の片 隅 で 日本 語 が 変 だ と叫 ぶ 』

 光 文 社,2007.

染 谷 泰 正 「大 学 に お け る 『字 幕 翻訳 』 授 業 の た め の指

 導 モ デ ル 」『日本 通訳 翻 訳 学 会 第10回 大 会 』研 究発

 表 ス ライ ド,2009.

 http:〃someya・net.com184・Subtitle_TeachingMode

 UJimaku_Handout_TsuyakuGakkaiO9.pdf Mast

 visited Jan.30,2016)

染 谷 泰 正 『字 幕 付 き動 画の 作 成 と ウェ ブペ ー ジへ の埋

 め 込 み に 関 す るテ ク ニ カル ノー ト』 未 刊 行 論 文 集,

 11:'

 http:〃kakonacl.xsrvjp/subtitle/allinone_small.pdf

 Mast visited Jan.30,2016)

日本 映 像 翻 訳 ア カ デ ミー 『は じめ て の 映 像 翻 訳』 ア ル

 ク,2011.

藤 野 智 子 「オ ー ラル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に お け る 『映

 像 翻 訳 』 の試 み～ 字 幕 制 作 ソフ トとア フ レ コ用機 材

 を 利 用 して 」『東 京 学 芸 大学 附 属 高 等 学校 大 泉校 舎研

 究 紀 要』30:59・74,2005.

紅 粉 芳恵 「Caption'llxbeを 使 っ た字 幕 作 成 と授 業 デ ザ

 イ ン:イ ン タ ビュー 動 画 を利 用 して 」『外 国語 教 育 フ

 ォ ー ラ ム』14:61-75,2015.

付記・本稿に登場する受講生たちのコメン トや画像は、

   本人の承諾を得た上で使用 しています。
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。 F.蕩 . 諮 、一 げ ・ 一 「 ㌔

贈 醜 .げ瀞 瀞 〆  蟄  。 {
.謡       ,.ジ断 鰍 鵜 叔期 耐ワ転"詔脚r幽%

  C∫NLP2015(日 中 自然 言 語 処 理 共 同研 究促 進 会議)参 加 報 告

          秋桜舎 ・山本ゆうじ

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3(UTXチ ーム)

T は じめ に

 本 稿 で は 、第15回CJNLP2015にAAMT WG3(UTX

チ ー ム)リ ー ダ ー 山 本 ゆ う じ(筆 者)が 参 加 し発 表

を行 っ た結 果 を 報 告 す る。

 2015年10月18日 か ら19日 に か け て 、CJNLP2015

(China-Japan  Natural Language  Joint Research

Promotion Conference、 日中 自然 言 語 処 理 共 同 研 究 促

進 会 議)が 、 青 森 市 で 開 催 され た(写 真D。 本 会 議

は 、 自然 言 語 処理 技 術 で の研 究 協 力 や 共 同研 究 の促

進 を 目的 に 日本 と中 国 で 交 互 に 開 催 され て い る もの

で 、今 回 は15回 目で あ る。今 回 は 、AAMTか ら 中岩

会 長 と筆 者 が 参加 した 。 筆 者 は 、機 械 翻 訳 課題 調 査

委 員 会 の メ ンバ ー と して の 参 加 で あ る。

 会議 参加 者 総 数 は30数 名 で 、多 くは 中国 か らの 自

然 言 語 処 理 研 究者 で あ っ た。 会 議 で の 使 用 言 語 は す

べ て 英語 で あ る。

2 発表と会議

 筆 者 は 、聴 衆 の 多 くが 自然 言 語 処 理 研 究者 で あ る

こ と を 踏 ま え た 上 で 、UTX用 語 集 形 式

〈http://www.aamt.info/Japanese/utx/〉 の 意義 を説 明す る

発 表 を行 っ た。 発 表 の他 に 、 中国 で の機 械 翻 訳 の 現

状 につ い て情 報 収 集 も行 った 。 筆 者 の関 心 は 、 主 に

機 械 翻 訳 の 実用 面 で の 活 用 で あ るた め 、以 下 で 取 り

上 げ る 内容 に は偏 りが あ る こ と は ご 了承 い た だ き た

い 。

 筆 者 は 、会 議 初 日の 午 前 中の セ ッシ ョン で 発 表 し

た 。 筆 者 の発 表 の 要 点 は 、 機 械 翻 訳 の品 質 を 改 善 す

る に は 、 コーパ ス(言 語 デ ー タ)の 元 に な る 人 間 翻

訳 の 品 質 を 改 善 す る 必 要 が あ り、そ の た め に は よい

用 語 デ ー タが 必 要 で 、ま た そ の た め にUTXが 利 用 で

き る、とい うこ とで あ る。英 語 で は 、Chicago Manual、

APA、 MLAな どの 表 記 基 準 が 、 学会 や 出版 物 で 広 く

使 われ てお り、句 読 点 や 引 用 方 法 が 定 め られ て い る。

だ が 日本 語 で は 標 準 的 な表 記 基 準 が な く、 また 文 字

    写 真1会 議 会 場(初 日)・ 青 森 県 観 光 物 産 館 ア スパ

響欝 鞘 唖 糟… ～翼 "ツ「'了乱貼碑……了醒… 「 巾         L '  唱危一

驚

「

F華

壁,呪
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種 、 送 りが な な どで 多 様 な表 記 が 可 能 で あ る。 こ の

た め 、 用 語 デ ー タ な ど を参 照 しな い と、 メガ ネ 、 め

が ね 、 眼 鏡 な どの 多 様 な 表 記 が 脈 絡 な く混 在 す る こ

とが あ る。 表 記 基 準 が な く、 多様 な 表 記 や 句 読 点 が

混 在 して い る と 、言 語 資 源 と して の 品 質 が 落 ち る こ

と もあ る。 表 記 基 準 に 沿 って 表 記 統 一 され 、 また 用

語 集 で 用 語 統 一 され た 翻 訳 文 か ら作 成 され た 文章 の

コー パ スは 、 用 語 と表 記 の 面 で 一 貫性 が あ る 。 こ の

よ うな コー パ ス を使 え ば 、 統 計 翻 訳 の 精度 は あ る程

度 上 げ られ る もの と考 え る。 参 加 者 が研 究 対 象 と し

て い る 文 書 で 表 記 基 準 が使 わ れ て い る か質 問 した が 、

表 記 基 準 とい う観 点 は 明確 に は 意 識 され て い な い よ

うで あ った 。

 な お 筆 者 の 発 表 後 に 、参 加 者 か ら 「だれ が 用 語 ス

テ ー タ ス の 基 準 を 決 め る の か 」 とい う質 問 が 一 件 あ

っ た 。 「用 語 集 の管 理 者 が決 定す る 」 と回答 した。

 会 議 全 体 の 傾 向 と して 、機 械 翻 訳 の 精 度 に 関 す る

議 論 が 多 く 、機 械 翻 訳 を人 間 が ど う使 用 す るか に つ

い て の 議 論 は比 較 的 少 な か っ た よ うに 思 わ れ た 。 だ

が 、 中 国 科学 院 のChengqing Zong氏 に よ る 、機 械 翻

訳 、 翻 訳 メモ リー 、 用 語 集 、 言 語 入 力 シス テ ム を統

合 した ア プ リケ ー シ ョン(非 公 開)を 紹 介 す る発 表

も あ っ た 。 そ の 他 の 発 表 で は 、 中英 翻 訳や 英 文 解 析

の研 究 が 多 く、 日本 語 に 関連 す る研 究 がや や 少 な い

と感 じた。

 上 記 以 外 に は、(中 国 に あ る)東 北 大 学Xiao Tong

氏 は 、 氏 ら が 開 発 し た 統 計 機 械 翻 訳 シ ス テ ム

NiuTranslに つ い て発 表 され た が 、 構 成 が よ く、 英 語

も極 め て 流暢 で あ った の で 、 分 か りや す か っ た。 著

者 は 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム の精 度 を 向 上 す る た め に 用

語 デ ー タ を利 用 す る こ と を検 討 して い るか と質 問 し

た と こ ろ 、検 討 して い る との こ とで あ った(こ の 質

問 は 、UTXの よ うな用 語 デ ー タ が統 計 機 械 翻 訳 シ ス

テ ム で 活 用 され うる か とい うこ とを念 頭 に 置 い て い

た)。 ま た 、NiuTransは 、翻 訳 業 界 で広 く使 われ て い

 lXiao氏 の チ ー ム が 開 発 した オ ー プ ン ソー スの 統 計

翻 訳 シ ス テ ムNiuTrans

<http://www .nlplab.com/NiuPlan/NiuTrans.html>
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る翻 訳 メモ リー ツ ー ルSDL Tradosと の連 携 を して

い る との こ と なの で 、どの よ うな か もの か 質 問 した。

SDL Trados専 用 の プ ラ グイ ン と して提 供 され る もの

で は な く、 ホ ッ トキー 、 そ して お そ ら く ク リ ップ ボ

ー ド経 由 で情 報 をや り取 りす る シ ン プル な 連 携 の よ

うで あ っ た。 そ うで は あ っ て も、 筆 者 の経 験 で は 、

日本 の 機 械 翻 訳 関 連 の 会 議 で 翻 訳 メモ リー や ポ ス ト

エ デ ィ ッ トに 言 及 す る こ とは まれ な の で 、 興 味 深 か

った 。

 初 日の 夜 に は 交 流 の 宴 席 が 開 か れ た が 、 そ こ で も

い ろ い ろ と興 味 深 い 話 が 出 た。 発 表 で の質 疑 の 時 間

は 限 られ て い る の で 、 参 加 者 一 人 一 人 か ら細 か い話

や 本 音 を 聞 け るの は この よ うな 場 で あ る。た とえ ば 、

中 国 で は 言 語 資源 公 開 や オ ー プ ン ソー ス の よ うな 考

え方 は ま だ 少 な い との 意 見 が あ っ た 。 日本 で もそ う

で あ るの だ か ら、 これ は 意 外 で は な い が 残 念 な こ と

で あ る。

 2日 目に は 、専 門 家 を発 見す る ア ル ゴ リズ ム 、ウ ェ

ブ検 索 を 改 善 す る方 法 な ど につ い て 発 表 が あ っ た。

中岩AAMT会 長 は 、 日本 語 で のゼ ロ代 名 詞 の 自動検

出に つ い て発 表 され た 。ポ ス ター セ ッシ ョ ン も開 か

れ 、 用 語 デ ー タに 関 係 す る 発 表 も い くつ か あ っ た。

ポ ス ター セ ッシ ョン の ほ うが 、口頭 発 表 よ り も説 明

を じっ く り聞 く こ とが で き 、深 く理 解 で きた。

 ま た 、中 国 か らの 参加 者 がGoogleに つ い て言 及 し

て い た の が 興 味 深 か っ た 。Googleは 自然 言 語 処 理 で

は 無視 で きな い 存 在 だ が 、 中国 で は基 本 的 にGoogle

の サ ー ビス は使 用 で き な い は ず だ か らで あ る。

M ま とめ

 今回の会議は、 自然言語処理研究のさまざまな視

点を知ることができた非常に貴重な経験であった。

UTXが 実現する用語管理は、実用翻訳の観点からの

ものである。特定の技術や手法ではなく、広い視点

からの総合的な提案である。本会議では、実務翻訳

とは異なる研究者の視点を垣間見ることができた。

また、体系的翻訳の改善に関するいくつかのアイデ



アが得 られた。たとえば、静岡大学の綱川隆司先生

がWikipedia記 事を元データとして活用するボスタ

ー発表をされていたが、Wikipedia記 事の品質自動判

定は、文書 ・翻訳品質の自動判定に発展できるかも

しれない。 さらに、中国のさまざまな年代の研究者

の熱意に触発される面もあった。

 本会議では、研究者 と私のような実務者の意識の

違いも確認できた。UTX用 語集形式は、〈em>の よう

なタグを使 うXML形 式ではなく、原語や訳語の情報

をタブ文字で区切ったシンプルなタブ区切 り形式で

ある。UTX形 式がタブ区切 りとなったのは、実用面

からこの形式で必要十分だからである。 しか し、今

回、研究者 と話して、研究者にとってもシンプルな

タブ区切 り形式の利点があることを確認 した。実務

者は、用語データを不特定多数と頻繁にや り取 りす

るが、相手の技能や知識はさまざまである。たとえ

ば、翻訳会社が翻訳者に使用する用語を指定す る場

合、また翻訳者が使用 した用語を翻訳会社に知 らせ

る場合である。また実務者には、データを調整 した

り加工 した りする時間的余裕はない。用語データは、

なるべくそのまま用語ツールでスムーズに使えるこ

とが重要である。 これらの理由により、要素が明確

化され標準化されたXMLで 用語データをや り取 り

したほうが確実で便利なことがある。 しかし、研究

者の立場は異なる。研究者は、自分でデー タを加工

できる知識があるので、決められた形 としてXMLを

使 う必要がなく、む しろシンプルなタブ区切 り形式

のほうが扱いやすい。ただ、UTXの ように構造が標

準化 されていることで、研究で収集 したデータの再

利用や共有が しやすくなるのは大きな利点と言える。

今後、研究者に対 しても「標準化 されたタブ区切 り」

であるUTXの 利点をア ピールしてゆきたい。
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認薫蕊隷濫 誌濡

JTF翻 訳 祭 「MT Live～ 機 械 翻 訳 の 担 うべ き役 割 ～ 」

    熊野明

東芝 ソ リューシ ョン(株)

1.JTF翻 訳 祭 の 新 企 画

 JTF翻 訳 祭 は 、 日本 翻 訳 連 盟(JTF)の 年 次 イ ベ ン ト

で 、 毎年 興 味 深 い企 画 を行 って い る。2015年 のJTF

翻 訳 祭 は 日本 翻 訳 連 盟 の25周 年 企 画 と して 、11月26

日、都 内 の ア ル カデ ィア 市 ヶ谷 で 開催 され た。「四 半 世

紀 の 時 を超 え て、 そ して 次 な る未 来 へ 」 とい うテ ー マ

の も と、 例 年 よ り多い30セ ッシ ョンに 多 くの 翻 訳 関

係 者 が 参 加 した。

 筆 者 は 、90分 枠 を2つ 使 って 行 わ れ た 午 後 の セ ッシ

ョン 「MT Live～ 機 械 翻訳 の担 うべ き役 割 ～ 」に 講 演

者 と して 参 加 した 。機 械 翻 訳 を 紹 介 した 後 、 実 際 に 操

作 して 、 そ の 使 い 方 や 翻 訳 結 果 を 会 場 の 皆 さん に 見 て

い た だ く、 今 回 初 め て の企 画 で あ る。

 この 企 画 を聞 い た の は2015年6月 。JTF理 事 で も

あ る(株)十 印 の 渡 邊 社 長 か ら相 談 を 受 け た 。 渡 邊 社二長

は機 械 翻 訳 に 関 して 理解 が あ る 方 で 、翻 訳 業 界 で の利

活 用 が 重 要 と考 え て お られ る。

 「翻 訳 家 の集 ま りで あ るJTFで も、機 械 翻 訳 に 関 す

る関 心 は 高 ま っ て い る。既 に活 用 してい る人 もい るが 、

決 して 多 くな い。 話 を 聞 い た こ とは あ る が 、実 際 の翻

訳 を 見 た 人 は少 な い。 そ こ で 、セ ッシ ョンの 聴 講 者 の

前 で 実 際 に機 械 翻 訳 ソフ トを操 作 し、生 の 機 械 翻 訳 を

見 て も らい た い。 当 日翻 訳 す る課 題 文は 、 当 日ま でベ

ン ダ ー に公 開 しな い。 事 前 準備 な しでエ ン ジ ン本 来 の

実 力 を披 露 した い。」

 これ が 渡邊 氏 に よ る 「MT Live」 発 案 の 動 機 で あ る。

これ を聞 い て 「面 白 い」と思 い 、す ぐに参 加 を決 め た。

2.主 旨の説 明 と各社 システ ムの紹介

 当日の会場は6ト ラック中で最大の240人 収容の大

きな部屋であった。どのくらいの聴講者が集まるか心

配 した が 、講 演 開始 ま で に満 席 に な り、 そ の 後 立 ち 見

も出 る ほ どに増 え た。

 前 半セ ッシ ョンの 冒頭 、モ デ レー タで あ る渡 邊 氏 が

こ の企 画 の 主 旨 を説 明 した。 続 い て機 械 翻 訳 に 関す る

基 本 的 な情 報 と して 、RBMT(ル ー ル ベ ー ス 機 械 翻 訳)

とSMT(統 計 的機 械 翻 訳)の 特 徴 、プ レエ デ ィ ッ トとポ

ス トエ デ ィ ッ トの役 割 な どを紹 介 し、 多 くの聴 講者 と

機 械 翻 訳 に 関す る情 報 を 共有 した。 こ こで 渡邊 氏 が フ

ロ アの 聴 講 者 に 対 して 、機 械 翻 訳 を使 っ て い る か質 問

した と こ ろ 、約2割 が使 っ て い る こ とが 分 か った 。

 引 き続 き、 今 回 参 加 した機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 、 各 社

の 担 当者 が 紹 介 した 。 機 械 翻 訳 ベ ン ダ ー と して 参加 し

た の は3社 。 講 演 の順 に 示 す。

 (1)東 芝 ソ リュ ー シ ョン(株)熊 野 「The翻 訳 プ ロフ

ェ ッシ ョナ ル 」

 翻 訳 精 度 を高 め る知 識 、Microsoft Officeな ど との

連 携 、 特 許 文 書 処 理 な ど を紹 介 。

 (2)(株)ク ロ ス ラ ン ゲ ー ジ 専 務 取 締 役 玉 井 康 裕 氏

「WEB・Transer」

 Webペ ー ジ の 情 報 を、簡 単 に 多言 語 翻 訳 で き る機 能

を 、 実 際 の利 用 サ イ トの 情 報 を含 めて 紹 介 。

 (3)(株)NTTデ ー タ技 術 開 発 本 部 松 永 務 氏 「技 術 文

書 を 対 象 に した 法 人 向 け機 械 翻 訳 サ ー ビス 」

 N'1"1'研 究 所 の 統 計 機 械 翻 訳 エ ン ジ ンで 、顧 客 保 有 の

対 訳デ ー タ を学 習 して翻 訳 す るサ ー ビス を紹 介 。

3.現 場 で渡 され た課題 文 を翻 訳

 各社のシステムで課題文の英日翻訳を行った。課題

文は、後半で登壇する翻訳者3人 が用意 したもので、

特許文24文 、IT分 野43文 、一般文29文 。この内容

はこの時点まで非公開であった。各社の機械翻訳は、
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ユーザ辞書のカスタマイズなどで準備することはでき

ない。会場で調整できるのは、入力文書を概観 して、

適切な専門用語辞書を選択することくらいである。

 なお、NTTデ ータのシステムは技術文書専用であり、

「一般」文書を翻訳するための学習データがないため、

一般文は翻訳しなかった。

 各システムでの原文入力から翻訳までの操作手順は、

大型スクリーンに投影され、講演者 と聴講者の間で、

ライブ感を共有することができた。

 この課題文翻訳で各社のシステムが出力した訳文は、

事務局が取りまとめ、後半のセッションまでに印刷 さ

れて聴講者全員に配 られた。

4.専 門翻 訳者 が訳 文 を評価

 後半90分 は、各分野の専門翻訳者が自分の用意 し

た課題文の翻訳結果に対 して、各自が講評す ることか

ら始まった。聴講者は、直前に印刷 された翻訳結果を

手にしているので、すべての訳文を見ることができる。

 一人目は、久遠特許事務所代表で弁理士の奥山尚一

氏。特許文書翻訳のエキスパー トで、特許の課題文に

対する講評 を行った。

 特許文の翻訳の難 しさを説明 した後、機械翻訳の有

効性を述べた。「技術用語が正 しく翻訳されてお り、特

許請求範囲のような特殊な文を除けば、下訳には十分

な精度。現在の機械翻訳は十分利用可能なレベル」と

評価 した。予想以上に好意的なコメン トだった。

 二人目は、エイブス技術翻訳スクール校長 ・チーフ

インス トラクタの疋田正俊氏。技術文書翻訳の専門家

で、IT分 野テキス トの翻訳結果に講評 した。

 「representativeは 、組織の代表者を示す場合が多

いが、担 当者 を指すこともあり、正 しい翻訳には文脈

や背景知識が必要。主語のyouや 助動詞のmayは 、

日本語に訳さないほうがいい場合が多い。」など、英文

技術文書に対する日本語訳のノウハウを紹介 した。奥

山氏同様、機械翻訳に対して活用可能であるとコメン

トした。

 最後は、 日英翻訳者で翻訳学校講師の遠田和子氏。

出題 した 「一般 」課 題 文 に は 、機 械 的 な 判断 が 難 しい

多 義 語 を含 む ものや 、 通 常 の技 術 文 を 口語 的 に言 い換

え た 文 な どが 含 まれ て い た。

 "He sat behind the wheel and_"「 この"wheel"

を車 輪 では な くハ ン ドル と判 断す る に は 、句 と して の

登 録 か 、共 起 語 を参 照 した 知 識 が 必 要 で あ る。」 とコ メ

ン トした。"My cell is running out of juice."は 携 帯

電 話 の 充 電 が 切 れ そ うな状 況 を表 して い る 口語 表 現 だ

が 、The翻 訳 プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル 、 WEB・Transerと

も に正 し く訳 す こ と は で き な か った。 も ちろ ん 、The

battery of my cell phone is running low.と い う通 常

の 表 現 は、 ど ち ら も正 し く翻 訳 で き た。

 「同 義 の 言 い 換 え 文 を 翻訳 す る の は 、機 械 で は 無 理

だ ろ う。 比 喩 の 表 現 も機 械 で は無 理 。 人間 が 活躍 す る

部 分 だ 。」と人 間 の 翻 訳 知 識 の 重 要性 を強 調 して 講 評 を

締 め く く った。

5.デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

 機 械 翻 訳 に 関 して 、ベ ン ダ ー 、翻 訳 者 だ けで な く、

フ ロア の 聴 講 者 を交 え て デ ィス カ ッシ ョン を行 った 。

 翻 訳 業 界 で の 課 題 の 一 つ は 、 多 言語 翻訳 ら しい。 英

語 、 中国 語 、韓 国 語 な どの 主 要 な 言語 だ け でな く、 欧

州 各 言 語 、 ア ジ ア各 言語 、 な どの少 量 多 品種 の 翻 訳 を

サ ポー トす る ツー ル が 必 要 とい う意 見 が述 べ られ た 。

 モ デ レー タか ら 「テ ク ノ ロ ジー は 翻訳 の 世 界 を変 え

る か」 とい うテ ー マ が示 され 、 翻 訳者 の一 人は 「翻 訳

メモ リが発 案 され た 時 に は 関 心 を 持 つ 人 は少 な か っ た

が 、今 で は翻 訳 に 必 須 の ツー ル に な っ て い る。 機 械 翻

訳 も、この よ うに な る だ ろ う。」 と述 べ た。 私 は 、既 に

必 須 の ツー ル に な っ て い る と考 え て い るが。

6.お わ りに

 JTF翻 訳祭に初めて講演参加 したが、技術や製品を

直接紹介できるだけでなく、翻訳家の講評からも機械

翻訳の実用性を示す ことができ、有意義であった。

 企画準備段階から支援 していただいた 日本翻訳連盟

関係者の皆 さんに感謝 します。
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∵蕊灘1

特 許 公 報 ・技 術 文 献 に フ ォー カ ス したnpat翻 訳 サ ー ビス

      本間 奨

日本特許翻訳株式会社 http://npat.co.jp

1.はじめに

 これからは、TPPで 代表される国と国との様々な

障壁が取 り除かれ、同 じ仕組みで運営されていくこ

とにな ります。いろいろな障壁が取 り除かれていく

としても、最後に残る最大の障壁は言語の壁が残 り

ます。知的財産分野で も海外、とりわけ米国、欧州、

中国、韓国そしてこれからはアジアの外国特許も日

本の特許同様に調査することが必用 となってきま

す。このときに、言語の壁が大きく立ちはだかりま

す。人手で1件 の外国公報を翻訳すると十万円をこ

える多大な費用 と時間が発生 します。一方現時点で

は機械翻訳では精度の面で課題があります。

 さらに、海外の特許公報(明 細書)を 技術文献と

して利用 しようとすると、国 ・公報種別で段落の順

序がことなり、図 と図の説明と本文が別々の頁にレ

イアウ トされるため特許公報を技術文献 として利

用する場合、必ず しも使いやすいものではありませ

んでした。

 日本 特 許 翻 訳 株 式 会社 が独 自 に提 供 す る

PatSpreadで は、重要な海外の特許公報(明 細書)

の全文をわか りやすい正確な日本語で、さらに見や

すい2頁 見開き形式(スプ レッド形式)で横長表示さ

れ、PCデ ィスプ レイの横長画面にマッチするため

見易いとい うメ リッ トを持っています。あわせてど

の国のどの種別の公報でもフロン トページは発明

の名称、要約、代表図、請求の範囲が1画 面に集

約されており、発明特定事項の理解がしやすいとい

うメリットがあります。 このPatSpreadは 以下に

説明する翻訳システムを用いて、外国公報の翻訳を

行っています。

2010年 頃 を境 に 、あ らか じめ 訳 文 対 とな る英 文 を

S-0-V形 式 の 語 順 変 換 を行 って か らSMTを 適 用 す る

方 法 を用 い る こ とで 、英 日で も 「わ か らな い 」⇒ 「わ

か る」 へ 質 的 に精 度 が 向 上 し、2013年 のNTCIR-10

タ ス ク で 、SMTが ル ール ベ ー ス の 精 度 を上 回 る こ と

が 初 めて 立証 され ま した。

 日本 特 許 翻 訳 株 式 会社 で は 、 この よ うな 語順 変換

SMTを コア に そ の 前 処 理 の プ リエ デ ィ ッ ト工程 と

後 処 理 の ポ ス トエ デ ィ ッ ト工程 を膨 大 な 事 例 分析

か ら学 習 したMT PIus翻 訳 シ ス テ ム を 開 発 しま し

た。そ の 成 果 は、特 許 庁 実用 新 案 抄録 の 翻 訳 に採 用

され す で に100万 件 以 上 が 特 許 庁 検 索 シ ス テ ム

J-PlatPatで 使 用 され て い ます 。 npat翻 訳 サー ビス

は 、 このMT PIusを 用 いて 、外 国公 報 の翻 訳 公 報

PatSpreadと 技 術 文 献 や 知財 文 書 を対 象 と した ド

キ ュ メ ン ト翻 訳 、テ キス ト翻 訳 か らな る ク ラ ウ ドサ

ー ビス で
、 図1の 翻 訳 フ ロー で 提 供 され ます 。

.身

 ご磐 ㍗懲 ㌦
誕.ワ.鵬 卸娠 .撮 鹸.

  ぐ[ 鞍察
  ㌧隔 現漁 翫

    護'ξ 驚

  ,み 轟融 嫉 棄、髪
・一 ご'  気 雄 置磯

∵ 二驚 灘

,

2.英語 ・中 国語 ・ドイツ語 ・フランス語 ・韓 国語 か ら日本

語翻 訳 に 対応 可 能 なnpat翻 訳 サ ー ビス

欧 米圏 の 言 語 で は、S(主 語)-V(動 詞)-0(目 的 語)

の語 順 が 同 一 で あ り、こ の よ うな言 語 間 の 機 械 翻 訳

は精 度 が よ く広 く実 用 化 され て い ます 。一 方 日本 語

で はS-0-Vと そ の 語 順 が大 き く異 な り、英 日の 統 計

的機 械 翻 訳(SMT)の 精度 は ル ー ル ベ ー ス 翻 訳 を 上 回

る こ とが で き ませ ん で した 。

㌧ド画'煽 偏窃義伽

噌 画 毒__淋

図1翻 訳 フロー(プ ロ翻訳 は必要 に応 じ提供 され る)
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3.翻 訳 精 度

npat翻 訳 で 用 い るMT PIusの 英 日 ・中 日翻 訳 精 度

に つ い て は 、競 合 サ ー ビ ス比 較 で 高 精 度 で あ る こ と

を報 告 しま した。 注1)

以 下 に 中 日翻 訳 精 度 に つ い て 、特 許 庁(JPO)「 中 韓

文 献 翻訳 ・検 索 シ ステ ム」 との 比 較 を お こな い 図2

に結 果 を ま とめ ま した。図2は 、日本 企 業 か らの 特

許 出願 や 翻 訳 業 務 をお こな っ て い る 中 国 の大 手特

許 事 務 所 の 日本 部 責任 者 讐 田 飛鳥 氏 にお 願 い し

て評 価 して い た だ い た もの です 。

図2の 評価 は 、100文 字 あ た りの誤 訳 合 計 ス コ ア

を100か ら差 し引 い た値 です 。 翻 訳 精 度 評 価 は 、

① 未訳

② 文 法誤 り(主 語 、 動 詞 、 目的 語 、 状 語 、 定 語)

③ 単 語 の誤 訳

の観 点 で評 価 され ます 。

npat翻 訳(図 中MT Plus)が 青 バ ー 、特許 庁 が 赤 バ

ー で示 しま した
。

全 体 評価 ス コア はnpat翻 訳 が70に 対 して

JPO「 中韓 文 献 翻 訳 ・検 索 シ ス テ ム 」 で は14の よ

うにnpat翻 訳 が 高 い ス コア を示 して い ます 。 詳 細

に み る と、JPOは 同 じ請 求 項1で も特 許 間 の ば らつ

きが 大 き い こ とが わ か りま す。

この よ うな ば らつ き につ い ては 、2014年 度 中 国

IPG特 別 テ ー マ 調 査 委 員 会 の報 告 注2)で も指 摘 され

て い ます 。

この 報 告 で は 、JPO翻 訳 「中 韓 文献 翻 訳 ・検 索 シ

ス テ ム」 に つ い て

 『(1)中 国 語 の 先 行 文 献 調 査

発 明 ・実 用新 案 の 出願 前 先 行 文 献調 査 をす る分 に

は 、中国 語 の 解 ら な い発 明 者 ・知財 ス タ ソフで あ っ

て も概 ね 発 明 の 内容 を 理解 で き るた め 、有 効 な ツー

ル で あ る と考 え る。

 (2)ク リア ラ ンス 時 の ノイ ズ取 り

例 え ば 、母 集 団 が1000件 あ る 中 か ら ノイ ズ を 取 っ

て数 百件 に件 数 を絞 る こ とは 可能 で あ る と考 え る。

た だ し、発 明 の 内 容 を ほ とん ど理 解 で きな い 翻 訳 文

が含 まれ る た め 、完 全 に ノイ ズ を 除去 す るの は 困 難

で あ る。 この 場 合 、よ り詳 細 な 知財 検 討 を 行 い た い

場 合 、別 途 人 の 手 に よ る翻 訳 等 を検 討 す る必 要 が あ

る と考 え る。 』

の よ うに 結論 づ けて い ます 。

 (2)の 下線 部 の 理 由 と して 、 「誤 訳 が 多 くほ と

ん ど理 解 で き な い 」割 合 が 全 体 の17,5%あ るた め

と して い ます 。

誤訳

誤訳

評点:

た らの てスコア0覧121いぽ と山簡滋 てあ ることを示憧 、誤訳

評世1の観・∴1な胡訳届7こ、 誤沢、 タイフミス ぐ構、況、

公 搬番号    翻訳 者 確認 箇漸
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100文...rt_i I_り 誤沢ぐ≧,」スコアを100か ら{し 引い

                 評点
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講求項1

文宇数
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301
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   請求項1て は精凄か同等な嚇合か・あるか、背景技術や詳細な説 ioo

   明 てはMT PIりか精度か高い。

77.53 総合的にはMTPIusか 特許庁中鯉翻訳検索システム似 下」PO)
   より精凄かたかい。

70.04

  精度高 い。    100

57.75

    80 ・27
.23

    60 '
66.78

    m                 騒平均
一b

.31

78.32    ●   -0

-35 .50         MT PIus       IPO

                 畠 制 ≧・
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口jPO

図2 npat翻 訳 システ ムの中 日翻訳 と特許 庁 「中韓 文献翻訳・検索システム」との比較結果
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4,外 国 公報 の 日本 語 翻 訳 公 報:PatSpread

PatSpreadは 、 米 国 特 許 、 中 国 特 許 ・実 案 、 ヨー

ロ ッパ 特 許 、WO特 許 の五 大特 許 庁 に加 え韓

国,DE, FR, GB, CAな どの外 国特 許 庁 か ら発行 され た

外 国 公 報 の 日本 語 翻 訳 公 報 の こ と です 。PatSpread

で は図3の よ うにPCデ ィス プ レイ に マ ッチ した2

頁見 開 き形 式 で提 供 され ます 。

PatSpreadの 特 徴 はnpat翻 訳 シ ス テ ム に よ り高精

度 に翻 訳 され る こ との 他 に 、以 下 の① ～③ の 工 夫 に

よ り見や す く表 示 され ます 。

① 「図 」 と 「図 の 説 明 」 と 「本 文 」は公 報 中 で別 々

の ペ ー ジに 掲 載 され て い るた め 技 術 文 献 と して 利

用 しに くい とい う課題 が あ りま した 。figrefタ グ

また は テ キ ス ト参 照 を お こな い 「図」と 「図 の説 明 」

を本 文 に挿 入 して 技術 的 な 内 容 を理 解 しや す く し

ま した。以 下 はEPの ドイ ツ 語特 許 の 図挿 入例 です 。

 監   蛤  司    `リ  ノ   昏

1三'11ヨ11亨

  1四 コ 、1
亀' 川 口     ,

 、3 碍  1丁 虚  層o 泊  巨  7

      Fpl

lご.」1験ミ覧繭 気幟 コ、'星  脚虞へ 闘"州 吃rl

・,懲 徽2幽,f、1∵.,1噂;論 ～,輪:'、;醜畷1、 脚F"

還 デ ・:.凋 占 ・,・,.・,.,..・ … 謄 聖 焦,噛

②mathMLに 対 応 した複 雑 な数 式 表 示 が 可 能

USP/EP/CNで は複 雑 な数 式 にmathMLと いう特 殊

なxm1を 用 いて います 。 「中韓 文 献 翻 訳 ・検 索 シス テ

ム」 で は 、 中 国 特 許mathMLは タ グの み で 表 示 され

る た め 、数 式 内 容 は 原 文 公 報 イ メー ジを 見 る 必 要 が

あ ります が 、PatSpreadで はmathMLレ ンダ リングを可

能 としてお り、数 式 が 請 求 の 範 囲 の 構 成 要 素 となるケ

ー スや 技 術 文 献 として利 用 す る場 合
、数 式 内 容 の理 解

が 可 能 となってい ます 。

 以下にUSPの 数式表示例を示しました。
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③中国語 ・韓国語の公報中の表については表内の

見出 し語 も翻訳され、大きな表も見やすく表示され

ます。 (以下中国特許例)
1〔ゆlll71

レ … 〆 酬

1〔畦レ掛 顔
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編犠蜘 電1性額鰻材轡の比卜lliba+ミ0
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微織孔の倉喬比1田周     獅
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   紛      毎`D

   も`蓼     蔓(屡

   1     1

3        10     荏り

   2個 の場 所1懇 の 壊所

5.ドキ ュメント翻 訳

 ドキ ュメ ン ト翻訳 とは 、科 学 技 術 文 献 の もつ 複 雑

な レイ ア ウ トや 図 ・表 ・上 付 き下 付 き文 字 、欧 文 フ

ォ ン ト、ハ イ パ ー リン クな どの ドキ ュ メ ン ト情 報 を

正 確 に レイ ア ウ トして翻 訳 ドキ ュ メ ン トに反 映 す

る独 自技 術 に よ る ドキ ュ メ ン トの 翻 訳 サ ー ビス で

す。お 客 様 の 技 術 文 献 やPatSpreadで カ バ ー され な

いpdf公 報/審 決 書/拒 絶 理 由通 知/補 正 ク レー ム な

どの 知財 関連 文 書 を ア ップ ロー ドす るだ け で 同 じ
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レイ ア ウ トの 翻 訳結 果 を 取 得す る こ とが 可能 です 。

原 文 ドキ ュ メ ン トは ス キ ャ ン イ メ ー ジ フ ァ イ ル

(.jpeg,.of,.png)ま た はadQbe社 のAcrobatか

Distillerで 作 成 され たpdFま た は リ ッチ テ キ ス ト

を用 い ます 。 翻 訳 ドキ ュ メ ン トは 、pdfと リッチ テ

キ ス トの2つ の形 式 で ダ ウ ン ロー ド可 能 とな り ま

す 。ユ ー ザ ー は 、リ ッチ テ キ ス ト形 式 の翻 訳 ドキ ュ

メ ン トを利 用 して 、必 要 に応 じて 、 ユ ー ザ ー のMS

officeワ ー ド環境 で 翻 訳編 集 が 可能 とな り ます。

 ドキ ュ メ ン ト翻 訳 は科 学技 術 文 献 の ほか 、審 決 書

や 拒 絶 理 由通 知 、補 正 ク レー ム な どの 知財 関連 文 書

の 迅 速 な 翻 訳 サー ビス を ご利 用 い た だ け ます 。

6.おわ りに

 特 許 検 索 サ ー ビス 分 野 で は 、 中国 ・韓 国 を 含 む 五

大 特 許 庁 か ら発 行 され る 外 国 特 許 の 日本 語 対 応 が

急 務 の 課 題 で あ り、正確 で 見 易 い 特許 翻訳 が強 く望

まれ て い ます 。 あわ せ て 、非 特許 文 献 で あ る科 学技

術 文 献 につ い て も、英 文 以 外 の 文 献調 査 も必 要 に な

って き てお り、npat翻 訳 サ ー ビス が外 国特 許 調 査

の生 産 性 向上 、ひ い て は 研 究 開 発 の 一助 とな る こ と

を願 っ てや み ませ ん。

 注1)AAMTジ ャーナル56号p39-42

 注2)「 中韓文献翻訳 ・検索システムに関する調査研 究」

http://www. jetro-plop. org/html/ipg/report20150414202101.pdf
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図4npat翻 訳サー ビスで提供 され る ドキュメン ト翻訳 による化学論文の翻訳例。

49



,

 勲嵐騒熱瑠繍

これ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVol.7

           小谷克則

関西外国語大学、機械翻訳課題調査委員会WGI、 WG2

は じめに 語音声翻訳アプリの開発に乗 り出 します。

 AAMT Forumを 通 じて 配 信 した メー ル マ ガ ジ ンの

バ ックナ ンバ ー をお 届 け します 。 今 回 は 第56号 か ら

第65号 に加 え て 、 号外 が 一 号 あ ります 。

 今 回 は 、東 京 オ リン ピ ックや 移 民 問題 とい った社 会 情

勢 に 関連 した ニ ュー スな どが あ り、世界 中の様 々 な場 面

で機 械 翻 訳 が コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの 潤 滑 油 とな っ て い

る こ とが 伺 え ま した。 また 、法 人 会 員の 皆様 方 に関 連 す

る ニ ュー ス もあ りま した。今 後 もメ ール マ ガ ジ ン を通 じ

て様 々な 情報 を皆 様 に配 信 させ て い ただ きます 。

 尚 、 メ ール マ ガ ジ ン と して配 信 す べ き情 報 が ご ざ い

ま した ら、是 非 お 知 らせ くだ さい。 ま た 、そ の他 、お

気 付 き の点 な ど もAAMT事 務 局 まで お 寄 せ くだ さい。

よ ろ し くお 願 い い た します 。

 で は 、メー ル マ ガ ジ ン第56号 か ら第65号 、そ して

号外 を再 び お 届 け します 。

http:〃www. sankei.com/life/news/150903/lif1509030

029-nl.html

■ 「て が き翻 訳 」 の トラ イ ア ル サ ー ビス を 提供 開 始

 株 式 会 社NTTド コ モ は 、 手 書 き 文 字や イ ラス トで

意 思 を伝 え る翻 訳 サ ー ビス 「ひ つ だ ん 翻訳TM」 の名

称 を 「て が き翻 訳TM」 へ変 更 し、9日 よ り、AndroidTM

スマ ー トフ ォ ンや タ ブ レ ソ ト向 け の トラ イ アル サー ビ

ス を提 供 しま した 。

https:〃www.nttdocomo.co.jp/info/news _release/2015

/0910900.html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015110102配 信vol.057

AAMT Forumメ ール マ ガ ジ ン

2015109117配 イ言vo1.056

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当 で す。 朝

夕 は め っ き り涼 しく、 過 ご しや す くな りま した。 今 年

は秋 の 大 型連 休 、 シル バ ー ウ ィー クが あ り、 い つ も よ

り も秋 の魅 力 を じっ く り楽 しめ そ うです ね。 で は 、 メ

ール マ ガ ジ ン第56号 をお 届 け します
。

■救急隊の翻訳アプリ開発 消防庁、訪日客に迅速対応

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す 。 仲

秋 の候 、 い か が お過 ご しで しょ うか。 衣 替 えの 季 節 と

な りま した が 、天 気 の移 り変 わ りの 激 しい この 頃 、 そ

の時 々 に適 した装 い に気 を つ け ま しょ う。 で は 、 メ ー

ル マ ガ ジ ン第57号 を お 届 け します 。

■300万 ダ ウ ン ロ ー ド突破 の 翻 訳 ア プ リ

 応 で 大 幅 リニ ュー アル

33言 語対

 総務省消防庁は、2020年 東京五輪 ・パラリンピック

に向け増加が見込まれる外国人観光客らに対応するた

め、救急隊員の業務用スマー トフォンに導入する多言

 エ キ サ イ ト株 式 会 社 は 、翻 訳 ア プ リ 「エ キサ イ ト英

語 翻 訳 」の フル リニ ュ ー ア ル を 行 い 、「エ キサ イ ト翻 訳 」

と して 配信 を開 始 しま した 。
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http:〃prtimes.jp/mainlhtmllrd!p1000000474.000001

346.htm1

■ 「独語一アラビア語」のグーグル翻訳が利用急増、

 移民流入で

 米 グー グル は25日 、 自社 が 提 供 す る 翻 訳 サ ー ビス

「グー グル 翻 訳 」 に つ い て 、 中 東か らの移 民 が殺 到 し

て い る ドイ ツ で 、 ドイ ツ語 とア ラ ビア語 間 の利 用 需 要

が 従 来 の5倍 に急 増 してい る と して 、 これ ら を第 一 言

語 とす る人 々 に サ ー ビス 改 善へ の協 力 を 呼 び 掛 け ま し

た。

http:〃www.afpbb.comlarticles1・13061330

 み ず ほ銀 行 は10月1日 、NTTド コモ と連 携 して 、

タ ブ レ ッ ト端 末 を使 った 自動 音 声 翻 訳 サ ー ビ スの 実 証

実験 を 開始 し ま した。 この サ ー ビス を利 用 す る と、 ボ

タ ン を押 して タ ブ レ ッ ト端 末 に話 しか け るだ け で 、 外

国語 と 日本 語 を 自動 的 に 翻 訳 で き ます 。 両 替 な どで 銀

行 を訪 れ る海 外 か らの旅 行 者 な どへ の サ ー ビ ス支援 策

と して 、そ の有 効 性 が 期 待 され ます 。

http:〃news.mynavi.jp/news/2015/10/05/122/

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015110130配{言vol.059

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015110116配 信vol.058

 こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 朝

晩 の 冷 え込 み が 日増 しに感 じ られ る この 頃 、 い か が お

過 ご しで しょ うか 。 紅 葉 で 山 が 染 ま り始 め る季 節 、 今

年 の 色 付 きは まず まず 綺麗 に な る そ うで す が 、 どの よ

うに色 づ くか 楽 しみ で す ね。 で は 、メー ル マ ガ ジ ン第

58号 をお 届 け します 。

■総務省が多言語音声翻訳、リクルー トら3社 に委託

 研究開発

 リクル ー トライ フ ス タイ ル は10月9日 、 同社 と リ

クル ー トコ ミュ ニ ケー シ ョンズ 、 お よび フ ユ ー トレ ッ

クの 子 会社 のATR・Trekに よ る 共 同提 案 が 、 総務 省 の

委 託研 究 開発 に採 択 され た と発 表 しま した。

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す。 霜

降 の候 、 だ ん だ ん と寒 さ を強 く感 じる よ うに な っ て 来

ま した。 本 格 的 な 冬 を 前 に体 が 慣 れ な い この 時 期 、 体

調 の変 化 に は気 を つ け ま しょ う。 では 、 メー ル マ ガ ジ

ン第59号 をお 届 け します 。

■パナ ソニックやNTT、 多言語音声翻訳技術を推進す

 るコンソーシアムを設立

 パ ナ ソニ ッ ク、NTT、 国 立研 究 開発 法 人情 報 通 信 研

究機 構 、 パ ナ ソニ ッ ク ソ リュー シ ョンテ ク ノロ ジー 、

KDDI研 究 所 、 み ら い翻 訳 らは 、10月26日 に 「総 務

省 委 託研 究 開 発 ・多 言 語 音 声 翻訳 技 術 推 進 コ ン ソー シ

ア ム 」 を設 立 した と発 表 しま した。

http:〃japan.cnet.com/news business/35072511/

■翻 訳 エ デ ィ タ に新 機 能 搭 載!ベ ス トセ ラー 翻 訳 ソフ

 トの 最 新 版!「 コ リ ャ英 和!一 発 翻 訳2016for

 Mac」 シ リー ズ(DVD-ROM版)を 新 発 売

http:〃news.mynavi.jp/news/2015/101121028ノ

■みずほ銀行、タブレット端末を使った自動音声翻訳

 サービスの実証実験を開始

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ株 式 会 社 は 、最 新 のMac OS環 境 に 対

応 した英 日 ・日英 翻 訳 ソ フ ト 『コ リャ英 和!一 発 翻 訳

2016for Mac』(DVD・ROM)を2015年11月20日(金)
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よ り発 売 します 。

http:〃www.logovista.co.jp/LVERP/information/news

/2015-1023-kry2016mac.html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015111120配1言vol.061

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015111120(1116)酉 己i言voLO60

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 晩

秋 の候 、 い か がお 過 ご しで し ょ うか 。 秋 の 行 楽 シー ズ

ンを 迎 え 、名 所 は 今 が 紅 葉 狩 りの 真 っ盛 りで し ょ うか 。

暖 か い 日に は そ う した所 へ 足 を運 ぶ の も良 い か も しれ

ませ ん ね。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第60号 をお 届 け し

ます 。

■ 多言 語 音 声 翻 訳 アプ リ"VbiceTra"(ボ イ ス トラ)が

 進 化

 NICTは 、 これ まで の 研 究 開 発 成 果 を反 映 させ た 多

言 語 音 声 翻 訳 ア プ リ"Voice'IYa"(ボ イ ス トラ)の 新 バ

ー ジ ョン を10月22日(木)に 公 開 しま した
。

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当で す。 秋 の

日は釣 楓 落 と し といい ます が 、この 頃 は本 当 に 日が 落 ち

るの が早 くな りま した。師 走 となれ ば何 か と忙 しくな り

ま す の で、 準備 で き る こ とは 早 め に準備 を しま し ょ う。

で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第61号 を お届 け しま す。

■日本語を自動で翻訳し拡声するメガホン型翻訳機 を

 成田空港が試験配備

 成田国際空港は12日 、空港での緊急時案内用とし

て、日本語を多言語に翻訳 して繰 り返 し拡声すること

ができるメガホン型翻訳機 「メガホンヤク」を試験配

備することを発表 しました。

http:〃www.rbbtoday.comlarticle12015111/131137007.

html

■翻訳サー ビスを使 うコツは、日本語脳 と英語脳を使

 い分けること

http:〃www.nict.go.jplpress/2015110122・1.html

機械翻訳で上手に日英翻訳を行 うために考えるべき

日本語 と英語の違いと、中間日本語についての記事です。

■東芝、日英旧 中の通訳機能を備えた会議支援システ

 ムを開発

 東芝 は10月29日 、外 国 人 との ビ ジネ ス 会 議 な どに

お い て 、翻 訳 結 果 を リア ル タイ ム で パ ソ コ ンや タブ レ

ッ トな ど に字 幕 表 示 し、 外 国 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を

支援 す る 日英 ・日中の 通 訳機 能 を備 え た 会議 支 援 シ ス

テ ム を開 発 した こ と を発 表 しま した。

http:〃news.mynavi.jp/news1201511013011471

http:〃www.lifehackerjp/2015/1U151106book _to_㎜ 己html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015/12104酉 己信vol.062

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当 で す 。 師

走 の 候 、 いか がお 過 ご しで し ょ うか。 今 年 も残 りあ と

わ ず か と な りま した 。 何 か と忙 しな い時 期 で は あ りま

す が 、怪 我 や 病 気 な ど な く新 年 を迎 え る こ とが で き る

よ うに気 をっ け ま し ょ う。で は 、メー ル マ ガ ジ ン第62

号 をお 届 け します 。
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■ ク ロス ラ ンゲ ー ジ、 業 務 用 翻 訳 ソフ トの新 バ ー ジ ョ

 ン を2種 類 発 売!

 ビ ジ ネ ス/科 学 技 術 分 野 向 け の 業 務 用 翻 訳 ソ フ ト

「PC・Transer翻 訳 ス タ ジオV22 for Windows」 は12

月4日(金)、 医 学 分 野 に 特 化 し た 翻 訳 ソ フ ト

「MED・Transer V14 for Windows」 は12月18日(金)

よ り販 売 が 開 始 され ます 。

http:〃prtimes.jp/main/htmUrd/p/000000077.000002

804.htm1

■NTTド コ モ 、 「て が き翻 訳 」 の正 式 版 を提 供 開 始 、

 Androidア プ リをア ップ デ ー ト

も皆 様 に とっ て 良 き年 で あ ります よ うに心 よ りお 祈 り

申 し上 げ ます 。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第63号 をお 届

け します 。

■自動音声翻訳、実用化へ加速

 シス ト

京都で外国人観光ア

 NTTド コモ は11月30日 、9月 よ り トライ アル サ ー

ビス と して 提 供 して い る翻 訳 ア プ リ 「て が き翻 訳 」 を

正 式 版 に 昇 格 させ て 改 めて リ リー ス しま した 。

 訪日外国人観光客が増加 し、2020年 東京五輪 も

控える中、京都府内で音声翻訳技術の開発が加速して

います。

http:〃getnews.jp/archives/1278966

■鳥取市の 「1000円 タクシー」が位置情報で翻訳精度

 上げる社会実証

 11月18日 よ り、KDDI株 式 会社 と株 式 会社KDDI

研 究 所 に よ る 多言 語 音 声 翻 訳 シ ス テ ム を 活用 した社 会

実証 が 、鳥 取 市 を訪 れ る訪 日外 国 人 向 け の周 遊 観 光 タ

ク シー(1000円 タ ク シー)で 、実 施 され る こ とに な り

ま した。

http:〃qzss.gojplusageluserreport!tottori _151127,html

http:〃www.kyoto・np.co.jp/environment/article/2015

1204000063

■ 音 声 翻 訳 の ロボ ッ トコ ン シ ェル ジ ュ、 名 古屋 駅 で 実

 証 実 験 を開 始 一KNT-CT

 近 畿 日本 ツー リス トは2015年12月10日 と11日 、

JR名 古屋 駅 コ ン コー スで の 「名 古 屋 ・東 海 観 光PRイ

ベ ン ト」 で 、音 声 翻 訳 シ ステ ム を搭 載 した 卓 上 ロボ ッ

ト 「Sota」 に よ る 「ロボ ッ トコン シ ェル ジ ュ」 の デ モ

ン ス トレー シ ョン を 実施 しま した。

http:〃www.travelvoice.jp/20151211・56663

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016101108配 信vol.064

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 新

年 あ け ま してお め で と うご ざい ま す。今 年 一 年 も また 、

自分 で決 め た 目標 へ 向 か って 頑 張 りま し ょ う。 で は 、

メ ール マ ガ ジン 第64号 をお 届 け します 。

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2015112118配 信vol.063

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 一

年 が経 つ の は 、 ほ ん と うに あ っ とい う間 で す ね。 来 年

■ ク ロス ラ ンゲ ー ジの 多 言 語 自動 翻 訳 サ ー ビス を 「駅

 パ ラ 」 サ イ トに 導 入

東日本旅客鉄道株式会社が運営する駅ビルポータル
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サ イ ト 「駅 パ ラ」 に 、 多 言 語 ホ ー ム ペ ー ジ 自動 翻 訳 サ

ー ビス 「WEB-Transer@ホ ー ム ペ ー ジ」 が 導 入 され
、

英 語 、 中国 語 繁 体 字 、 中 国 語 簡 体 字 、 韓 国 語 の 各 言 語

に よ る情 報 の 多 言 語 発 信 が 可 能 に な りま した 。

http:〃prtimes.jp!main!html/rdlp1000000079.000002

804.htm1

版を発売

 ロゴ ヴィ ス タ株 式 会 社 は 、経 済 ・金 融 ビ ジ ネ ス に 関

す る 文 書 の 翻 訳 に 適 した 英 日 ・ 日英 翻 訳 ソ フ トの

Windows版 「LogoVista経 済 ・金 融 ビジネ スV2」 を

2016年1月22日 に発 売 します 。

http;〃www.keyman.or.jp/nw/20065366/

■ リア ル 『ほ ん や く コン ニ ャ ク』?オ フ ライ ンで も動

 作 可 能 な 小型 音 声 翻 訳機 「ih」、 日英 中 に 対応

 ボ タ ンを プ ッ シュ して翻 訳 した い 文 章 を 話 す だ け の

使 い 方 が簡 単 、 オ フ ライ ン環 境 で使 え る リアル タイ ム

翻 訳 ガ ジェ ッ ト 「ili」の 紹 介 記 事 で す 。

http://Japanese.engadget.com/2016/01/05/ili-ces・20161

AAMT Forumメ ール マ ガ ジン

2016年1月 号 外

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016101122 酉己丁言 vol.065

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 厳

寒 の候 、 い かが お 過 ご しで しょ うか 。 今 週 は全 国的 に

大 荒れ の天 気 で した ね。 雪 の 降 っ た 後 は滑 りや す い で

す が 、降 って い な くて も路 面 の 凍 結 に は 気 をつ け ま し

ょ う。で は 、メ ール マ ガ ジ ン第65号 をお 届 け します 。

■沖縄の企業が挑む 日本語音声→ ミャンマー語に自

 動翻訳

 AAMTが 策 定 した 用 語 集 形 式UTXの 新 バ ー ジ ョ

ン1.20の ベ ー タ版 仕 様 書 が 日本語 と英 語 で 公 開 され

ま した。

 UTXは 無 料 で使 え る用 語 集 形 式 の標 準 規 格 で す 。

UTXは 、 Excelで 簡 単 に 作 成 ・一覧 編 集 で き 、翻 訳 支

援 ツール 、 翻 訳 ソ フ トな ど さま ざま な翻 訳 ツ ール で 活

用 で きま す。

 UTX 1.20ベ ー タ版 仕様 は201612129ま で 公 開 され 、

そ の 間 、利 用 者 の 方 の 意 見 を募 集 します 。 多数 の ご意

見 を お待 ち して お りま す。

 http:〃www.aamt.info/Japanese/utx/

 UTX 1.20の 用 語 集 デ ー タ も順 次公 開 予定 です 。 ま

た 、UTXの 活 用 法 、 UTX 1.11か らの移 行 方 法 な ど も

紹 介 して い き ます 。

 最 新 情 報 は翻 訳 工学 ペ ー ジ を ご覧 くだ さい 。

https:〃www.facebook.com/translation.engineering

 シス テ ム 開発 のOCCは 、 日本 語 の 音 声 を ミャ ンマ

ー 語 に 自動 翻 訳 す る シ ス テ ム を 開発 して い ます
。 経 済

開 放 が 進 む ミャ ン マ ーへ の進 出 も視 野 に2020年 ま で

の 完成 を 目指 して い ます 。

https:〃www.okinawatimes.co.jp/article.php?id=149498

■ ロゴ ヴィ ス タ 、経 済 ・金 融 文 書 向 け翻 訳 ソフ トの 新
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 `  冊  壷 悼 遭      舜 櫛二
隔 鱒.亀 鰯 鴇鋭 繍 撫 幽熱 曲 鯛 雌 、

実務翻訳における機械翻訳の利用に関するアンケー ト結果報告

         小谷克則

関西外国語大学、AAMT機 械翻訳課題調査委員会

1.は じめに

 AAMT機 械翻訳課題調査委員会では機械翻訳に関

する調査 ・広報 ・啓蒙活動を担当するワーキンググル

ープ(WG2)を 中心に、産業翻訳業界における機械翻

訳システム活用の実態を調査 してきた。 この調査活動

の一環として、2012年 以降、JTF翻 訳祭においてア

ンケー トを実施 してきた。JTF翻 訳祭は、翻訳者、翻

訳会社、翻訳発注企業などの翻訳業界団体である日本

翻訳連盟(JTF)が 主催するイベン トであり、講演会、

展示会により構成される。

 本稿はそのアンケー トによる調査結果を報告する。

2.ア ンケー ト調 査 の概 要

 JTF翻 訳 祭 の展 示 コー ナ ー にAAMTが ブ ー スを確

保 し、 ブー ス を訪 れ た人 に加 え 、 ブー ス前 を通 りか か

る 人 に対 して直 接 協 力 を依 頼 した。 ブ ー スに ア ン ケー

ト用 紙 と筆 記 用 具 を用 意 してお き 、そ の 場 で ア ン ケー

トに回 答 い ただ き 、回 収 した。

 なお 、回 答 者 に抽 選 で 当 た る 景 品 と して 、 ク オ カー

ド、翻 訳 ソフ トを用 意 した。 翻訳 ソフ トは 、 中 国語 ⇔

日本語 翻 訳 ソフ ト 「J北 京7ス タ ンダー ド2定 価:

48,600円(税 込)」 と 英 語 ⇔ 日 本 語 翻 訳 ソ フ ト

「PC・Transer翻 訳 ス タ ジ オV22 for Windows定

価:128,000円(税 別)」 で あ っ た。 これ らの 翻 訳 ソフ

トは 、本 協会 法 人会 員 の株 式 会社 高電 社 様 、株 式 会 社

ク ロス ラ ン ゲー ジ様 の ご厚 意 に よ り提 供 い た だ い た も

の で あ る。 この場 を借 りて 心 よ り御 礼 申 し上 げ ます 。

● 調 査 実 施 日

 第25回JTF翻 訳 祭 当 日(2015年11月26日)に

調 査 を実 施 した。

● 調 査 方 法

 ア ン ケ ー ト用 紙(A4表 裏)配 布 に よ る無 記 名 の調

査 と した。

● 回答 状 況

 回答 者数 は64名 で あ り、翻 訳祭 参加 者(1000名 と

仮 定)全 体 に対 す る回 答 率 は お よ そ6%で あ った。 回

答 者 数 は過 去 の調 査 と同 程 度 で あ っ た。2012年 度 は

60名 、2013年 度 は64名 、2014年 度 は62名 であ っ

た 。
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3.回 答者 4.調 査結果

● 回答者の職種

 翻訳業務の従事者 といっても様々な仕事がある。以

下は全回答者64名 の職種の内訳である。

(1)フ リーランスの翻訳者        13人

(2)翻 訳会社の社内翻訳者         5人

(3)企 業(翻 訳会社以外)・ 官公庁等の翻訳者

                    10人

(4)翻 訳会社の翻訳業務管理者、コーディネーター

                    13人

(5)企 業(翻 訳会社以外)・官公庁等の翻訳業務管理

 者、コーディネーター        5人

(6)そ の他 ・無回答          14人

 計64名 の うち28名(44%)が 翻 訳 を 生 業 と して い

る 人 で あ り、18名(28%)が 翻 訳 の 管理 を仕 事 に して

い る 人 で あ っ た。

● 性 別 ・年 齢

 年 齢 は20代 か ら60代 ま で広 く分 布 して い る が 、30

代(19人)と40代(20人)が 多 か っ た。 以 下 、20

代(8人)、50代(7人)、60代(4人)と 続 く。

 性 別 は 女 性34人 に 対 して 男 性17人(無 回 答 が13

人)で あ り、 女 性 の 回 答 者 の 割 合 が 多 か った 。

 本節では、回答者の うち翻訳作業そのものを生業 と

する28人 を集計の対象とし、項目別に調査結果を紹

介する。但 し、複数回答や未回答により、回答の内訳

の合計が28人 とならない項 目がある。

4.1機 械翻訳の利用状況

●  機 械 翻 訳 の 利 用 頻 度

 翻 訳 者 が 普 段 どの く らい の頻 度 で機 械 翻訳 を使 って

い るか に つ い て 、 翻 訳 者 の タ イ プ別 に集 計 した結 果 を

表1に 示 す 、

 機 械 翻 訳 を 「ほ ぼ 毎 日使 っ て い る 」 と い う回 答 は

20%(4人)に と どま り、 「使 っ て い な い 」 とい う回 答

は25%(5人)で あ っ た 。

表1 機械翻訳の利用頻度

ほぼ毎 日

週1～3回

月に数回

年に数回

使 って いな い

フ リ ー

ラ ン ス

1

2

2

4

1

翻 訳 会

社

1

1

0

0

1

企業 ・官

公庁

2

1

0

1

3

質 問:翻 訳 ソ フ ト1サイ トの利 用 頻 度 は?
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写真2 AAMTブ ースの様子

澱

(左から山本委員と秋元委員、アンケー ト調査と併行

して、AAMT策 定の用語集形式UTXの 紹介を行った。)

● 利用 している機械翻訳の種類

 機械翻訳は、インターネ ット上の無料サービスから、

一本が10万 円以上する高価なソフトまで、様々な形態で

提供されている。翻訳者はどのようなソフ トあるいはサ

ービスを使っているのだろうか。表2は 翻訳者がよく利

用する機械翻訳の種類についてまとめたものである。

 翻訳者がよく使う機械翻訳の トップはこれまでと同様、

「無料の翻訳サイ ト」という結果となった。翻訳会社等

から翻訳ソフ トが提供される例は少数に留まり、翻訳者

が個人的に利用するケースが大半を占めるようである。
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 近 年 、 翻 訳 ソ フ トが スマ ー トフォ ンや 携 帯電 話 の ア

プ リケ ー シ ョン と して搭 載 され る よ うに な っ た。 そ こ

で 、 今 回 、 スマ ホ ・携 帯 ア プ リを回 答 項 目 と して追 加

した 。 しか し、予 想 に反 し、 今 回 の 回 答 者 に お け る利

用 者 は 皆 無 で あ った 。

表2 よく利用する機械翻訳の種類

企 業 ・

官公庁

「翻訳機能(使 い勝手)」について別々に満足度を調査

した。以下にその結果を紹介する。

無料の翻訳サイ ト

有料の翻訳サイ ト

自社または翻訳会社な

どで提供される翻訳シ

ステム(サ ー ビス)

市販のPC翻 訳ソフ ト

スマ ホ ・携 帯 アプ リ

フ リ ー

ラ ンス

4

1

0

1

0

翻訳会

社

2

0

0

0

0

4

0

1

0

0

質問:現 在最もよく使 う翻訳ソフトや翻訳サイ トは?

● 翻 訳 品 質

 表4を 見 る と、翻訳 品 質 に満 足 して い る と答 えた 人は

わず か1人 で あ り、不 満 で あ る と答 えた 人(11人)が

65%と 大 半 を 占め る。 した が って 、翻 訳者 を満 足 させ る

た めに は、 抜本 的 な翻 訳 品質 の 向上 が不 可欠 といえ る。

表4 翻訳品質の満足度

とても不満

やや不満

どちらでもない

やや満足

とても満足

フ リ ー

ラ ン ス

1

5

4

0

0

翻訳会

社

0

2

0

0

0

企 業 ・

官 公 庁

1

2

1

1

0

● 機械翻訳の満足度

 表3は 機械翻訳の満足度を5段 階で評価 した結果を

まとめたもとのである。「とても満足」と回答した人は

皆無だったものの、24%(4人)が 「やや満足」と答

えてお り、現在の翻訳システムでも使い方 しだいで翻

訳者の役に立つ場面があるようである。

表3 機械翻訳全般の満足度

質問:翻 訳ソフ ト1サイ トの品質の満足度は?

             (5段 階で評価)

● 翻 訳 機 能(使 い勝 手)

 表5か ら、機 械 翻訳 は機 能 と しては 「満 足 」 と答 え

た人 が41%(7人)に 対 して 、「不満 」と答 え た人 は18%

(3人)で あ る こ とか ら、機 能 へ の満 足 の 高 さが うか が

え る。 翻 訳 ソフ ト1サイ トの 使 い勝 手 につ い て は 品質 ほ

ど不満 に感 じて い る翻 訳 者 は い な い よ うで あ る。

とても不満

やや不満

どちらでもない

やや満足

とても満足

フ リ ー

ラ ン ス

1

1

6

2

0

翻訳 会

社

0

2

0

0

0

企 業 ・

官公庁

0

1

2

2

0

質問:翻 訳 ソフ トノサイ トの満足度は?

          (5段 階で評価)

表5 翻訳機能の満足度

とても不満

やや不満

どちらでもない

やや満足

とても満足

フ リ ー

フ ン ス

1

1

5

3

0

翻訳会

社

0

0

2

0

0

企 業 ・

官公庁

0

1

0

4

0

満足度の根拠を具体的に知るために、「翻訳品質」と

質問:翻 訳 ソフ ト1サイ トの機能の満足度は?

             (5段 階で評価)
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4.2実 務翻訳の現状

● 言語対と翻訳方向

 近年、様々な言語対への対応が進む機械翻訳である

が、 日本語を扱う機械翻訳の主たる対象言語は英語、

中国語である。今後、どのような言語への対応が必要

となるかを検討するため、実際の翻訳業務においてど

のような言語対、そ して翻訳方向が多いのかを調べた。

表6は 翻訳業務における主な言語対 と翻訳方向につい

てまとめたものである。

 その他の言語対と翻訳方向 して、中国語⇒英語、英

語→多言語、日本語→イン ドネシア語が挙げられた。

表6 言語対と翻訳方向

 表7は 、言語対と翻訳方向を翻訳文書の分野に応 じ

てクロス集計 した結果である。これを見ると、翻訳対

象の言語と分野の関連性がある程度推定できる。

 日英翻訳はIT産 業での利用が多く、英日翻訳は社

会科学での利用が多い。一方、日中 ・中日翻訳では分

野による違いは小 さい。

日本語⇒英語

日本語⇒中国語

英 言吾⇒ 日本 言吾

中国語⇒ 日本語

その他

フ リ ー

ラ ンス

6

1

10

0

1

翻訳会

社

3

0

1

2

1

企 業 ・

官公庁

6

5

5

3

2

質問:現 在の翻訳業務における主な言語対と翻訳方向は?

● 言語対 ・翻訳方向と対象分野

 表8は 、言語対 と翻訳方向を翻訳文書の種類に応 じ

てクロス集計 した結果である。 これを見ると、翻訳対

象の言語と種類の関連性がある程度推定できる。

 多 くの文書において 日英翻訳と英 日翻訳が主とし

て用いられていることから共通言語 としての英語の

優勢さが うかがえる。一方、ホームページ、仕様書 ・

設計書、報告書では英語以外の翻訳の有用性が うか

がえる。

● 対象分野

      表7 翻訳対象の言語 と分野

社会科学

自然科学

医療

日英

4

1

2

英日

7

2

2

日中

2

2

0

中 日

1

1

0

そ の

他

2

2

1

表8 翻訳対象の言語 と種類

ホー ムペ ー ジ

取扱説明書

仕様書 ・設計書

報告書

IT産 業

非IT産 業

文化 ・芸術

ス ポー ツ

旅行 ・観光

6

4

3

2

2

4

4

2

1

3

3

2

1

2

論文

契約書

特許

メ ー ル

その他

日英

生活情報

その他

3

4

2

1

4

3

5

5

3

5

2

4

5

英 日

5

4

2

5

1

4

3

2

6

日中

1

0

3

2

1

1

0

1

0

中 日

2

1

3

2

0

1

0

2

0

その

他

1

1

1

2

0

2

3

2

2

2

1

2

0

2

2

3

1

0

1

0

0

1

2

1

0

1

5.ま とめ と今後の課題

 2015年 度の第25回JTF翻 訳祭で実施 したアンケー

ト結果を中心に、実務翻訳における機械翻訳の利用実

態について報告 した。

 今回の調査により、日英翻訳の活用が目立った分野

はIT産 業、種類では仕様書 ・設計書、報告書、契約
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書が 多 か っ た。 ま た 、 英 日翻訳 の活 用 が 目立 っ た 分野

は社 会 科 学 、種 類 で は ホ ー ムペ ー ジ 、報 告 書 、取 扱 説

明書 が 多 か っ た。 この よ うに業 務 翻 訳 に お い て は 、翻

訳 の 言語 対や 方 向 に よ り対 象 分 野 や 文書 の種 類 に違 い

があ る こ とが わ か っ た。

 過 去 の調 査 結 果 か ら、翻 訳 者 の 多 くが機 械 翻訳 を活

用 して い る こ とが期 待 され た が 、今 回 は利 用 率 の低 下

がみ られ 、今 後 、機 械 翻訳 の更 な る 普及 活 動 が課 題 と

な る こ とが判 明 した。 ま た 、機 械 翻 訳 の 品質 を翻 訳 の

言 語 対 ・翻 訳 方 向 、 そ して 分野 や 種 類別 に調 査 し、 よ

り一 層 、 業務 翻訳 へ の機 械 翻訳 の普 及 を 図 る 必要 が あ

る。

 今 後 も 、翻 訳 者 へ の ア ン ケ ー ト調 査 を 通 じて 、 機

械 翻 訳 の 利 用 者 の 視 点 か ら機 械 翻 訳 の 課 題 を 見 い 出

す 必 要 が あ る。 同 様 の 活 動 は 、 本 協 会 が 参 画 し た

Machine Translation(MT)Summit XV(2015年10

月30日 か ら11月3日 、米 国 フ ロ リダ州 マ イ ア ミで

開催)に お け る機 械 翻 訳 利 用 者 と翻 訳 者 の セ ッ シ ョ

ン (the Commercial MT Users&Translators'

Track)の 設 置 な ど が挙 げ られ る。

 そ の 他 、機 械 翻 訳 の セ ミナ ー な ど を通 じて の 普 及

活 動 も課 題 と して 挙 げ られ る。 例 え ば 、昨 年 はJTF

に よ り本 協 会 会 長 中 岩 浩 巳 ら を パ ネ リ ス トと して

「機 械 翻 訳 と向 き 合 う と きが 来 た 一MTを も っ と身

近 に 、現 実 的 に 考 え る一 」 とい うテ ー マ の セ ミナ ー

が 開 催 され た 。

 同様 の セ ミナ ー や 講 演 は 、 全 米 最 大 の 翻 訳 者 及 び 通

訳者 の団 体 で あ るAmerican Translators Association

(ATA)の 年 次 大 会 にお い て も行 わ れ た 。 そ の 一 例 と

して 、Hands・on Machine Translation:Do・lt Yourself

Tools(Dilinger, Mike),Demystifying Machine

Translation(Marciano, Jay)、 Ready to Surf the

Machine Translation  Post・Editing Wave?

(Palomares, Jose) 、 Post・Editing: How  to

Future-Proof Ybur Career in Translation(Camargo,

Paulo)が 挙 げ られ る。
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                協会活動報告

              (2015年9月 ～2016年1月)

機械翻訳課題調査委員会

2015年9月18日(金)(2015年 度 第6回)

    ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれ て議論)

     (WG 1, WG2)

      ・MT Summitに ついて

        10130～1113 アメ リカで開催。AAMTは3日 目に発表する。

      ・翻訳 フェアの展示各社反応について

      ・AAMT!Japio特 許翻訳委員会の活動状況の紹介(中 間報告)

        拡大評価部会のテーマ として特許文テス トセ ッ トを作成 している。

      ・中 日テス トセ ッ ト評価について

        これから評価 の相関 を分析す る予定。

      ・JTF翻 訳祭での展示について

     (WG3)

      ・ISO/TC37 Liaison申 請 の是非について検討 した結果、とりあえず は様子見 とす る。

      ・UTX 1.20に 関する事項 について検討 した。

      ・UTX変 換ツールの開発経過について報告があった。

      ・JTF翻 訳祭でのWG3の 活動 について検討 した。

      ・UTX1.20公 開に向けての計画を立てた。

      ・宿題

    ② 全体会議

      ・JTF翻 訳祭の翻訳プラザ(展 示会) 機材の使用 について

      ・JTF翻 訳祭のプ ログラム確定に際 して、機械翻訳関連のプ ログラムの確認

2015年10月16日(金)(2015年 度 第7回)

    ① 各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

      (WG 1, WG2)

      ・市場動向調査委員会の報告書の確認 を した。

        充分な資料が存在 しないことがわかった。

      ・翻訳祭で行 う予定のアンケー ト内容 をレビュー した。

      (WG3)

      ・青森で行われたCJNLP発 表(山 本氏)に 関す る報告があった。

      ・ISOITC37 Liaison申 請の是非 について再検討 した。
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  ・UTX 1.20の 記述に関する検討を行った。

  ・UTX変 換 ツール1UTXサ イ トへの リンクを増やす ことについて検討 した。

  ・宿題

② 全体会議

  ・各WGの 検討事項共有

  ・JTF翻 訳祭の計画を練 った。

    翻訳プラザ配布物、展示内容の確認な ど。

  ・宿題

    JTF翻 訳祭 における翻訳プラザのための機器の手配な ど。

2015年11月11日(水)(2015年 度 第8回)

 ① 全体会議

   ・日中会議報告

   ・MT Summit報 告

   ・JTF翻 訳祭の準備

    JTF祭 準備のための分担な どについて検討 した。

2015年12.月18日(金)(2015年 度 第9回)

  ①前回委員会の議事録の確認

  ②各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

   (WG3)

   ・UTX 1.20β のWeb掲 載画面の確認

     β仕様の公開期間は201612!29ま で。2月 末か ら3週 間はフィー ドバ ックを

    検討 し、その後正式公開 とする。

   ・言語処理学会第22回 年次大会(NLP2016仙 台)で の発表について検討 した。

   ・UTX変 換 ツールの開発経過の報告があった。

   ・その他UTX関 連

  ③全体会議

   JTF翻 訳祭に関す る感想お よび反省事項などについてまとめた。

2015年1月22日(金)(2015年 度 第10回)

  ① 前回委員会の議事録の確認

  ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

   (WG 1,2)

    ・中日テス トセ ッ トメタ評価について

61



 ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会評価部会 との連携について

 ・言語処理学会の発表 について

 ・今年度の成果、来年度の計画

 ・その他

 (WG3)

 ・UTX 1.20へ の既存用語変換の試みの報告

 ・UTX 1.20とTBXと の互換性 に関する説明

 ・UTX1。20説 明資料作成について

 ・3月 の言語処理学会での発表申 し込みに関する報告

③ 全体会議

 ・各WGの 検討事項共有

 ・言語処理学会のテーマセ ッシ ョンについて

 ・その他

・イ ンターネ ッ トWG

    以下の活動をオンラインで実施 した。

     ① 法人会員情報等の総会 ・AAMT機 械翻訳フェアに関連 したコンテンツの更新

     ②AAMTジ ャーナル 目次情報等の通年 コンテ ンツの掲載 ・更新

     ③ 利便性 ・プ レゼンス向上に向けたサイ ト構成見直 しの検討

     ④ 次回MTサ ミッ トに向けたホームページ活用の検討 を開始

編 集委 員会

  2015年11月27日(2015年 度 第3回)

     ① AAMT Journal No.61の 執筆 依頼 計画 につい て
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AAMT/Japio特 許 翻訳研 究 会

2015年9月25日(金)(2015年 度

1

2

3

4

5

6

          第4回)

議事録の確認

静岡大学学術院 綱川先生か らのご発表

拡大評価部会の報告

MTサ ミッ トのWorkshopの 説明

その他

次回の開催 について

  開催の 日時(場 所)12月4日(金)

  次回研 究会後の忘年会のお知 らせ

  予定

  主な議題

…T/Japio特 許翻訳研究会 拡大評価部会

2015年9月25日(金)(2015年 度 第2回)

   1.2015年 度の拡大評価部会の活動計画

   2.各 グループの活動発表

    ・自動評価 グループ

    ・人手評価 グループ

    ・テス トセ ッ トグループ

   3.そ の他

    次回開催 日予定 1月 下旬予定

AAMT/Japio特 許翻訳 研 究会 MTサ ミッ ト参 加

2015年10.月30日(金)か ら11月3日(火)

 マ イ ア ミ、 フ ロ リダ州 のハ イア ッ トリー ジ ェンシー マイ ア ミホテ ル でMTサ ミ ッ ト参加。

AAMT/Japio特 許翻訳研究会

 2015年12月4日(金)(2015年 度 第5回)

  1.議 事録の確認

  2.筑 波大学宇津呂研 究室、龍様の ご発表

  3.MTサ ミッ トの報告 須藤様(NTTコ ミュニケー ション科学基礎研究所)の ご発表

            加藤様(特 許庁)PSLTワ ー クシ ョップでの発表内容のご紹介
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4. 27年 度AAMT/Japio特 許翻 訳研 究 会報 告書 作成 スケ ジュー ル な ど

5.そ の他

6. 次 回の 開催 につ いて

 ・開催 の 日時(場 所)2016年1月29日(金)

  第3回 拡 大評 価部 会 も開催(開 始時 間 は16:00～ に変更 され ま した。)

 ・主 な議題

A川T/Japio特 許翻 訳研 究会

2016年1月29日(金)(2015年 度

-
-

9
臼

3

4
▲

P
O

           第6回)

議事録の確認

越前谷先生の ご発表

27年 度AAMT/Japio特 許翻訳研究会報告書

27年 度報告書の 目次案 とスケジュール

その他

次回の開催について

・開催の 日時(場 所)2016年3月11日(金)

奈良先端大 ・ニュー ビック先生をお招き し 「ニューラル機械翻訳(仮)」 講演決定

・予定

・主な議題

A川T/Japio特 許翻 訳研 究 会 拡 大評価 部会

 2016年1月29日(金)(2015年 度 第3回)

  1.各 グル ー プの活 動発 表

    ・自動 評価 グル ー プ

    ・人手 評価 グル ー プ

    ・テ ス トセ ッ トグル ー プ

  2.そ の他

  3.次 回開催 日予定 5月 予 定
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夢F夢 懸

   AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル61号 をお 送 り します 。

今号の巻頭言は、本年をもって定年をお迎えになる静岡大学の梶博行先生より、御寄稿を頂きました。

理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第六弾を頂 きました。

プ ロジ ェ ク ト報 告 と して 、特 許 庁 の 加 藤 啓 様 よ り、特 許 庁 にお け る機 械 翻訳 に 関 す る 取 り組 み に つ い て 、 貴 重 な

御 寄稿 を頂 き ま した。 また 、情 報 通 信 研 究 機 構 隅 田 英 一 郎様 よ り、2020年 東 京 オ リン ピ ック に 向 け た 国家 プ ロジ

ェ ク ト 「グ ローバ ル コ ミュ ニケ ー シ ョン計 画 」 の活 動 に つ い て 、 貴重 な御 寄稿 を 頂 き ま した。

その他、関西外国語大学 外国語学部 魚住真司先生からは、映像翻訳に関する御寄稿を頂きました。

一方
、今 号 に 先 立 ち ま して 、昨 年ll月26日(月)に 、 AAMTが 後 援 を します 第25回JTF翻 訳祭 が 開 催 され 、 「MT

Live～ 機 械 翻訳 の担 うべ き役 割 ～ 」 が 企 画 され ま した。 講 演者 の 東 芝 ソ リュ ー シ ョン熊 野 明 様 に は 、 この 企 画 の

開催 報 告 を御 寄稿 頂 き ま した。

ま た 、日本 電 信 電話 コ ミュニ ケー シ ョン科 学 基 礎研 究 所 須 藤 克仁 様 よ り、昨年10-ll月 に 米 国 マ イ ア ミに お きま

して 開催 され ま した 第15回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ トへ の 参 加 報 告 を御 寄 稿 頂 き ま した。 こ のサ ミ ッ トの併 設 ワー ク シ ョ

ップ で は 、AAMT/Japio特 許 翻 訳研 究 会 の メ ン バ ー が 中 心 とな って 特 許 ・技 術 文書 翻 訳 ワー ク シ ョ ップ を 開催 しま

した の で 、 この ワー ク シ ョ ップ開 催 の様 子 に つ き ま して も、 あ わせ て御 報 告 頂 き ま した。

さ らに 、昨 年10月16日(金)に 開 催 され ま した 、第2回 ア ジア 翻 訳 ワー ク シ ョ ソプの 報 告 を 、科 学 技 術 振 興 機 構 中

澤敏 明様 、情 報 通 信 研 究機 構 美 野 秀 弥様 、隅 田英 一郎 様 、NHK後 藤 功 雄 様 、奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大学Graham

Neubig先 生 、京 都 大 学 黒 橋 禎夫 先 生 よ り御 寄 稿 頂 き ま した 。

その他、秋桜舎 山本ゆ うじ様より、昨年10月 に青森市で開催されました第15回 日中自然言語処理共同研究促進

会議の参加報告を御寄稿頂きました。

日本 特許 翻 訳 株 式 会 社 本 間 奨 様 か らは 、 「特 許 公 報 ・技 術 文献 に フ ォー カ ス したnpat翻 訳 サ ー ビス 」 を御 寄 稿 頂

きま した 。

AAMT内 の 活 動 報 告 と して 、機 械 翻訳 課 題 調 査 委 員 会 か ら、 昨 年 のJTF翻 訳 祭 にお い て 実 施 され た 「実 務 翻 訳 に

お け る機 械 翻 訳 の 利 用 に関 す るア ンケ ー ト」 の 結 果 報 告 、お よ び 、 「AAMTフ ォー ラ ム メー ル マ ガ ジ ンバ ッ クナ

ンバ ー 」 を掲 載 い た しま した。
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AAMT
Asia・Pacj五c Associa七ion for Machine Translation

.. 入 会 の ご案 内

 AAMTは 、機械翻訳 の発展 を 目的 と して、機械翻訳 の研 究者 、開発者 、製造者 、利 用者 が集 まった

任意 の組織 です。委 員会に よる定期的 な調査研 究をは じめ、機 関誌 の発行、 シンポ ジ ウム、セ ミナー

等各イベ ン トの開催な ど幅広 く活動 を行 ってい ます。

機械翻訳に ご関心のあ るすべての方に ご入会をお勧 め します。

               **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購 読がで きます。

会員には、機 関誌 であ るAAMT Journal(年2～3回 発刊予定)が 送 付 され ます。購読料 は年会 費に

含 まれています。

2.機 械翻訳関連の最新情報 をメール でお届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新の機 会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製品 、新サー ビスの紹介 、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連記事の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査活動 に参加 し、機械 翻訳や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深め、

知見 を広 める ことが できます。

機械 翻訳 に関す る言語資料 の調査 、広報 、標準化活動 に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うこ とが できます。

4.関連機 関の主催 する国際会 議に参加で きます。

IAMTの 主催で隔年開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT 、 AMTA*、 EAMT**の 主催 す る会議や

ワー クシ ョップに参加 で きます。

AMTA* :Association fbr Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association for Machine Translation

年会費は以下の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個 人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご関心の ある方 は、事務 局までお問い合わせ くだ さい。

アジア太平洋機 械翻訳協会(AAMT)

ホー ムペー ジ:http:〃www.aamt.hlfb

電子 メール:aamt-inf aamt.info



            AAMT
    Asia・Pac流c Associa七ion for Machine Translation

          入 会 申込 書

以下の通 り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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